




日本建築協会会告一一

修一一一

パンクオプアメリカやワールドトレイドセンターの広場のための

彫刻などて世界的に活躍されている彫刻家、流政之氏と 、氏と 20数

年来の友人であり、著名な建築写真家、村井修氏にこ。来阪いただき、

お二 人の芸術家としての生きざまなどにふれる機会をもちたいと考

え、対談を企画しました 。

両氏とも建築家と共同で仕事をされることが多く、それぞれに 一

家言 をおもちのことと恩われます。 われわれ建築家にと って有意義

なお話がうかがえるものと期待しております。そろ ってご参加下さ

なお司会は若手建築家、永聞祐三氏にお願いしております。

政 之 十 村 井

“ 空間を斬る"

一 一流

4 対談

.  ｾｾｊ 士易 ＱＳＺ 00 

開会 13 :  3か→閉会16 :  30 

あまべ ( 余苦ri ) 邸

( 大阪市福島区玉川 4 丁目 7 - 14 T  E  L 06- 441- 6020)  

ただし大阪 地下鉄、下目的線 r Ii Il IJ 駅 ( 野田阪神の l ツ手前) または国鉄

環状線「聖HnJ 駅下車、 徒 )J 会5分 iJ i のと ころ......

対 談 者 流 政 之 氏 ( 彫 刻 家)

村 井 修 氏 ( 建 築 写 真 家 )

永田祐三氏 ( 竹中工務庖設計課長)

60名

会 員 1，000円

非会貝 1，200同

今回に限り電話にて申込受付をいたします 。

〆切、 2 月28 日( 火 ) までに参加される方の氏名 ・勤務先

名 ・年令 . :iM*告'[12話番号 ・参加l証送付先を建築協会事業

課へお申越し願 L 、ます。 ただし会場の都合上定貝を超過

したときは拙せんにて決定いたします 。

( 事業課専用屯話 ・06一231- 9640)

参加者には 3 月4 日午前 中までに会場詳細地図入りの参

加l証をお送りします。

3 月 4 日 ( 土)時

場

会

員

費

込

日

. 6.  

Z 玄

申

司

定

会

撮 影 ・ 村 井 修
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建築と社会 / 1978'1' 2 月号

流 政 之 氏 作 品 ・ 石 彫 「天と地のJ



一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 千里中央文化センター( 仮称)

新築工事の見学

南千里吹田市民センター( 仮称)

千里ニュータウンは現在、人口約12万 8 千人の緑豊かな近代都市

に成長しております。

日常生活に必要な諸施設は完備しているとはいうものの、よりよ

い生活環境を求める住民の要望は高〈、千里中央文化センター( 豊

中市域) 、南千里吹田市民センター( 吹田市域) は、大阪府がニュ

ータウンの完成に当たり、かねてより住民から要望の強かった文化

施設について建設しているもので、この 4 月より両市の施設として

オープンする予定です。

ユニークな点は、異物の途中に気軽に立寄られるよう、ターミナ

ルの地区センターに設けられたこと、及び老人施設や図書館、公民

館、児童館とい った施設を一つの建物にまとめた総合的な文化セン

ターとしたことでありましょう。

。

今回は、ますます充実していくニュータウンの文化施設を共に見

学したいと思います。

この見学会に際して、大阪府企業局の多大のご厚意と、ご施工中

の大林組、宮田建設、紙谷工務庖、橋本工務庖にご協力をいただきま

した。

多数ご参加をお待ちします。

日 時 3 月 18 自国集合13 :  3か→解散17: 00 

集合場所 千里中央文化センタ一正面玄関付近 ・目標会旗

ただし大阪、地下鉄御堂筋線千里中央( 終点) 下車→地上へ出てすぐ。

( 梅図より約20分・ illf 貨 170円)

定 員 40名

会 費 400円

〔建築概要〕

千里中央文化セ ンター

所 在 地 ｾ中市新千里町 Ｑ 丁目地内

設 計 日哨泉設計4>務所

E凪 "  理 大阪府企業局

施 エ 側 大 林 組

fIII 造 鉄筋コンクリート造

規 t皇 地上 4 階 塔 屋 2 階

敷地而械 2. 887.13m'  

建築而械 J  . 709. 96m'  

延床面積 4. 912. 50m'  

セン 7ーピル

故障床面楠

1  F 共用部門

( 玄関ホール、守衛室、俄械室、

.ili 気室等)

2  F 老人絹祉セ ンタ一、図E書館部門

( ホール、和室、機能訓練室

主な用途 図il): ll 差等)

3  F 図i! f 館部門

( 館長室、本務室、貸出、説跡、

視聴覚室等)

4  F 公民館部門

( 館長室、遊戯、税聴、洋問、

和室、料理、陶芸、美術各室等

工 期 52 . 1  .  29→53 ・2 ・28

2  

南千里吹図市民セン ター

吹田市 ｩｪＡｾ 台 Ｑ 丁目地内

村野・森建築事務所

大阪府企業局

富田、紙谷、締本共同企業体

鉄廿( 1部) 鉄筋コンクリート造

地下 l 階、地上 3 階、浴崖 2 階

886.  10m'  

2.460. 70m'  

916. 00m'  

B  1  F 共用部門

(機械室、m気室、監視盤室)

1  F 老人福祉部門

ＨｬＮ ｉｾ 務 室、休想室、木ワイエ、

ロビー、和室等)

2 F 図舎館部門

(図i!f 室、織鍛コーナ一等)

3  F 公民館部門

( プラヰタ リウム 〈ミノルタ

カメラ{ 開銀品〉、図工室、お話

室、会議室)

改修部分 3 F 公民館部門

( 大ホール、資料室、華茶道

教室、料理教室、視聴覚教室等)

51 ・12 . 23→53. 2 ・28

千里中央文化セ ンター

南千里吹田市民センター

スケジュール

13  :  30-→ 15 :  00 千 里 中 央 文 化 セ ン タ ー の 見 学

15:  20→ 17  :  00 南 千 里 吹 田 市 民 セ ン タ ー の 見 学

千里中央から南千里まてe は共同企業体こ' 提供向マイクロパスで移動いたします.

(解散は阪急電鉄「南千里」駅前)

申 込 往 復 は が き 1 名 に l 枚 限 り と し 、 氏 名 ・勤 務 先 名 ・連 絡

屯 話 番 号 ・返 信 用 宛 名 ・郵 便 番 号 を 記 入 し 、 「 千 里 中 央

・南 千 里 両 セ ン タ 一 見 学 」 と 明 記 の 上 3 月11 日( i ) までに

建 築 協 会 事 業 諜 へ 。 定 員 を 超 過 し た と き は 抽 せ ん に て 決

定します。

.  お わ びび' eと訂 正 川"州川川川川"川川川川11川川川11川川11川川川酬11川川酬川11川川11川l川" 川酬川11川川11川11川"'川川川"附川酬t川川"川川川t川 川 川11川11“州川川川"川川"川"

本 誌 1 月号「デザインの動向一新| 日のコントラスト j に 寄 せ ら れ た コ メ

ント文のうち、 P 7 0の出江J t 氏のコメントの囚の項目に誤りがありました。

下 記 の よ う に 、 固 お も し ろ い 例 の 項 目 に つ き 全 文 訂 正 し て 、 ご 迷 惑 を お か

け し た 出 江 寛 氏 、 お よ び 会 員 読 者 の み な さ ま に お わ び い た し ま す。

訂正文

固 おもしろい例

京 都 会 館 ( 前 川 国 男 氏 )

京 都 と い う 地 域 性 の 持 つ 洗 練 さ れ た 感 覚 が 、 既 存 の 建 築 形 態 に 追 随

す る の で は な く 、 独 自 の 造 型 カ の 中 で 表 現 さ れ 、 み ご と な コ ン ト ラ

ストをイ乍り出している。

旧 京 都 朝 日 会 館 ( 石 川 純 一 郎 氏 )

昭和10年 と い う 時 代 に お い て 、 京 都 の 街 並 み の 中 に 出 現 し た ス ー パ

ー グ ラ フ ィ ッ ク の 壁 面 が 、 町 家 の 繊 細 な 意 匠 と の 聞 に 見 事 な コ ン ト

ラ ス ト を 生 み 出 し た 。

州11111111川川川111川1111111111111川州111111川川川 111111111111川' " 川州11111111川1111111111111111111111111111111川11111111111111111111111111111111111111川附11111111111川111111川111111111111111111111111111111

‘  外 壁 保 存 工事 の 京 都 ・中 京 郵 便 局 の 完 成 を 見 る ( 予 告 )

3 月号の発行が遅れそうなので上記見学会の予告をいたします。下記によりお

申込願います。(集合場所その他詳細は 3 月号に掲載いた します。)

日 時 4 月 4 日ω 集合14 :  00→解散16 : 日目

定 員 30名 ・会費 350円

申 込 3 月31附までに往復はがきにτ 氏名・ 勤務先名 ・連絡電話番号 ・返

信用宛名および「中京郵便局見学」と明妃の上建築協会事業課へ。

'‘ 



4 宝塚ファミリーランド「バウ・ホール」

新築工事の見学会

宝塚大劇場のコンコースに隣接して建設中の第二劇場は「パウ ・

ホール」と名づけられ、 4 月 l 日のオープンを目ざして急ピ ッチ で

工事が進められている 。

この劇場は客席数 500人 の 小 ホ ー ル だ が 、 舞 台 の 規 模 は 大 劇 場 並

みで、 2 F - 4 F 部 分 を 吹 き 抜 け に し た 立 体 的 な 構 造 、 新 し い 舞 台

転換の機械、照明 ・音 響 面 で の 新 し い 演 出 、 テ レ ビ 中 継 、スタ ジオ

録音もできる機能性の高いホールで、公演は主として大劇場終j筑後

の夜間に開催される計画と聞く 。

歌劇のまち、宝塚にまた一つユニークな実験劇場が誕生するが、

因みにこのホールの名檎の 「パウ」は舟の先端 ( 船首) を意味し、

21世紀の音楽や歌劇を先取りするものを生み出す演出がねらいで名

付られたという 。

今 回 は オ ー プ ン前 の 現 場 と し て 大 へ ん ご 多 忙 の 中 を 特 に 阪 急 電 鉄

株 式 会 社の ご厚意と竹中工務庖のご協力により見学できることにな

りました 。

定 数 は wl 加 し に く い の で お 早 目にお申込願います。

日 時 3 月 23 日 ( 木 ) 集 合14: 00→ 解 散15 :  30 

集 合 場 所 宝塚 フ ァ ミ リ ー ラ ン ド正面ゲート付近・目標会旗

〔参考〕集合所までの交通貨は各自負担1

大阪より →阪急' ，II 点、 宝塚線、 宝塚行急行来lj 1 ( 録時 O分より 15分間附で発111 ・

所批f35分、逆行) ' ，道 160円) →終点 「宝塚J 下111→花の追を徒歩 5 分位の布i則

定

. 6.  

ヨヨE

員 30名

費 300円

申
込 往復はがき 1 名に l 枚限りとし、氏名 ・勤務先名 ・所 属

音11諜名 ・連 絡 電 話 番 号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、

「パウ ・ホールの見学」と明記の上 3 月15 日 ( 水 ) まで

に 建 築 協 会 卒 業 課 へ。 定員を超過した場合は抽せんにて

決 定 し ご 通 知 い た し ま す。

建 築 概 要

所 <t : J也

ill 築 主

位 J'p，

設 計 施 工

胤悦・椛造

建 築 lfij 11'( 

延 床 耐i fi e  

松 沼1部内 さ

主 な 用 途

ｾ ｩ Ｈ 塚市栄町 Ｑ 丁目 Ｑ - 57 

阪急屯鉄株式会社

阪急エ ンジ ニヤリ ング株式会社

総式会社 竹 中 工 務 府

R C 造 & S ;ti 地下 1 F  地上 5 F  

1，670m'  

4 ，910m'  

28.  10 0 m 

1  F  )苫舗 (喫茶及食堂、その他)

2  F  劇場、栄民、喫茶

3  F  劇場、梨屋、コ ントロール結室

4  F  5  F  III 公室放機械室

客 席 数 5001町

エ JUJ 昭和52年 6 月23日→昭和53年 3 月17 日

日 本 建 築 協 会 会 告 一

... r伝統工芸を見る」

… … 神イ弗具・鋳金物・魔鏡… . .  • 

山本鳳穂氏作・和鏡

北 に 愛 宕 山 、 そ し て 嵐 山 を 望 む 桂 川 の ほ と り に 京 都 金 工 セ ン タ ー

カずある 。

同センターは京都市の指導と援助を得た中小企業の工場アパート

て ¥ 神 例 具 、 銑 金 物 な ど を 、 古 来 よ り 脈 々 と 受 け つ が れ て き た 技 法

により製作しています 。 また、理事長である 山本 鳳 龍 氏 は 和 銃 製 作

の 伝 統 技 術 で 無 形 文 化 財 に 指 定 さ れ て お ら れ ま す。

今 回 は 神 例 具 の 鋳 造 の 伝 統 工 法 で あ る 、 ろ う 型 、 惣 型 、 踏 み 返 し

法を製作している工場を見学し、あわせて「手口鋭」の話を山本瓜龍

氏 に 伺 い ま す。

手口銭とは・・・ ・平 安 時 代 ・後 期 か ら 造 り は じ め ら れ 、 銅 合 金 て 鋳 造

さ れ た も の を 鋭 商 加 工 し て 出 来 た 金 属 製 の 鏡 で あ り 、 こ の 鏡 面 を 何

回も研ぐことによ って 大 へ ん 不 思 議 な 現 象 を 出 す “ 魔 鋭 " な ど も あ

ります。

このふしぎな “魔鋭" をあなたもご覧になりませんか。 一一 多数

のご参加をお待ちします 。

な お 、 こ の た び の 催 し に 際 し て 、 京 都 府 中 小 企 業 総 合 指 導 所 の 工

芸 技 術 課 長 ・藤 田 研 一 氏 と 京 都 府 文 化 財 保 護 課 主 査 ・川嶋一雄氏に

多大のご協力をいただきました 。

日 時 3 月 25 日( 土 ) 集 合13 :  3か→解散16 ・50

〈 ぜ

集 合 場 所 京 都 市 パ ス 「 下 久 世 」 停 留 所 付 近 ・目標会旗

〔参考〕集合場所までの交通貨は各自負担

大阪ょっ→国鉄大阪駅より 12: 15発新快速京都行に来車 ( ノンス トップで京都ま

で29分所梨 340円) →京都駅八僚ロ改札を出て→近鉄京都駅改札前付近より発事

( 13 :  01 )の京都市バス③号 (久世工業団地前行) に来111→約30分で「下久世」苅

( 90円)

( 注) ・・13 ・01発のパスに必ず乗車のニ と (乗り遅れたら 14 : ぬま でありませ

ん) タク シーは京都駅か ら約 900円

見 学 場 所 京 都 金 工 セ ン タ ー ( 下 久 世 パ ス 停 よ り 徒 歩10分 )

京 都 市 南 区 久 世 大 敷 町232

( T E  L  075- 922- 2694)  

定 員 30名

会 費 600円( 資料、茶菓代共)

ス ケ ジ ュ ー ル (1) お 話 及 説 明 鋭 師 山本 鳳 龍 氏

(2) 映 画 観 賞 「魔鋭」一… 30分

(3) 工 場 見 学 各 種 の 銅 合 金 な ど の 鋳 造 法 を 見 る

当日は珍しい和鋭、 その他 を展示していただく予定です。

申 込 往復はがき l 名に 1 枚 限 り と し 、 氏 名 ・勤務先名 ・連 絡

電 話 番 号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、「伝統工芸を

見 る 」 と 明 記 の 上 3 月16日( 木) まで、に建築協会卒業謀へ。
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日本建築協会会告

4 日影規制に関する講習会

社 団 法 人 大 阪 府 建 築 士 会

社団法人 大阪建築士事務所協会

大 阪 建 築 設 計 監 理 協 会

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

先般の法改正により日影の規制lが諜せられることとなり、中高層

建築物の確認申請書に「日影図J 並びに「日影時間図」を添付する

ことが義務づけられました。これを受けて、現在大阪府でも対象区

域や規制l健全寺について条令化の検討がなされております。建築関係

者としましては、日 Ｉｾｴｪ 規 制に対し て必要な知識を条 例制 定までに熱

知しておかなければなりません。

そこで今般凹会では 、会員の方々に日影規制の意義を充分認識し

ていただき、またこれらの図が、どのような原理によっているのか 、

具体的にはどのように描くのか等を、実際の淡習を通して習得してい

ただくよう講習会を開催することにいたしました。多数ご参加下さい。

白 時 : 第 l 会場・昭和53年 3 月31 日幽 9 :  00- 17 :  00 

第 2 会場 ・昭和53年 4 月11 日(刈 9 :  0 0 - 17 :  00 

会 場 Ｚ ｾｬ 会場 ・ 大阪府商工会館Ｈ地下鉄 ・ 本町Ｉ

第 2 会場 ・大阪証券会館( 地下鉄 ・北浜)

聴 講 料 ・会貝 8，000円

， =  =  =:...: ( 各々テキスト代含む)

一般 10，000円

定 員 : 第 1 会場 250名

( 定員に達し次第締切ます)

第 2 会場 200名

テキスト : ①日本佳築センター「日影規制の手引 J ( 第 4 版 )1 ，400円

②事tli 講プリント 1  

③建築形態毎の日影図実例柴( 106例) f  1，200円

④演習問題および解答 j  

申 込 み : 社団法人日本建築協会総務課( 大阪市東区北浜 3 丁目 37

231- 9648) または共催団体事務局へ。代金引換の上、

聴講券をお渡しいたします。

内容および講師

7  
ーョp

内 :g: 時 間 品 自耐

j去

令 日影 規制に 改正事項の具体的解説 と府

9:  00 梶 原 明 氏

の

解 つ いて 条例の動向について 。

( 大阪府栓築部建築指導)

鋭

10:  30 

- *主幹

理

太陽位置と 日ｦｦｩ｜に ｬ 掬する基礎的 ｴ ｬ ｾ 項と
10:  30 

論 その 表 示

各組日照関係図表の解説。

12 :  00 
伊 藤 克 三 氏

と

応

上記図表、主として日照図
13 :  00 

(主大II 築阪工大学学教糾授 工学部)

日J ! ( i検 討 の 去による日間. 検討方法を各

用 般形態の建物に関し、例示

万法

解 説。
14 :  00 

演 日影図等の

日照図の描き方と日開時間 14:  00 
杉 村 律 夫 氏

fhi き方

図について繍習を通じて解
( 大阪府挫築部建築指導)

説。 15:  30 

諜環岐指導係長

絵 本 好 雄 氏

( 大阪市建築局建築指導)

日照図表の 日照図表を使ったチェ ック

部審査諜南方面係長

ライン上の任意点の日照時

16:  00 
償 山 芳 祝 氏

習 読み方 聞の求め方と危険なポイン

( 附竹中工務庖大阪本庖)

トの見分け方を解説。
17:  00 

設計部設計課

他

4  

4 ホ万国博砂お祭り広場・大屋根降下工事

の見学会開催日変更のお知らせ

上記見学会は 2 月25 日仕) 開催の予定で 1 月号に会告いたしましたが

降下作業の関係で下記の通り笑施を延期することになりました。

既にお申込済の会員にはご迷惑ながらご許容をお願い申しあげます。

記

日 時 3 月11 日 出 集 合14: 00→解散 16 : 00 

。集合場所、その他一切は 1 月号掲載通りといたします。

申込〆切日 3 月 6 日( 月) といたしますが、この催しに限り、すでに

お申込いただいた会貝を優先いたします。

司会員倍加に再度ご協力お願い

社団法人日本建築協会は、大正 6 年 3 月、関西において孤々の声

をあげてより既に 61年、大阪に本拠をもち、会員各位のご協力によ

って機関誌「建築と社会」発行のほか、建築データシート刊行など

ユニークな事業を行っておりますが、創立61年を契機として会民倍

加に努め、会勢の発展を図りたいと々えておりますので何卒ご協力

下さいますようお願い申し上げます。

入会申込書などお連絡を頂熊次第お届け致します。

会資は下記のとおりです。

偶 人 年額 7，800円 ( 月 6501工J)

会 社 年額 l 口につき 13 ，000円 ( 2 口以上希望)

o  

なお、本会の主な事業は下記のとおリです。

会誌「建築と社会」の発行 毎月発行して会以に無料配付ー致し

ます。

見学会の開催 新建築、古建築、処築材料製造工場などの見学

会を毎月行ないます。

懇親会の開催 適宜懇親会を催して会nの親睦懇親を図 ってお

ります。

若い会員の集い 若いエネルギーを結集し、広〈対話の中から

問題を提起、あるいは建設的提案を行っています。

建議、陳情 機に応じて関係先へ建議陳情を致します。建築基

準法、建築士法、耐火建築促進法制定など本会の

最も努力したものです。

講習会の開催 建築技術に| 刻する各種講習会を毎年開催致しま

す。

講演会、説明会、座談会、展覧会などの開催 建築技術、建築

材料その他建築関係の集会を髄時開催致します。

住宅相談所展 毎年よろず相談住宅展を開催して住まいに闘す

るあらゆる相談に応じています。

競 技 設 計 全国工高生を対象とした競技設計を毎年夏季休暇

を利用し課題を与えて行っています。

工高建築科優秀卒業生の表彰 全国の工高建築科卒業生を対象

に毎年行っております 。

図書の発行 材料 ・施行・構造・建築設備その他建築に関して

技術の向上、知識普放のため平易な実用的図書を

刊行致します。

建築データシートハンドブ ックの発刊

本年 4 月発行( 挟込参照)



表紙デザイ ン. 吉引顕久 (竹中工務底)

パ リの屋栂

・3 月号特集 / 医療施設 病院と情報システム

・4 月号特集 / 外壁塗装材料特集

・5 月号特集 / 建築と電波障害特集

・6 月号特集 / 計画特集

編集委員会 (昭和52年度 ) 0印副委員長A 印幹$

編集委員長

中 村 甲 一

編 集 理 事

弁 上 混

尾 ( ui i ' 1四郎

岡 田 光 正

金JI' Il ・1三Il II

北 f亘 智 造

m I 田 祐

菅 谷 健 児

前野l e! 太郎

絵 村 度 三

三liI i二三男

山 田 幸 一

波 辺 J志

編 集 委 員

・作品作畠小委員会

0 大辻英喜夫

後 藤 攻

榊 原 潤

沢 回 j'l' 

奈 良 鉄 ー

償 尾 辿 夫

償 川 隆 一

・計画分科会

石 東 証 子

小 林 奉 之

五島{ 言明

杉 本 昇

A 鈴 木 良 介

藤 本 尚 久

松 村 茂 樹

. f/ l l 造分科会

大 井 恭 二

木 本 英 爾

中 塚 f吉

ム中 東 途 男

・設備分科会

河崎孝太郎

河 津 隆 之

中 被 芳 -

A 西 村 喜 卿

林 柑i 造

・施工材附手桧

A 野 村 康 治

古 荘 昭 憲

- 控稿III-H! Il全

稲毛政{ 宮

o; Z 山 H召

鈴 木 武

l刻 川 康

・広告企画i唆日告

阿 部 娘

。尾 他ii' l四郎

岡 田 i尚夫

桑 田 和 明

下 前 裕 一

杉 村 勝 三

十 倉 絞

中 野 孝 治

水 嶋 繁 樹

山田M t 佑

i班辺宏、

編 l長 人 松 井 11( 3 光

印 刷 1If-{相 53 年 2 n  20 11 

発 行 昭 相 53 年 2 J-j 25 U  

発 行 人 吉 田 悦 二

発行所 (1.土) 日 本 法 策 協 会

大阪市点区北浜 3 - 37 

i [j; 06- 231- 9648 

振符円E巨 大 阪 39975

印刷所 株 式 会 社 研 文 社

電 06- 314- 0151  ft l  

大 信 印 刷 株 式 会 社

屯 06- 451 - 53461代1

光 価 6  5  0 円 ( 送料別 )

CONTENTS 1 9 7 8 2  

特集・水と設備

S P E C I A L  F E A T UR E S  ON  WA T E R  UT I Ll Z AT I ON 

..，._ 

コE 告 対談“ 空間を斬る " ・ ・ 流 政 之 + 村 井 修 ・・ … ・。宝塚フ ァ ミリーランド

「ノ〈ウ ・ホール」新築工事の見学会。千里中央センター( 仮称) ・南千里 l吹

田市民センター( 仮称) 新築工事の兄学。「伝統工芸を見る J ・・神仏具 ・i¥I金

物 ・l邸覚 。日影規制に関する講習会。“ 万国博" お祭り広場 ・大屋恨降下

工 事 の 兄 学 会開 催 日変更のお知らせ。 そのほか・ ・0 ・・. ... . .一・ ー・・. . . .・・ー ーー ーーー ー .. . 1 

作 品 作 風 よみうり文化センター 設 計 施 工 / 大 成 建 設 一一・・・ 0 ・・・・ー・ 0 ・・・ 0 …・ ー・ ・・ ・6

大阪市環境事業局南港工場 設 計 / FI建設 計 施 工 / ｩｾｌｊ 池組 ーー… ・・・ 0 ・・・ e ・ .1 0  

|仮材 料 Iり1ピル
設 計 / 大林 組

施工/ 大林組 ・阪神土木工業共同企業体 . . 1 2  

法令 コーナー 1 2 2 火を使用する室に設ける 換気設備の法改正について / 小林健彦. . .... ー .1  3  

新建材紹介コーナー23 rヂi カフ ァスニング機器J / 元木点次。 ガラス繊維強化発泡石膏建材 『パ

ートレックス J / 大生仁雄。電気床暖房システム 『サンサニー ・フロアヒ

ーター J / 北品全・・・・・・ 0 ・・・・・・・・・ ・.. ・・e ・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ 0 ・・・.. ・....・ ・・・・・・ 0 ・・ . 1 4

読 者 の 頁 建築ボキャプラリイ ノート 庇 と 基 他 ー / 安原銭彦一一一一 ーー・ーー ー.1 6  

建築と社会ニュ ース 建 築 8 団体合同新年交礼会。建築クラブ忘年懇親会。 日本建築総合試験所

の土持分室開設。新 刊 紹 介。長谷部鋭吉先生 ・竹腰健造先生の作品集刊行. .. ・ ー1 7  

建 築 の 眼 平家と 二 階家/ 高原道夫。 省エネ的郁市構造/ 中川秀夫。

あ、知恵拝借/ 千原大五郎。建築展の役割 / JI I崎市立三。 ー . . ・.. .. . ・ー・ーー .. 1  8  

特集 ・水

作品作 風

村里子階層 ｪ 争水 ｪｊｾｽ 企画 / 大阪府水道部

設計監理 / 大阪府水道音11建設事務所

施 工 / 竹 中 工 務 庖 ・佐 藤 工 業 ・銭高組共同企業体 一…ーーー … . ... . ..… ...... . 2 0  

白 水をみつめる

水 資 源 の 将 来 一 - … … ・ 一 … ・ー. .. .. .. . . . . . . . …・・ー .• •• . ••.•••• . 末 石 富 太 郎 2 6  

回 水をつくる

1  . 飲料水一上水道の水づ、くり. . . . ・- ・・ ・・・ … . ... ・e ・-一 ー・ ー・ … ・・・ 大 槻 均 2 9  

2. 中 水 道

・ピ ル に お け る 再 利 用 0 ・一日 … ー ーー 一. . . … . . .… ・ー・ ー・ー… ・… ・・0 ・・桶谷 剛史 3 2  

・住 宅 公 団 に お け る 中 水 道 方 式 開 発 実 験 ー 一一 ・・e ・e ・-・ 0 ・u ・..・ e ・・・ … 大 槻 幹 彦 3 5  

3 . 造 水 一 家 島 の1，000 トン / 日 海 水 淡 水 化 装 置 一… ー・ ー・- ・ー…・ー ・ 大 屋 幸雄 3 8  

国 水をつかう

l .  ピ ル 用 水 の 管 理 一 大 阪 大 林 ピ ル … … ・ … … ・… … ・・ー 一一・・・ 高 木 善 三 郎 4 1  

2.  レ ジ ャ ー 施 設 用 水 利 用

・神 戸 市 新 長 田 駅 前 ジョ イ プ ラ ザ 文 字 表 示噴 水 / 川 村 噴 水 一 ・… ... .. . ... 一 . .. . ・ 4 3

回 水を節約する

1. 給 、配 水 管 よ り の 漏 水 の 現 状 と 対 策 ・ ・ … … … ー ベ ー ー ・ ... . . . . 一 - 藤 原 啓 助 4 4

2. 節 水 機 器 と そ の シ ス テ ム

・伊 奈 カ ス カ デ ィ ー ナ ( 洋風 ) j 伊 奈 製 陶 一 …ー ー … ー ー … … . . . .. . ーー…・ 4 7

・ア ク ア サ ン ズ 装 置 一水 を 使 わ な い 水 洗 式 ト イ レ / 三 晃空調ーー… ・・・・ ・ーー・・ ・・・ ・4 8

4揖 造 の 頁 44 アンポンドプレストレストコン ク リート工法/ 六 事 照ー一 ー・ー・ ..... ..... . ..・… . . .... 5 2

設 備 の 頁 43 ゴミのJ ' ) ; 空搬送システム ( その 2 ) / 住 川武 裕. . . . . . . . ・・ ・ ・・0 ・u ・・・一・・ー・・ ... . 5 4

施 工 材料の頁 ＴＳ 日分子材料Ｈプラスチ ｹ クＩの耐久性Ｏ藤川ｾ， ｊ ・ ・ Ｐ ・ ・ Ｐ ・ ー ・・ ...... ... ... ..5 5

若い会員の集いレポート 北 浜 ・船 場 界l淡の IIIT屋を見るーデ イスカバー大阪 ・その 3 /  

斉 藤 英 総 長山弘子 ・利 回 f;}r 由・...... . .... ・ e ・・・・・… 一一 5 6  

月 報 日本建築協会月間の動き ( 昭 和52年 12月分) ・…・…ーーー・一一ー. . . . 一. . …・・ー .. 5 8

5  



よみうり文化センター

設 計 施 工 大 成 建 設

品 Ｑｴｦｾ 束 。， ｾｈｩ ， Ｇｉ 彦左会館ホール

右 南 東 よ り 外 観 を み る



/  

所 在 地 大 阪 府 豊 中 市 新 千 里 東 町 1 ー 1 - 3  

敷 地 面 積 13 .492. 88ni  

建 築 面 積 3. 964. 15ni  

延 床 面 積 9 . 378 . 37ni  

構造規模 R C、S R C、S B  1. 4  F.  P  1  

工 期 昭 和51 :年11 月 ~昭 和52年 8 月

主 要 仕 上 外壁 Ｍ ｾ石器質タイル貼



1 階

ロ ロ 9 :

や 吾 悩
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3 階 平 面 図



1  T  V スヲジオ 18 調 光 機械室

2  客席 19  小道具室

3  ホワイ工 20 控 室

4  庖舗 21 教 室

5  喫茶底 22 衛生センヲ-

6  会館ホール 23 映写室

7  大道具室 24 体育用具室

8  中央監f見室 25 トレーニンゲ室

9 レストラン 2沼 口 γ 力一室 断 面 図 1  :  1200 

10 ショールーム 27 ロビー

11 綱整室 28 機 械 室

12 リハーサル室 29 電気室

13 図書室 30 プール

14 囲碁倶楽部 31 床 山

15 事務室 32 メイウ室

16  歯科 33 フロント

17 文化サロノ 34 ホール

、‘

f  

1  1  1  2 1目l 客席より T V スタジオをみる

1  I  2  ｉｾ 斗 Ｒ ブール

I  4  I  3 ロビーよりブールをみる

「一14  2 階より会館ホー Jレを見下す

|叶 5 新御堂筋をはさんで西壁面をみる



大阪市環境事業局南港工場

施 工 鴻 池 組

設 計 監 理 大 阪 市 建 築 局 、 日 建 設 計 大 阪 本 社

所 在 地 大 阪 市 住 之 江 区 南 港 南 1 丁 目 15

敷 地 面 積 12 ，664rrf  

建 築 面 積 5 ，191 rrf 

延 床 面 積 13 ，553凶

構 造 規 模 本 館 R C ，S R C ，S ，B 2 ，7 F

言十量 室 R  C  ，S ， 1  F  

煙 突 R C 地 上80m

斜 路 R C

工 期 昭 和4 9年 12 月 ~ 昭 和 52年 9 月



敷 地lま市街が大杭l川 河 口 に 接 し た 南 港 型 立 地 の-

i闘で、附近は流通関係の合庫、 /- . 家などの施設が

多いところである。この地に大阪 市 て ｾｾ Ｑ Ｙ 得目 の

ごみ焼 却工場 と し て 計 画 さ れ た も の で600 t  / 日の

ごみ焼 却 能 力 を 有 し 、 無 公 害 工場 と す る た め 集 盛

装 置 、 ガ ス 洗t争 装 置 、 排 水 処 理 淡 白 な ど が 設 け ら

れ、 l坊l段、防音、防 振 対 策 が 充 分 施 さ れ て い る 。

また余熱は自家発 電 に 利用 するほか、 ｪｾ Ｏ ｾ 内 の冷暖

房 、給湯用に利用され、 工 ｪｊ ，ｾ ｉ ｽ 、 ｬ で働く人 ｩ 主の作業

環 境の l向 上に役立てている。

ill ' i 京は古い ri'l掃 工 ぬ の イ メ ー ジを取 除き 、 周 囲 と

の 淵羽l を与え、グレー系の白色を悲. 1 J . ¥/ にまとめた。

ま た 炊 い 敷地 を 有 効 に 利 用 し 、 台 風 時 の j且l水 容 を

llk小 に と ど め る た め プラン 卜の各設備を敷地内に

分散して両日位 することをやめ、本主主家 lλl に統ーし

て、プラント設備の一体化を，1/った。 趨1立I也であ

る た め 地 盤 の 残 留 枕 下 約 1 m を比込んで、ごみ. J . R

収 III (400台/ 円) の建家へのアプローチ、給1J ドノjく

可? の述家との接続の計画をしている 。

8. 000m' の 容般 を必 要 と す る ご み ピ ッ ト の ，:/'filli は、

炎 肝 約10 rn が軟 弱 粘 土M で あ り 、 隣接 した大和 川

の初ノ'1< を考え 、般向11の で き る 深 さ の 検 討 を 充分 に

行い、ｾ ｾ ・礎底で ｇ ｌ ー ＱＲｭ とした 。 この掘 削 は ｒ

C  -'ill ;f:-;e土 留 墜 を G L - 35m まであ‘ ろして行われた

が、大変な官fE工 'II ても施工に当られた ) J 々 の 努 力 に

より 無 Ｇ ｉ ｾ 完成した。Ｈ中 村永 太 ＱＧ Ａｉ ｉＯ ＱＱ 総 投 ，￬ｊ大ｼ 坂本 社 Ｉ

日H日

沖! より 外相4をみ る

プラ y トホーム 点("'1よりごみ投入尿をみる

3  ごみビ y ト

4  ヵ、もめ) ，悦より北内外観をみる

J伯雄三 点H'.Uf 止ま

プラント設備

焼却炉 ＨＳＰＰｴＯ 日空＿ＢＧ＼式 ｈ 形 Ｒｾ 圭

階 段 火4昌子)

ごみｻ其車ｩￕ ￟ｾ 備

ごみ投入扉 6 門

ごみ破砕機 1 基

灰出し設備

灰出しフライトコ ンベヤー 2 台

通風設備

陣 込 送 風 機

誘引通風機

2 台

2 台

ガス冷却設備( 1 莞熱ボイラー) 2 基

集じん設備( 電気1 . t じん機) 2 台

ガス洗浄設倫 百

余熱利用設偽 一 式

排水処理設備 一 式

計装および自動製御設備 一 式

系統図

①ごみ投入J ; j ¥ ⑪空気 ｲＧ ｰＮｾ 鵠

②ごみピ y ト ｾポイラ

③クレーン 掛作" ，，- ⑮屯告Us じん機

@ごみクレーン ⑫ガス洗Vflト袋 itt

③ごみ投入ホ μ
、

⑬ガス! ヰ }JII 熱総

⑥ごみ供給フィーダー⑬統づ IJ 岨! 且憐

⑦乾土地火I i ¥
{. ⑫燃ｾ

③ lo燃焼火格子 ⑫ＡＮｴ ￆｾｴ コンデノサー

③後燃焼火焔 f ⑫炉吊I1 御室

⑬1:1(，'1'，しコンベヘー ③ '1'央
;nlj 御室

⑪ l火ピ y ト ⑫ 機 械 主

⑫ 11
，

クレーン ⑧ 汚 水 処f'M:T:

⑬J 111込送 l且機 ⑧ 符 思 械

@  

Ｎ包ＮｾＮ・

配置図

T

E

 lZZZ2争 ごみの流れ

E 坤灰の流れ

園時 燃焼ガスの流れ

一→ 空気の流れ

f  

⑩ 



阪神神明ビル

設 計 大 林 組

施 工 大林組・阪神土木工業共同企業体

当ピルは、ビジネスの III T r大 阪 」 の 中 心 地 織 間 新

道 東fWJ の 国 道 l 号線沿いで、かつ新御堂筋への η

り口に位置している 。

1 階の一部駐車場を除き全館貸ピ Jレとして計画し、

1 階、 2 階は貸庖古1 i 、 3 階から 9 階 ま で がlfτ JJ 務

室空間i となっている 。

計画当初より経済性を追求し、必' t . ' 最小限のコア

ー商秘と、最大限の1苛室面干f{ を確保するべく配慮

した 。国 道 に 面 す る 北f!!IJ 外 壁 面 l主、其白いアルミ

カーテンウオールの片引サ y シ述窓タイプでm成

されシンプルでワイドなデザインを意図し、当初

懸念した騒音についても解決することができた 。

受電設備は、屋上キューピクル方式とし、ｾＮｷＮ ｊ 設

備は、都市ガスを熱源とし冷温水発生機を設け、

各階 ｾｉｄｾｊ 機による単 一 ダクト方式を採用した 。

( 多川 孝 雄 ・山 崎 総 / 大林 組)

事三ユ=

ョー-

Ｇ ｾＱ＠
1 階 平 面 図 1  :  600 

EE 

1. 1 断正 ifli 外 観

2. 2 附 テナント( 料旦m:料室)

3  北 而 外 観

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁 目 11 番 22号

483 . 57rTI 

433 . 59rTI 

3，874 . 15rTI 

S R C ，S ，9 F ，P l  

昭 和51 年 12月 ~ 昭 和52年 11 月



建薬学!こ63tE7; ハンドブ、ック発刊

.  建 築 デ ー タ シ ー トと は

建 築 テ ー タ シ ー トは昭和43年 に 日 本 建 築 協 会 が 創 立50周

年 記 念 事 業 と し て 初 版600余シートを発行し 、 そ の 後 改 訂

増 補 を 重 ね て 現 在 で は 800シート (500余 社2000製品) に

も 達 し 、 そ の 多 種 多 様 な 資 料 は 、主 に 協 会 会 員 の 間 で 大

い に 活 用 さ れ 多 大 の 評 価 を 得 て お り ま す 。

.  集大成版“ データシー トハンド.フ.ツク" の 発 刊

こ の た び 協 会 創 立60周 年 記 念 事 業 の 一 環 と し て 既 刊 シ ー

トの全面的改訂と新規シートの増補を行い 、会 員 以 外 の

一 般 技 術 者 の 方 々 に も 広 く 利 用 し て い た だ け る よ う ハ ン

ドフ y ク版を発刊致します。

.  建 築 デ ー タ シ ー トの内 容

・専 門 技 術 者 に よ る 編 集 と 権 威 あ る 監 修

在 阪 官 公 庁、 設 計 事 務 所、施 工 業 者 か ら 選 任 さ れ た 25

名 余 の 各 分 野 の 専 門 技 術 者 に よ る 編 集 委 員 会 が 繕 力 的

に 編 集 し 、 更 に 権 威 あ る 監 修 が 行 わ れ て い ま す 。

- 普 式 を 統ーし ています

単 な る カ タ ロ グ の 羅 列 で は あ り ま せ ん 。 材 料 ・ 工法を

工事別に分類・整理し、 「用 途 J f 特長J f 性 能 J f 規 格J f 仕

様」 ・ ・な ど の 項 目について統ーした書式で記述し、

比 較 ・ 格 討 を 効 果 的 に 行 え る よ う 編 集 さ れ て い ま す 。

- 利用 者 本 位 の 編 集

工 事 別 に よ る 総 合 目 次 の 他 に 、建 築 仕上 別 索 引 、 用 途

別 索 引 (防災関連製品・他) 、会 社 別 索引 など 利 用 者 の

便 宜 を 計 った 編 集 が さ れ ていま す。

- 低 廉 な 価 格

日 本 建 築 協 会 の 社 団 法 人 と し て の 組 織 を 生 か し 、 実 質 本

位 、 且 つ 低 廉 な 価 格 の 設 定 が 出 来 ま し た 。

.  発 刊後 の ア フ ター ケ ア

データシ 卜情幸E誌 「建 築 デ タシートニュース」、 ハン

ドブ ッ ク 改 訂 版 の 定 期 的 発 刊 な ど を 予 定 し て お り ま す。

キ
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. 監 t事 工 学 博 士 坂 静 雄

. 編 集 ｬＮｉＡｾデ一世シー ト ハンドブ ック 出版委員会

. 発 1T 社 団 法 人 日 本 法 築 協 会

• f事 裁 A 4判 ( 電 話 帖サ イ ズ ) 2分 冊 1. 600頁( 予定)

本 文 特 質 菱 表 紙 ・マ イ カ レ イ ド

上 製 本 、堅 牢 ケ ス 付

. 発 行 予 定 昭 和53年 4 月

. 定 価 2 分 冊 一 式 送料 は 実 費 負 担 願 い ま す 。

協 会 会 員 ￥6. 000( 予 約 特 価 ￥ 5. 000)

般 ヨf 8目 OOO( .  
"' 7. 000)  

予 約 申 込 〆 切 昭 和53年 3 月3 1日
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頁 見 本 会 社 名 は 架 空 で す 。

建築データシートハンドブック版 予約注文芹

ヰI 込 ltll 数

2分-rn} l 式 予約特! 日li ( 協会会m，ooorrj 、一般7，000円)

イi;:彬i (送料日 Ij :i会f dl l )

支払い ) j 法
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J Jj求f去に銀行f辰込

ｬ 苅 ｉｉｾ を受取 にいった際支払

送 附先 Ｈ 郵ｻ型吊Ｚｾｽ ， ，i J i ' { [ : J 也会ト|名 )
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- 本書に収録される

工事別目次

図 1 - 6  
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フリーアク セスフ ロア
A， 仮 設 工 事

日 土 工 事

C 基 礎 ・ 地 業 工 事

D コ ン ク リ ー ト 工 事

E 鉄 筋 工 事

F， 鉄 骨 工 事

G 組積・ A L  C 版工事

H， 防 水 ・ 防 湿 工 事

l 屋 線 工 事

J 石 ・ 空 イ ル 工 事

K， 木 工 事

L 金 属 工 事

M，左官 ・吹 付 工 事

N 連 具 工 事

O 硝 子 工 事

p， 塗 装 工 事

Q 内 ・ 外 装 工 事

R 錐 工 事

S， 外 部 工 事

T 電 気 設 備 工 事

U  蛤排水 ・衛生設備工事
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仏 ご推せんいただいた方々 (順不同)

竹 腰 健 造 氏 岩 本 博 行 氏

村 野 藤 吾 氏 薬 袋 公 明 氏

東 畑 謙 三 氏 西 沢 文 隆 氏

浦 辺 鎮 太 郎 氏

大 阪 府 控 築 士 会 会 長 5可 吉 之 助 氏

日 本 雄 築 学 会 近世金支部 支 部 長 実 天 義 久 氏

日 本 陸 築 家 協 会 関 西支 部 支 部 長 山 根 正 次部 氏

大 阪 迎 設 業 協 会 室 長 松 ヰサ 雄 二 氏

日 本 越 築 材 料 協 会 会 長 弁 上 手IJ 行 氏

大 阪 M I l 築 士 事 務 所 協 会 副 会 長 佐 嬰予 正 一 氏

大 阪 控 築 言 宣 言 十 監 理 協 会 会 長 高 橋 慶 夫 氏

日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 1孟 次 氏
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. お申込みは左記のハ力キ又は

官製ハガキに必要事項をご記

入の上お送り下さし、。

七

ノ お問い合せ

干541 大阪市東区北浜3-37

日本建築協会

建 築 テ ー タシー ト編 集 部

電話 (06)23ト5936番 社団法人 日本建築協会



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投前をお待ちしております 。

122 

火を使用する室に設ける換気設備の法改正について

建築基準法施行令20条の 4 の改正は、大きな発熱

［ 尽の火を使用する設備を設けたｾにおける酸欠事

故の多発にかんがみ、大きな発熱R の火を使用す

る設備を設けた室および室に設けられた火を使用

する設備の発熱量の合計が大きな室について換気

設備 に関する技術的基準を強化するとともに 、室

に設けられた火を使用する設備の発熱量の合計が

小さな室については、小慾を設ける等換気上有効

な1m口告11を設けた場合以外は換気設f 1 i ii の設置義務

が免除されない。

今回の改正により、今後は、ふろがま、大型のガ

ス湯わかし器等については煙突が、 換 気設備を設

ける調理室については換気扇等が、取り付けられ

ることとなり、酸欠 ｾ ｊ ｉ 放のド ｖｩｊｉ こが 一 層推進される

こととなろう 。

なお、煙突の取り付けについては、大きな発熱R

の火を使用する器具のすべてに適用することは、

実状にそわないと考えられることから、ちゅう房

換気設備の法改正図解

|日

(1 )  

白
(2 )  

法

条 件 ( 100m'以下の住宅で

¥l OOOOKcal/  li 以下

院l口面積 (調理室の%以上

ただし最小面積0.801' 以上)

(3) 換気扇による換気 ' -̂

V  = 40KQ  

| 正 信 80cm

I  ' - . 7 - - - "-

給気口のイ立誼自 由

のレンジ等煙突を取り付けることが困難となるも

のについては、排気フードを有する排気筒等によ

り代替が図れることとした 。

換気設備の法改正の要綱

1  換気設備の設置義務を免除する室として

発熱量の合計が 1 11寺l昔l につき 5，000 キロカロリー

以下の火を使用する設備 、 または恭兵を設けたｾ

( 調理室を除く) で、換気上有効な 1m口音11を設けた

ものを追加すること。

2  換気設備の構造基準のうち 排気口および煙

ゆ lこ|刻するものをつぎのように改めること 。

(1 ) 排気口の構造については、換気 t 有効な換

気のための換気扇その他これに類するものを設

けて、直接外気に開放し、もしくは排気筒に直

結し、または排気上有効な立 t り部分を有する

排気筒に直結することとすること 。

(2)  ふろがま 、 または発熱1誌が、 1 11寺間につき

新 法

同 左

小窓による 換気

ＱＧｾ ｲ ガス暖房室等 Ｈｩｬｉ ｾ理室を除く Ｉ

1  ;C S，OOOkcal/H以下

」土: : ! J 関口部 1)のM以上を標準とする

同 左

(A ) 反止

I  Av - 40KQ  _ - - - -

1400Y 万

A v  ｾ＠ 40KQ  
.. = - -

(6)煙突による 換 気

/ " " ' - 11 t  2  KQ  

… 一一 I _上_j J H  7700γ百

E 土=: ! J 給気口の位置自由

3600  

H : 排気口の中心からのおさ

A .， ｾ＠ Ｒ ｟ Ｐ ｟ ｾｾＮ＠ Jl:. + 4 η + 0.21 
ｾＭ Ｍ

3600 V  H  

H : 排気フードの下端からのおさ

Av  ｾ＠ 2  K Q) O. S+ 0.4n  + 0.11  
. . = - - .  

匂 3600V H  

i が8 mを超える場合は、 8 mのti l5分から

の高さ

H : 火is1から高さ

注) K - JJl ガス liL h - 天井市さ、 A I' - 有効|品i口面積、 π ー排気筒の曲がり数、 v- 換気風五t、/ - 排気筒の長さ

14H 61の計算式は53. 4.1胞行予定

10 ，000キロカロリー を超え る火 を使用 する設備

もしくは器具を設けた換 気設備を 設けるべき 調

理室等には 当該ふろが ままた は設備に接続 し

て煙突を設けること、 ただし 、用途上、構造上

の理由により著しく困難 な場合において 、排気

フードを有する 排気筒を設け た ときは 、 この限

りでない。

3  改正された主な換気設備の妓術的基準

(1) 令第20条の 4 、法第28条の規定により 政令

で定める室は、つぎの各号に掲げるものとする。

一 火を使用する設備または器具で直接屋外 か

ら空気を取り入れ、かつ 、廃ガスその他 の生

成物を直接屋外に排出する構造を有するもの、

その他室内の空気を汚染するおそれがないも

の( 以下この項において「密閉式燃焼器具等」

という) 以外の火を使用する設備または器具

を設けていない室。

二 床面積の合計が 100 平方メートル以内の住

宅または住戸に設けられた調理室( 発熱量の

合討( 密閉式燃焼器具等または煙突を設けた

器具に係るものは除く。次号において同じ〉

が 1 時間につき 10 ，000キロカロリー以下の火

を伎用する設備または器具を設けたものに限

る) で、当該制理室の床面積の 10分の 1 (0.8 

平方メートル未満のときは0 .8平方メートルと

する) 以上の有効開口面積を有する窓、その

他の開口宮11を換気上有効に設けたもの 。

三 発熱量の合計が111寺聞につき 5，000キロカロ

リー以下の火を使用する設備または器具を設

けた室( 制理室を除く) で換気上有効な 1m口

昔l を設けたもの 。

(2) 建築物の調理室、浴室、その他 の室でかま

ど、こんろ、その他火を使用する設備または器

具を設けたもの( 前項に規定するものは除〈 。

以下この項および第 129条の 2 の 2 において「換

気設備を設けるべき調埋室等」という) に設け

る換気設備は、つぎの各号に定める構造としな

ければならない。

一 ( 略)

二 排気口は、換気設備を設けるべき調理室等

の天井または天ヂl' から下方80センチメートル

以内の市さの位置 ( 煙突またはiJ l気フードを

有する排気筒を設ける場合は、適当な位置)

に設け、かっ、換気上有効な排気のための換

気扇その他これに類するものを設けて直接外

気に開放し、もしくは排気筒に直結し、また

は排気上有効な立上り部分を有する排気筒に

直結すること 。

ニ ( 略)

四 (略)

五 ふろがままたは発熱量が 1 11寺問につき 1 万

キロカロリーを越える火を使用する設備もし

くは総具( 密閉式燃焼器具等を除く) を設け

た換気設備を設けるべき調理室等には、当該

ふろがままたは設備もしくは鵠具に接続して

煙突を設けること 。ただし 、用途上、 機造 上

その他の理由によりこれによることが著しく

困難である場合において 、排気フー ドを有す

る排気筒を設けたときは、この限りでない。

(大阪市建築局遺築指導部審査課設備係長小林健彦)
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日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新 建 材 紹 介 N o.41 }  

『省力ファスニンク‘ 機器」

日 本 ド ラ イ ブ イ ット 株 式 会 社

本 社 . 〒 145 ｍ ｣ｾ ［ｲ 郎 大 口 ｬ 区 Ｑ Ｑ Ｑ 閣制布市 Ｘ ー ＱＰ T  E  L  03- 750ー 7 171

大 阪 支 応 干 530 大 阪 f lq ヒ区西天満 2 丁目 3 帯 9 号 T E  L  06- 3 6 3 - 4181  

が 急 j(') し て お り 、 各 種 の Bf. J発 が さ れ て い る 中 で 、

ｮ ド社 の ｂ ｦＮｊ ｾをした次の Ｓ 樋 のファスナーは注目さ

れ る 。

( A ) マ イ テ ィ ロ y ク

( ワン→ナ イ ド4主力フ' ラ イ ン ドオf ) レト)

( 8 ) エ イ ベ y ク ス リ ベ y ト

( ワンサ イ ド 締 結 リ ベ y ト)

( C ) テ ク ス ( 自 力 穴 あ け + タ ッ プ た で +締 め つ け )

そ の う ち 、 仇) はワン サ イ ド 方 式 で し か も 強 力 な

保 持 カ が 得 ら れ る の で 、 折j坂や デ ッ キ プ レ ー トな

ど の取 付 作 業 に 好 評 で あ り 、1f ! に 鋼 符 な ど 装 (!!IJ に

手 が 入 ら な い よ う な 狭 い 箇 所 で の 組 立 ま た は 器 材

取 付 作 業 に 手!日，ljf.- に 有 用 な も の で あ る 。

(A ) マ イ テ ィ ロ ック

， I  締 め つ け の 手 順

y  /¥ C ラ

私 /1r6l ...-y---;i あ パι せあ

1 母材に t J  凶

孔をあける 2. . イティ 3 専用ドライバー

ロ ンヲを挿入

( A ) ウ エ ジ イ y トア ン カ ー ( ボ ル ト 型 )

( 8 ) ワンノマンチ O P ア ン カ ー ( め ね じ j'.¥)

(C ) ド' ) ) レ ア ン カ ー ( 臼 己主芋 孔 式 )

( D ) パ ー フ ェ ク ト ア ン カ ー ( 不銃性 )

こ れ ら の 各 磁 の ア ン カ ー の う ち 、 特 に ( A ) と ( 8 )  

と が非" ，: 止に特長がある )J持 れ た も の で あ り 使 用 を す

す め た い 。

〈ウエジイ ット

アンカー〉

〈 ワン ｊｾ ンチ ｏｐ ア ンカー ｽ

す べ て の 工 業 製 品 ま た は 迷 造 物 は 結 合 に よ り 成 り

立 っ て お り 、 そ の 方 法 に は機 械 的 ( 締 結 ) 、 化学

的 Ｈ 接ｾｾｦＩ、熱的 Ｈ ｩ 容按 Ｉなどがある。 建築面で

は 非桝 造 分 野 で の 締 結 を 主 と し て 省 力 フ ァ ス ニ ン

グと "乎 ん で い る 。 こ れ ら に 関 し て 非 常 に 特 長 あ る

シ ス テ ム 及 び 機 援 の 開 発 と 生 産 に 長 年 文 献 し て い

る 日 本 ド ラ イ ブ イ y ト( 株 ) の 製 品 を 紹 介 し た い 0

・建 設 用 び ょ う 打 銃 シ ス テ ム

『ドラ イ ブ イ y 卜』 が 発 表 さ れ て 1 / 4 世 紀 に な

る が 、 最 近機 榊 を 改 良 さ れ 、 昔 、 反 動 な ど が桜 め

て 小 さ く 、 安 全 性 の 高 い ピ ス ト ン 銃 「ノマ トロー J

が 1m予告され大 い に 利 用 さ れ て い る 。 今 日で は コ ン

ク リ ー ト 商 だ け で な く 鋼 材 ( 形 鋼 、 鋼 板 な ど ) に

も 瞬間l に デ y キ プ レ ー ト を 問 。 し た り 、 ボ ル ト状

のピンを 布白， Ｑｾ するなどの Ｚ持悩 ｺ を ｉ ヰ Ｒ 忍ｦＮｴ Ｆされ華斤 しい

用 途 が の ば さ れ て い る 。このノ灯、 ロ ー 銃 j羽 に 開 発

さ れ た ロ ー ベ ロ ピ ン は 径 8 mmで、あり充分な r1" 入 図

ィ守力 が 待 ら れ る の が 特 長 で あ る 。

2. 取付物を置いて、

ボルトを締め付

ける。

{ パ トロ - 8 3 0)

ピストン式安全びょう打銃

消音・反動防止ピスト ン 安全器火

「 ・ 駒 ･ 民 ・Ｇｉ ｾ ｲＭ Ｎ ｵ ， ｴ 鋤 ＼ ｾ金ｬｆｯＡＮｊＮ 1..見・a九《判" ・a

芸i

4 締めつけ

完 了

1 1  2  1  3  

建 材 委 員 / 元 木 貞 次( 東洋紡エン ジニ アリング側

主E築れ業部長)

.  コ ン ク リ ー トア ン カ ー

建 設 工 事 に 使 用 さ れ て い る ア ン カ ー 数 肢 は 莫 大で

樋 狐 も 多 い が、 使 用 目 的 、 適令 品師、 工 訟 を 繰 る

と効力を失うことがあるので特に注ｾＺ‘してほし い 。

日 ド 社 の ｂ ｦＮ ｊ ｾ￪ したアンカーには、

〈新主I ! : M紹介 N o . 42}  

ガラス繊維強化発泡石膏建 材 『パートレックス』

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

大阪ポ［， Ｍｺ 臣 Ｚｾｉｉ 〒 ＵＴＱ 大阪市京区百 ＧＺｩ mI ，fri ｾｦ ｩ＠ 111 f  7 ー 1 T  E  L  06- 9 4 1- 5454  

見 υｉｾ '，'可決 :111 ・干 101 Jlミ J;i 1i 11千 代 1111豆l人! 神 1111 の14の 8 T  E  L  03 - 2 9 2 - 3 841 

〈物 性 表〉

「 一五一一 白 | デ ー タ |  ・

日 目 |  同 1  ，，，， 岬 仙 川

調 " 錦 町 匂 副 |  ぉー刻 I  JIS R 田 H よ る 泊I叫 鴫

泊 t畑 佐 川a .... )  I  2. OX 1 0'  ｉ ｾ 峨 糊 ｾＡＱの 何献Ｂ

虚 繍 鎗 崎 ( ¥0 ...，)  I  20- 25 IJIS 岡 田/ r: ，t. 6 鹿 嶋 以嶋

監1・a漏 れ 叫h 川 I  >20. 0 IJI S  A  lJGIに よ る 術母線"

孟1 '岬 ふ 弓 (-) : ( ' o' ' ' ' ) I  匂ぬ o IJ1S  ̂  W 4による 衝 貌民院

内 館穆 刷 k ul 〆" " hr ' ' e l l 0. 10 率議

副 火 低 阿佐叫叫民耐火 |闘 訓 W醐 1

防 火 栓 |  不健 川I 1"をI ' ) t : . ( . 剛舗 ) . . ，咽"

・ホ刑制 1  30 叫 削. "，f:. ')の帳命 量

附 V IIIl s: tt In n川t刷 は l 肺 酬 酬 ( L / 2曲 ー L " 駒 L: ｾパシ 酎

考

Ｎ Ｎ ＮＮ鐙 ｻ ・ ＱＴＮ ＮＮＮＮ ｾ ‘Ｂ・ ｽ

| 刷 波 別 川 | 出 | 国 | 岨 1 ' 醐 | 醐 l '醐 |

l M 糊 附 | 山 | ぉ・ | 山 1".8 1  "./ 1".' 1  

| 峨 停 制附 1  "  1  22 1  笛 |  栂 1  .， 1  騎 |  

，.副 It t-.rf 'l t，.)

鉄 筋 を 使 用 し て い な い の で 、 釘rr ち 、 穴 i別 け 、 鋸

引 き な ど の }JII 工 性 は 抜 併 で あ り 、 仕 上 げ に あ た っ

て は 、 i在11: 1二 げ の で き る 村 長 を も っ て い る 。

( 5 )  f必 れ えニ キ王r斉七1:

版 lilli な 原 料 、 施 工Hキの干I 力 化 、 断 熱'作1: に よ る 省 エ

ネ J レ ギ ー 効果 、 更 にf愛 れ た 耐久 性 がキ111突っ て 多 角

的な事王済1 :1 を :Jn見す る 。

・ 用 途

ノマートレ y クスは、主児1"1::姐5築 lこ 欠 か す こ と の で き

な い 21時 間 耐 火 墜 と して 伎 )'fj さ れ 、 ま た 遮 昔 、 断

熱 材 と し て 幅 広く 使 用 で き ま す 。

オ フィスピ ｊ レ、住宅、広告 ｬ￬ 、尚 ｊ［Ａ ｾ f.灯 、 ホ テ ル 、 学

校 、 病 院 な ど の 間 仕 切 壁 、 コ ア ー 廻! り、エレベー

ターホール、 ト イ レ 、 階 段 な ど の 壁 、 天 井、 屋 恨、

そ の 他 の 応 用 分 野。

・ 標 準 寸 法 ( 単 位 : mm)  

建 材 委 員 / 大生仁左藍(鹿島訟段側大阪支l占建築部次長)

ｾ ， ｣Ｚ［＠

〆o.r;，‘

ｾｽ［ｍＮ［［ｾ＠
信越止と

1.  " pン 力 を婦人

して、 ハンマ

で充分叩き込む。

.  ス タ ッ ド ウ エ ル ダ ー

建築施 工でスタ ｹ ド ウエ ル ダーの Ｉ Ｇ ｉ Ｇ ｊ 途 Ｑ ［ＱＺ非Ｇ ， ｾￎｦ［ に広

〈、 U ド社の K S M ア ー ク ス タ γ ド ジ ベ J レ 工 法 は

口 本 独 築学 会 の 品 質 試 験 に も 合 絡 し て お り 、 特 に

合 成 梁 の 純 工 に 威 力 を 発抑 し て い る 。 更 に 100 V  

を氾 似 と す る ポ ー タ プ J レ式の C D ウ エ ル ダ ー は 、

ダ ク ト の 保弘 断 熱 材 の と り つ け 施 工 や内 外 装 用 の

ア ル ミ中反、 ス テ ン レス 4反 をと りつ け る た め の ね じ

ス タ y ド の 溶植 な ど い わ ばm. JJ の 大事 な フ ァ ス ニ

ン グ 作 業 に 大 い に 役 立 っ て い る 。

ーそ の 他 の 工 業 用 フ ァ ス ナ 一 類

鎚Z築 1ft.!!. 工において沿近片イJ ! l J胤 工 に よ り 総 材 を 迅 速

確 実 に結 合す る 各 種 の ブ ラ イ ン ド '} ベ y トの { 史用

"  -2  3  4  

I::. h み (個}

。布袋ーたわみ曲線

2∞ 

帥
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伺

劃

〔
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0 'え駿片 l 5岬 X 6舶 "" X 65' ・

- 問点幽 げチスト

. ;¥，(;， 3lOC回

〈幽 げ試 験〉

裂 状

ζ 二二ヨ

「一一一一1

・ 施 工

間 仕 切 壁 の 租 類 は 単 体 型⑦ 65 と遮 音 性 及 び 配 管配

線 な ど の 設備 を 考慮 した 40+ 空 気 層 40+ 40の 中 空

笠 J 十120( 211寺附l 耐 火 壁 申 訪 中 ) を 単 附 し て い る 。

〈物 性 グ ラ フ 〉

駒山+l-W川-l-I..J_j..j..I 刊 Ｚ Ｚ ｾ＠ 1  11111111 

;!州制↓mHi l h出村ドl
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遮 音 性 吸 音 性

さ

2700.  3000.  3500 

2400， 2700， 3000 

長

こ こ 数 年 来 の 超 高府 ピ J レ に 代 表 さ れ る 勉 築 技 術 の

進 歩 は 、 よ り { 愛 れ た 、 よ り 経済 的 な 耐 火 建 材 を 待

製 し て い る 。 パ ー トレ ッ ク ス は 、 こ の 嬰 望 に 応 え

た 新 製 品 で 、 町 半 ノk 石 青 を 主 原 料 と し 、 ガ ラ ス 繊

品主で強 化 し 、 さらに微 納Ａな ｩｊ ￪ｩ 包により［ｾ圭 ｩ￬ｬ イヒ した

耐 火 建 材 で あ る 。最近、 石 町・ の 用 途BトHi告 が 活発 化 し

て い る が 、 建 材 と し て 商 品 化 さ れ た も の は 数 少 な

し、 。 そ れ は 石 腎 単 独で は 、 山 17、圧縮、 f脂 製 強度

が 弱 く 、 耐 火 材 料 と し て は 、 不 向 き と さ れ て い た

か ら で あ る 。

r ノマート レ ック ス 』 は 、 こ れ ら の 諸 IlJ l且日 を向辛r夫す

べく 、 永 年 の 経 験 と 技 術 開 発 に よ り 、 a 半水石' s ;

を 発 泡 さ せ 、 ガ ラ ス 繊維 を 混 線 し 、 し か も 板 の 表

而 に 不 織 布 ま た は ボー ド 原 紙 な ど を 他 用 し、 し か

も 辿 統 成 型 と し た 画 期的 な 新 建 材 で あ る 。 パ ー ト

レ y ク ス は 、 現 代 建 築 に 不 可 欠 な 、 遮 音 、 断熱 な

ど の ;n'i 特 性 に 卓 越 し て お り 、 吏 に 乾式 工 法 に よ り 、

俊 れ た 純 工 能 撃 を 発拒I! する。

なお、 77" ジャノマン 、 シ ョップ( 1 苫命li シ ス テ ム シ

ョ ー ) に お い て 建 設 大 臣 賞 ー を 受 賞 し て い る 。

.  特 長

( 1  )  高 強 度 ' Q' 半 水 石 管 を ガ ラ ス 繊 維で 強 化 し 、

か っ 表面 を 不織 布 な ど で 答 者 被桜 し て い る の で 、

高t! ff ! i ! ; 産性 に持 lこ{ 愛れ ている。

(2 )  聡 10t : 発 泡 石 .a.を是正材と して い る の で 軽 虫 で

あ る 。

(3 ) 優 秀 な 耐 火 、 断 熱 、 遮 背 性 . 石 '1苛の 結 品 水 と

無 数 の 気 泡 に よ っ て 優 れ た 耐 火 性 、 断 熱 性 、 遮 音

悩ミを d在持flす る 。

211制 H耐 火 墜 建 設 省 指 定 W 2081(⑦ 65)  

不 燃 建 材 建 設 省 認 定 不 燃 ( 他1) 第 1408号

(4 )  容 易 な 加 工 、 施 工 性



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新 建 材 紹 介 N o.43 }  

電気床暖房システム 『サンサニー・フロアヒーター』

古 河 電 気 工 業 株 式 会 社

木 村 : 〒 100 束 ht 郎千代田区) L ノ内 2 T H 6 詐 l 乃 T E  L  03- 286- 3453( ダイベルイノ}

大 阪 支 出 : 干530 大 阪 rli 北灰' ・:f: ，I; ，' J 浜 2 ) "1)  1 需 29 号 T E し 06 - 3 4'1ー 11 61

脅 か ら 理 想 の 暖 房 と さ れ な が ら 、 組 築 と の 取 り 合 〈 維 持 政 が 安 い 。 ならなし、 。 フ ェ ル ト の 断 熱 低 抗 が 大 き い た め 、 暖

い 、 純 工 の む ず か しさ 、 而 倒 な 似守 管 型 な ど の 思 ・ サ ン サ ニ ー ・ フ ロ ア ヒ ー タ ー の 使 用 上 の 注 意 傍 効裂 を 打i う 恐 れ が あ る 。

由 に よ り 普 及 の 遮 れ て い る 床 暖 房 を 一 歩 前 進 さ せ ( 1 )  床 F へ の 熱 お l失 を 防 止 す る た め 、 パ ネ ル を 政 (3)  床 暖 房 し た 床 に は 釘 打 ち 、 穴 あ け な ど の がl工

る 新 し い 方 式 と し て 古 河 沼 工 ( 株 ) の r サ ン サ ニ ー 設 す る 就 床 の 下 に 断 熱 材 を 入 れ る こ と が 望 ま し い 。 は 一 切 で き な い 。

・ フ ロ ア ヒ ー タ ー 』 を 紹 介 す る 。 ( 2 ) カ ー ペ y 卜の下イI ! リには、フェルトを入れでは 建 材 委 員 / 北 島 全 ( C聞 大 建 設 計取 締 役 )

・ 慨 要

る 床 暖 房 シ ス テ ム で あ っ て 、 そ の 発熱 体 l主、ア J レ 同

ミ箔 を 印 刷 エ ッ チ ン グ 方 式 に よ り 発 熱 紫子 に し 、 l定

サ ン サ ニ ー フ ロ ア ヒ ー タ ー は 、 沼 気 を 熱 椋 と す 〈第 1表 サ ン サ ニ ー ・ パ ネ ル の 仕 様〉

A C  lOO¥' 印 / 剖111.

両 商 を 耐 熱 プ ラ ス チ y ク ーフ ィ ル ム で ラ ミ 平 一 ト 、

絶 縁 し た い わ ゆ る 商 状 発 熱 件 、 を 仰 い 、 塩 ピ 鋼 板 で

外 装 し、P; ) 白1I に は 過 熱 防 止 の た め の サ ー モ ス タ y

ト 、 温 度 7 ユ ー ズ を 内 放 さ せ 、 断 熱 性 合 板 で 袈 打

ち し た パ ネ J レであって、 6 0同 / cn! の 耐 荷 重 強 度 を

有 して い る 。 こ れ を 床 板 の 上 に 敷 き 並 べ て 、 そ の

」二にカーペッ ト 、 ビ ニ ー J レ 系 ま た は そ の 他 の 床 仕

1-.17 ' 材を貼ることに よ り 簡 単 に床 暖 房 設 備 が 完 成

し 、 床 表 面 温 度 約30.C 、 筆 品 約16" C の完全 な I暖 房

が で き る 。 ( 第 1 図 、 第 5 図 参 照 )

・ パ ネ ル の 外 形 ( 第 2 図 )

ノマネ Jレの j厚 さ は 全 て 12mmて予あり、寸法1700 X 850  

mmの タ イ プ ( F M 4 13 ) を五ι本 サ イ ズ と し 、 そ の 凡

1 / 2 、 1/ 4 の サ イ ズ の も の と 合 わ せ 4 種 類 あ る : 川

・ パ ネ ル の 仕 様 ( 第 1 表 ) ぜ

サ ン サ ニ - . フ ロ ア ヒ ー タ ー は極 度 淵 節 の 方 法 と

し て パ ネ J レ の 発 熱Ll を 切 千 平 え る 方 式 を 採 用 し て い

る。 そ の た め の コ ン ト ロ ー ラ は 郁 々 あ る が 、 主 な

も の は 次 の 3 タ イ プ で あ る 。

( 1 )  F M4 9 4 一一一手 動 に よ る 電 源の 人 切 、 お よ び

発 熱 此 の 3 段 階 切 轡 え

( 2 )  F  M4 9 3 一一一 241時 間 タ イ マ に よ る 任怠" 寺哀リに

お け る 電 源 の 自 動 入 切 、 お よ び 手 動 に よ る 発 熱 量

切主主え

(3 )  F  M4 9 5- B 一一一 室棋の日回目 低 に よ る 発 熱L士の

2 段 階 自 動 切 替 え

.  サ ン サ ニ ー ・ パ ネ ル に よ る 床 暖 房 の 設 計

特 別 に 暖 房 負 荷 の 大 き く な い :J，'I!f :i 湿の :"lI SI歪 の 場 合 l主、

床 面 積の 7 0 % 以 上 を パヰ、 J レで カ バ ー す る よ う 、 第

1 表 の 4 種 類 の サ イ ズ の パ ネ J レを 組 合 わ せ て 数 き

込 む。

床 f士」ニげ材 は カ ー ペ ッ ト、 ピ ニ J レ系床材 ( クッシ

ョ ン フ ロ ア ) 、 あ る い は l波 房 用 特 殊 位 な ど 各 種 の

も の が選 べる。

.  サ ン サ 二 一 ・ パ ネ ル の 設 置 (:写兵 1 )  

パ 平 j レは木造床、 コ ン ク リ ー 卜 床 な ど 、 そ れ ぞ れ

の 場 合 に応じて、 第 3 、 4 図 の よ う な 下地 を 作 り 、

パ ネ J レを 敷 い て 木 ヰ、デにより 悶 定 す る 。 パ ネ J レの

周 囲 に で き た 段 差 は 12mml .平 の ベ ニ ヤ板 を 印 刷 し て

;狸 め る 。

・ サ ン サ 二 一 ・ フ ロ ア ヒ ー タ ー の 特 長

( 1  ) 床 暖房 は床 が11.暖かく 、 室 内 の 1:下 の 浪 度 差 の

無 い こ と が最 大 の 特 長 で あ り 、 サ ン サ ニ ー フ ロ

ア ヒ ー タ ー 使 用 に よ り 第 5 図 の よ う な 室 内 温 度 分

布 が 得 ら れ る 。

( 2 )  新 築 、 既 築 の 家 を J {.: j わず、簡単 に施 工 で き る 。

220 

( 3 ) 建 築 と の 取 り 合 い に は 殆 ん ど配 地 を婆 し な い 。

200 

(4 ) 個 別 の 部 屋 毎 に施 工でき、f ! / IJfj却 も一 世1I屋 単 位

で で き る た め 、 心 嬰 な 部屋 を 心安_{な H寺| 問だけ暖房

す る 経 済 性 が あ る 。

(5 ) 機 械 的 な 作 動 部 分 が 殆 ん ど無 いため、 無騒音、 120 

無 公 害 の 11愛房 で あ り 、 fi 長手F 守千四! が 不 閉 で あ り 、 耐

用 年 数 も 非 常 に長く 10年以卜. で あ る 。

(6 ) 壁 に 取 り 付 け た コ ン ト ロ ー ラ だ け で 暖 房 の 入

υJ 、 淵 節 がで き る た め 、 操 作 が 非 常 に簡 単 で あ る 。

( 7 )  沼 気 を 熱 源 と し て い る が 、土己ペ より 11変め る た

め 相 対 的 に 室 温 が 低 く て よ い の で 暖 房 負 荷 が 小 さ

式

俗

F M- 4 3 1  I  F M- 4 3 5  
M- 4 2 4 = コF M- 4  1  3  

II 大電気容思 (W/ぬ)

発 朗 . (k cal  / 彼 )

220 

189 

210  

189  

'130 

370 

E  コJ トロールスィ，チι より |  コJ トロールスイ 1 ! - により 1  コ〆トロ ルスイ J ずにより |  コノトロール A イJ " Iーより

温 度 聞 師 | 川OW) ( 270川 口 同¥¥' )1':3惜tJ JUjC2加 川 附 川 柳 川 口 制 作 1(2I OW)( 130州 田 川 U 陪 切 作 1( 105川 { 田 川 (40W) 1' 3 悶 切 作

'  ザーモスj ' ' J  t- (7Q' C 1.  i':':'J笠ヒューズ CII O'C ) による三原安全!-li;n安 全 語 置

舛 ft l 寸 途 {胴 } 17叩 X850X I2(1引

重 量 作. ) 20 

強 度 内 / 剖} 60 

耐 水 性 間 水 型

表 面 材 料 卑 ピ 鋼 板

電 気周品田可書号 "'81- 651)11  

85<J X田 OX 1 2 ( Ji1 ) 17凹 X 4 D5 X 12 (1・，t1 850X. I05X 12f/' / )  

10  10 5  

曲 60 曲

附"' ｾ＠ 防 水 型 防 水 型

溢ピ鋼阪 )11ピ欄仮 温ピ掴陪

'1' 81 一 回引 "' 81- 6691 " 81 - 6991  

塩 ピ 鋼 板〈第 1 図 パ ネ ル の構 造〉

ぎ

一フ
ー

サーモスタ ットおよび温度ヒ ユース'

〈第 2 図 パ ネ ル の外 形〉

3 心 2 mm平 型

F M・4 1 3
F M- 43 1  

〈第 3 図 木 造 床 の 構 造〉

{ベニヤ合板) ソフ トスベサ

/一一一

〈第4 図 コ ンク リ ー ト 床 の 構 造〉

ソフトスベーサ

恨 太 ( p - 却 0)

庫材 ( カ .r.::. .;; トe t c )  

サンサニー・フロアヒーター 120m

荒 板 120r 15mm 

断拍材 { グラスウール) 抑 制

治経 5. 5mm 

大引

企1空
コンクリート

断現会キオ (スタイロフォーム) 25。r 30mrn 

コンクリート

〈第 5 図 床 暖 房 の 室 内 温 度 分 布〉

床面より天井までの温度分析

一一一一一 床 暖 房

〈写 真 1 サ ンサ ニー・ パ ネ ル の 設置 }

(既 築 住 宅へ の施 工 例)
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建築ボキャブラリィ・ノート

一一一庇 と 基 壇

・庇

日本建築から庇を取除いてみよう 。 それは実にキ

ューピック に見える。 庇 がないだけでこれだけキ

ューピ γ ク な 形 と な る と い う こ と は 、 逆 説 的 に 言

えば、庇をもっ日本建築というものはキューピッ

クではない、 即 ち箱 で は な い と 言 え る の で は な い

か。柱 - 梁構 造自 体 、 箱 と い ったイメージをうえ

つ け な い が 、 形 に つ い て も 同 じ こ と が 言 え る 。箱

は い く ら で も 連 結 し て ゆ く こ と が 可能 であるが、

庇 を持つ 日本 建 築 で は 寝 殿 造 の よ う に 波 廊 に よ る

各棟 の つ な げ 方 が 最 も 自 然 だ ったのではないか。

以 後 、 日 本 建 築 は こ の 手 法 を く ず し 、 く ず さ れ て

ゆく 過程の中から 新 しい 日本建築の形を生み出し

てゆく 。 だ が 一 部 、 倉 な ど の 建 物 を の ぞ い て 庇 だ

け は な く な る こ と は な か った。 む し ろ 寝 殿 造 が 変

化 してゆく中では庇が母屋をのっとる過程すらあ

らわれる 。即 ち 、 奈 良 ・平 安H寺代、住宅建築が変

化 し て ゆ く 過 程 に お い て 庇 と い う も の が 大 き な 空

間望書紫として 出てくるわけだが、その理由はすま

いにおける生活の変化 で あ り 、 こ と に 日 常 生 活 の

彼 雑化 の対処として庇が出てくるという 。 その庇

によ って 寝 殿 造 で は 母 屋 が の っ とられた形となり、

庇 下 に お い て む し ろ 生 々 と し た 日 常 生 活 が 営 ま れ

たのではないか。正 に 庇 下 の 方 が 機 能 的 に 動 的 で

あ っ たと言える 。 その庇下も戸がたてこまれ次ｾ

にインテリアにくみこまれてくる 。つ ま り 庇 下 は

いつでも簡単に イ ンテリアになりうる空間であ っ

た し 、 逆 に い つ で も 外 部 に な り う る 空 間 で あ った。

更 に 生 活 の 複 雑 化 は 、 イ ン テ リ ア 化 し た 庇 に 再 び

広 庇 や 孫 庇 、 土 庇 が つ い て く る と い う 変 化 の 仕 方

をする 。 そ れ が 日 本 建 築 の 屋 恨 の 形 や 、 内 部 と 外

部 の つ な が り 方 、 切 り 方 、 陰 の あ る エ レ ベ ー シ ョ

ン 、 奥 行 の あ る エ レ ベ ー シ ョ ン 、 見 え が か り を 決

めたのだろう 。

こ の と こ ろ 庇 先 端 の 切 り 方 に こ だ わ っている 。釜

内 部 か ら 庇 先 端 の 見 付 ( こ こ で は ぬ 隠 し と 総 称 し

ておく) が見える姐!t勿はほとんどないように思う 。

それ欣、内部から見た ｪｾ 干 ｭ は車干哀の面Ｈ傾斜して

いる H寺も、水平の時もあろうが) に沿 って外部へ

向 か つて 視 線 を の ば し て ゆ く 作 用 を 及 ぼ す。時 に

は内部空/ I ll が 外 部 へ つ な がっていくように意図さ

読者の頁

建 築 家 安 原 盛彦

ると言える 。 それは雨だれ線によって区闘される

軒 下 と い う 空間でもなく、もっと広いポテンシャ

ル を も っ た 空間 である 。 これを 庇 内包 空間 、IJE内

包領域と呼べよう 。建 物 か ら 離 れ た あ る 一 定 の 場

所 を 境 に 、 そ れ よ り 速 く で はl塁線が見え、軒裂が

見えない。 そ れ よ り 近 く で は 軒 哀 が 見 え 、 屋根 が

兄えない。 これは視線の高さに大きく彬聖書をうけ

る、( 例えば、茶室へE富士也をった ってアプローチし

てゆく日寺、茶室の粁が実に低いため、1 A t 隠しを其

正 面 に 見 る 位 置 の 内外では、f . UJ ち庇内包領域に入

り込んだとたん、実に激しい空間の質の差のある

ことを感ぜざるを得ない 。 それは軒が低いため、

即 ち粁が目の位置 に近いため 、ゆっくりと歩くス

ピードでも、庇内包空間 に入るとすぐに肝下に入

って し ま う と い う 急 激 な 空間 の変質が作用してい

ると忠われる 。) が、厳密に言えば、聴党においても

この一定 の 場 所 の 外 と 内 で は 、 例 え ば 屋 被 に 雨 が

あ た る 音 も 、 こ の 場 所 の 内 側 で は こ も って聞こえ、

5' H! 刊ではもっとは っ きり 聞 こえるという迷いを生

ずるだろう 。 ここでも茶室へのアプローチにおけ

る耳と車干の位世が近いため、庇内包空 IUJ に入ると

す ぐ 軒 下 に 入 って し ま う た め 、 音 の 変 化 を は っ き

り知党できるということが言える 。 人間の 限 と 耳

の 高 さ が ほ と ん ど 同 じ で あ る た め 、 こ こ に お い て

は 視 党 偏 重 に 頼 れ な い 空間体 験 の 記 述 が 可 能 で あ

る。

屋娘勾配と車下表勾配が巣なる H寺、もう l つの地 帯

が生ずる 。 それは屋恨も見え、車干哀も見えるとい

う. I{;lrfr で、ある 。

屋根と車干裂の勾配を決定する H寺、これらいく つ か

の 地 帯 、 地 点 は 考Iをすべき重姿な要紫であるよ う

に思う 。例え l i 建物J へのア プ ローチをイメ ージ す

るにあた って は ど う し て も 考 え ね ば な ら ぬ 空川で

あろう。 NJJ ち

① 屋 根 と 軒 裏 勾 配 が 同 じ場 合

屋根だけ兄える地有トーー ぬ 隠 し だ け 見 え る 地

点 ( つ ま り 届 恨 も 肝 哀 も 見 え な く て o隠しに

よ って建物の上告IS が消されてしまう地点 )ー→

粁 夜 だ け 兄 え る 地 帯 一一 軒 下

②屋恨と車干荻勾自己が災なる場合

E量娘だけ比える地帯 一一 l副良 ・C，I隠し・車F裂 の

ション、見えがかりというのもこうした建物への

ア プ ロ ー チ に お け る 空間の 変 質 自 体 が 実 に 大 き な

影響 を及ぼしていると言えるだろう 。

こ うした外部空間 と屋恨、 それと雨だれ線によっ

て区画された軒下、そしてやはり雨だれ線に強く

影 響 をうける基壇とが日 本 建築を見つけてゆく l

つ の 手 掛 か り に な る の で は な い か と 直 感 し て い る 。

ま た 、 水 平 な 庇 や 庇 先 端 が 地 面 に 対 し 垂 直 に 切 つ

である場合を考望書してみると、それを 外部 か ら 見

たl時 、 そ の 外 部 と 内 部 は 切 ら れ て い る と い う 印 象

をう l寸る 。即 ち 、 そ こ で は 雨 だ れ 線 以 内 が ポ テ ン

シャ J レをも った空間 である 。 そこは粁下という名

前 が つ け ら れ る 。 そ こ か ら 外 は も う ほ と ん ど 完 全

な外部であり建物の影響から遠ざかる 。

こ う し た 日 本 建 築 に 対 す る 見 方 は 切 妥 の 屡 恨 を 見

るとは っ きりする 。切裂は切断されてできた端と

い う 意 味 で あ ろ う か。 flfJ ち、安 ff!l Jの 庇 先 端 は 必 ず

垂 直 に 切 つである 。 ここでは車干先が妥イf ! l J に廻 った

とたんケラノ f とl呼ばれる 。 また、例え I U，¥隠 し が

姿 ff!l Jへ 廻 った と た ん 破 風 と 名 前 を か え て し ま う よ

う に 意 味 の 変 換 が な さ れ て し ま う わ け だ が 、 そ れ

は言いかえれば妥イl ! I Jの 部 分 で は そ れ は 庇 と し て の

構 成 要 紫 を 失 ってしま っていると 言 えるのではな

いか。( 寄 棟 、 入 母 屋 や 方 形 の 屋 般 で は 、 こ の 意 味

の変換がおこらなし、 。それ故、 4 商 と も 同 じ あ っ か

いにすることが可能である 。) だから古い日本の建

築 の 多 く は 姿fJl IJ にほとんど1m口告IS をあけていない。

こ れ は 妥 側 に 対 し て は 閉 じ た あ つ か い を し て い る

とい っていい。安 側 は 切 断 面 で は あ っても閉じて

いるのである 。安 側 と 桁ff!l Jは 異 質 な あ っ か い で あ

る。

. 基壇

多雨という気候ヰi干にありながら他のない日本建築

においては、なるべく杯先をせり ，11
1
，させ、雨だれ

線 を 建 物 か ら 雌 れ さ せ る と い う 処 辺 、 ま た 、 そ の

せ り だ し た 粁 先 に よ って ふ き ぶ り の 影 響 か ら 少 し

で も 離 れ る 処 理 が 、 建 物 の 延 命 の た め に も 必 要 で

あ った。

そ し て 雨 だ れ が地 面におちて泥やノk をはねかえし、

建 物 を よ ζ し、また、腐食させるのを防ぐために

も基壇は必要であ った し 、 そ れ は 耐 久 性 の 強 い 石

・瓦などでつ くられたのだろう 。 それ古文、基坦は

雨 だ れ 線 に 影 響 を う け 、 雨 だ れ 線 の 内 側 に 位 誼 す

るものであ った。 つ まり基担は天と建物とのJ l l ] に、

土と建物との1 /1] に位置 していた 。

このように考えてくると基坦は外観からも - _!，lし

でわかるごと く、土と建物とを つ なげている、あ

るいは切 っていると問H寺に、 天 と五iニr物 と を つ なげ、

あるいは切 っていると 言 えなくもなし、 。 つ まり基

.t>"'> "') 1} 11"'> "') '> 

墳とは天と土にはさまれた建築を、 " * と土の fUJ に

れたり、軒の線によ って外の公望を切りと ったり 見える地ヰJE - - ・刺: 哀だけ見える地帯一一吋肝下 さしだしていると 言 えようか。 ( 1975言e)

する 。 また、切りとることによ ってそれ以外のも 一 般にはこうしたいく つ かの地帯、地点を通過し

の を か く す と い う 作 用 も あ る 。 p;n} ISから見た H寺、 な が ら 建 物 に 近づ いてゆくことになる 。 こうした

粁 は そ う し た 作 用 を 及 ぼ す。即ち、庇先端の切り ア プロ ー チ の 展 開 の 中 で は い ろ い ろ な こ と が 考 え

方 に 関 係 な く 、 軒 哀 の 面 に よ って限定されて くる。 られる 。例 え ば① の場合、 C，¥隠しだけ見えるとい

しかし外部から庇先端や粁哀を兄る H寺、この様子 う静止 した地点をこえる i時、 inv olv ement という

は変わ ってしまう 。勿 論 、 外 部 か ら 庇 先 端 の 兄 付 ドラマチ ック な 展 開 の 開 始 が 期 待 で き る と か 、 ②

は兄える 。庇 先 端 が 屋 根 に 直 角 、 あ る い は そ れ に の場合には、継起的: i i l i 絞が自然な展開を可能 lこす

近い角度をも って 切 断 さ れ て い る 場 合 、 そ の 見 付 るとかが考えられるのである 。 勿 論 、 見 え 隠 れ や

は建物に近づいてい ったH寺、外部のある場所で兵 隠 し の 手 法 を 使 って届恨が見えるところから突然、

正 面 に 見 え る わ け だ が 、 そ れ よ り 建 物 に 近づ くと、 庇下に導いたり、 つ いに昼恨が見えな くて突然、

ll lJ ち軒裂が見えはじめると大きく建物の影響をう 庇 下 に ゆ き つ い た り す る こ と は 自 由 に で き る 。

けはじめる 。 そ こ か ら 以 内 は 肝 装 に 大 き く 包 ま れ こ う 考 え て く る と 日 本 建 築 の 奥 行 の あ る エ レ ベ ー
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ニュース l点前をお送りください。

建 築 8 団 体 合 同 新 年 交 礼会

lI iT HI53年・ 主lf 築 8 団体新年交礼会が去る 1 月 4 円

( ノ: 1 < ) 、京区の大阪コクサイホテ Jレ8 附ZF会 均 で 盛

大に催された。今年からは参加 [:fl 体 が 2 つふえて 、

8 団体合問で行われ、昨年、雄投l見1係功労者とし

て叙勲並びに' I l t i ; I 受章の栄に浴せられた 17氏 も 列

席、来' w として大阪府の黒田了 一知 事 、 大 阪 市 の

大 白立 ｾＱ 市長 Ｈ 代理 Ｉのあいさつがあった。

られた各積景品を柑lせんにより贈呈などがあって、

ｬ￯ｾ 後に本年秋の叙微で勲四等を受けられた菅谷健

児氏によ って方 議 三 日日が行われ、杉村正三郎￬ｍＧｾ子

委員長の閉会の挨拶をもって盛会裡に終了した。

日本建築総合 試験 所 の 堺 分室開設

Ｈ財Ｉ日本建築総合試験所は ｈ 首相 ｝ＳＹ 年設 立以来、 ｕｾ

官庁並びに辿築! 関係科 会のmWJ 、協力を得て試験

施設の整備、拡充に つとめ、 現 在 で は 建 設 省 、 通

産省をはじめ、官公庁から公的試験機関として指

定 さ れ 、 工 事HJ材料、各種辿築材料、建築柵造告1I

建 築 クラ ブ忘年懇親会盛 会裡 に 終 る 材なと' の試験を行 って いる 。

このたび、「コンクリート工法に関する指導婆綱」

主lf 築クラブでは、去る 12月13 IJ ( 火) 午後 即時より ( 大阪府下特定行政JJ' 迎絡協汲会制定) が施行さ

大阪市北区中之島 2 、大阪グランドホテ Jレ3 階エ れ、この試験機関に指定されたのを機会に、今ま

ンパイヤルームにおいて恒例 の 忘 年 懇 税 会 を /)flf濯 で不f更をかけていた大阪市古1I の利用者の使に f共す

した。

るため 、新 たに工 Ｇｍ ｉ ｾ 材料試験を主とする堺分室

当 11 は、大阪府建築部営総長牧即 llfi 治氏をはじめ、 の建設が進められていたが、この程漸く竣工し、

例食会で講師をお願いした方々 の 中、 ｦ ｦ ｾ 藤克三氏、 昭 和52年 12月20 日より 1m業の巡びとなったので、

三宅 誠一 氏、問中巽氏、総爪令吉氏、 rmW; i 繁氏な

ど来 ￮ｦｦ の ｈＧ ， ｮｩｾ があり、総勢約 ＱＰＰ 名で ｬ 眠った。

まず司会者( 中川藤一氏) が当 " の来貨を紹介し 、

塚本代表の後拶ではクラブメ ンバーで本1.1:: 秋 の 叙

勲こlk びに後22受 話 者 の 報 告 が あ り 、 続 い て 大 阪 建

設業協会会長松村A l E二氏の音頭により舵杯して/ ) 1]

ｾ、パ γ クミュージ ｹ クが流れ、なごやかな雰囲

気の中で妥かー進められた 。 その 1m会 JJ . 有志からJ I ' 世

作 品集 刊行 二 点

長 谷部 鋭 吉 先 生 一一『白雲 』

竹 腰健 造 先 生 一一『懐 旧 譜』

長谷 ＺＺｦ ｬ ｾ 鋭吉先生Ｈ故人Ｉと竹Ｉｊ別法遊先 Ｇ Ｑ ＺＺ ( 11*建

築協会名王寺会長) が、あいついで作品集( ともに

J ド先品) を刊行され、話題にな っている 。 r 向雲』

と組された長谷部先生の l曲集 には、 il l . i 絵が多いが、

ｉＧｾ やガラス日告などの工芸 品も紹介 されている 。 巻

l Wには 、t 'rJI 要先生 がミ序にかえてミと誕j して、長谷

Ｚｾｉｓ 先生とのｽｾ，い ｌｂ とともに、この ｬ 国 ｭ を ｲ ｉ 当 ｾ・』

と: r，づけられた心境 を 披 滅 さ れ ている 。 - ) J 、 竹

1I 要先 '1'. の作品; l t r 懐旧純一90- t を迎えて』は、

今までの作品を エ y チ ン グ 、 能 楽 、 陶 装 お よ び}]!

ｾの名 ＺｾｉｉｉＢｊ に分知して、図訴の｝彰式にまとめ、こ

れにこれまでの人生をともにした怖かしい人々の

ｽｾ ｉ ，ｉＮＮ、 Ｑ Ｑ Ｑ Ｇ ，を ｉｊｉｉ え、それぞれの作品を通じて過去を回

lilI i されている。 r 白 雲 a より

そのが! 日 12月19 日午後 3 時よ り坂静止lH型事長、東

畑線 三 日リ辺 Ｗ ｊｾ 長、錦田直一事務局長、奥ぬ正一所

長、本会から塚本猛次会長など関係者多数が参列

して、おごそかに l泊所式が行われた。

圏 図 面 図

r建 築 と 都 市 の 人 間 工 学一空間と行動のし くみ ー』

箸 者 間田光正 ・吉田勝行拍原士自1I ・辻 正 矩

づき行所 鹿 島 出 版 会

定 価 3，800円

「被数の人1 HJつまり不特定多数とか l洋:jj; ‘ とかいわ

れる状態の人 Wl をあつかうことにし、伺1市 的 空 間

における行動のしくみを、なる べく 数五t的 法 則 性

として、とらえようと試みた。いうなれば「集団

の人 JI lJ工学」である。 J ( はしがきより)

『建築デザイ ンの 論 理 隔離・構成・ 緑化 一』

箸 15- 1出l 秀 隆

発 行 所 相 模 官 房

定{ i Hi 1，600円

「建築デザインの般本である辿築の「基本設計」

J:! fl ちテーマの設定から平面 、断面などの j診の決定

までの段mの論理化を試みたものであります。そ

のいl符は、決して斬新なフオルムを生みn
J

，すため

の情 報 や 、特集な建築論を展開したものではなく、

むしろその正反対にばらばらに各所で展開されて

きた U' i 四論や、文化として受け継し、できている知

織や手法を、 一定の視 点 、 す な わ ち 歴 史 と 白 然 か

ら鮭旦11統合して一つのデザインプロセスとして体

系化したものであります。 J ( 序より)

『新 し い建 築様 式への 道』

ミヰー .fi ルドルフ ・シュタイナー

沢 身 上 松 fti 二

発行所相撲ｽｾ房

定 (tHi 2，500円

r . f : ムたちの回りにはフォ Jレムの半;'1神 が 存 在 し て い

るカずゆえに、手ムたちの[ i i J りにフオルムとな って j主

がれる村i神と 一 つ に なるために、またフォルムの

利卒中 の背後には運動の紛争l' が存在しているがゆえ

に、 ｩ 誕百ｾ Ｉ となって現われる粉神と一つになるため

に、似たちは敬［［［ｾの念を抱いて華 ［ Ｇ Ｑ ゃ ｬＧ のＱＧ Ｑ Ｂ へと入っ

てゆく 。これが新 し い 建 築学 の思想! である 。J r主主築

はフォルムと粉神 そのものとの内的な交わりを表

キング ジ ョ ー ジ 雪中像 r・1日鱒」より
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京都工芸繊維大学教授

川 秀 夫

大阪市建築局建築指導部長

原 大五郎

大建設計代表取 締 役副社長

崎 敬 三

近畿建設取締役社長

平 家 と 二 階 家

敷地さえ適当に広ければ、大邸宅でもなく 、また使用人もおらない場合は、住宅は二階家より平家がいいなあと

思っていたけれど、イ亭年を間近にひかえる年となり、老婆と 二人きりの今日、この思いはひとしおである。実の

ところ、我が家も御多分にもれず二階家である 。狭い敷地に数室をとろうとすると、二階建となることは避けら

れない。しかし学生のなかには、敷地には関係なく平家よりは二階家、さらに三階建の方がすぐれていると思っ

ているものもいるらしい。二階家にすれば当然のことながら、通常は 、階段ならぬ狭い段ばしごなるものを上り

おりしなければならない。我が家では、二階に客: 用のつもりで座敷らしきものと物置きをとった 。座敷へは客は

自力で上ってくれるが、お茶、お菓子、さらに料理ともなり、客も 二 、三人ともなれば、もはや手もとなしでは

老妻にはサービス不可能である 。物置も、大形荷物ともなれば馬力不足で、上げられない。しかもこの大形と感ぜ

られるものが年とともに増えて来るのは心わびしき限りである 。 それでも以前は家内に手伝わして上げておった

ものでも、近年は老妻となり全く頼れなく、仕方なく 一階のどこかに仕舞いこんでお茶をにごすf士末である 。 と

にかく二階家は 、年を切実に感じさせるものだなあと思う今日此頃である 。 ( T )

省 エ ネ 的 都 市 構 造

石油 ショックを契機に各方面でエネルギー消費のあり方が削い直され、省エネルギーの必要性が強制されてきた 。

建築関係でも 、個々の建築物の冷暖房用燃料消費量の節約策などが、研究テーマとして盛んに取上け、られている。

これも結構なことであるが、省エネはもっとマクロ的な観点でも捉えることを考えるべきでなかろうかつ

具体的にいえば、都市構造としての職住近接が大きな省エネに繋がることである 。例えていえば、大阪市の現状

では、畳間流入人口は 120万人以上にも透しており、通勤距離にしても片道20km、30kmというのが常識になってい

る。こうした遠距離通勤に使われる運輸交通機関のエネルギー消費盆は、馬鹿にならない量であり、しかも業務

活動にも、生活面でも全くのロスである 。今、この不合理を改める努力と工夫がなければならないと考える 。

さし当り国レベルに於ては、大都市の業務地近くに住宅を誘導する施策を、例え l持兇制面での優遇とか、住宅金

融公庫の融資での優先取扱いの制度化などや ってほしいし、 地方公共団体 においては、 都市計画や交通計画の見

直し、住宅建設を含んだ市街地再開発の促進がある。企業の{ ) ! I J にしても社員住宅の建設地選定に当って配慮する

ほか、通勤手当よりも住宅手当を重視するようなことも考えるべきであろう 。 ( N)

お知恵拝借

わが国には普から「ちょっとお知恵、を拝借」という言葉がある 。拝借とは要するに借りることで、銀行から金を

{ 昔りるには利子を干ムわねばならない のは畿でもしっている。当り前のことをいうなといわれるかもしれないが、

「ちょっとお知恵を拝借」という場合は、どうもタダつまり無料というニューアンスが含まれているようにおも

われてならない 。 このことを難かしくこの頃の流行語を用いて表現すると、ソフトウェアはタダですということ

になる 。 かくいうと、 「ソフトウェアは売物で無料などとんでもない」と、このと頁の人はわかっているようであ

る。 ところが相変らず「ちょっとお知恵を拝借」とソフトに近寄られると、う っかりタダで武重なお知恵、を提供

している人の良い( つ) お人がいるし、拝借する方もタダが当然とおも って いるので、請求書など出したら仰天

するにちがいない。 しかし「お知恵」こそ、絶対にタダでは困るのであ って 、輸出でu食って いかねばならない 1

1怠の日本人が、最近のように自動車やテレビなどを集中豪雨的に輸出して外国と摩擦を起したりせずに生き延び

てゆくための大切な目玉商品であることを銘記すべきだとおもう 。とに か くお知恵がタダだと、さし当り私のと

ころの建築設計事務所は間違いなくつぶれるのである 。 ( C )

建 築 屋 の 役 割

最近の経済情勢下での受注競争は誠に激 しく、 加え て施主側が予算をきりつめることを考え、まるで縁日のバナ

ナの叩き売りの様に値段を叩きまくる、誠になげかわしい H寺世であります。

私の経験の中で、以前は見積落ちがあれば単価はさて置き、数誌を適正にチェック訂正し、 一応適正な見積を基

本にして 三位一体( 施主設計者施工業者) とな ってその工事を契約し、所j羽の立派な計画通りの工事を完遂する

ことがほんとうの建築のあり方と思ってお ったのが、最近では伺手方の価格を見て、それを下廻 った価格を提示

し、施主もまた駆け引きをしてとことん仰l格を下げさして、設計事務所も口出しできないま‘ 発注される 。設計 .

監理もこれでは満足にできるわけがなく、こうして安かろう怒かろうの建物がつぎつぎと街々に建 って いくこと

は大変憂うべきことであります。

より信頼されたどうしのなかでできた 三位一体の成果の建物と、こうして日11 かれて不信のうちに泣く泣く建 った

建物とを比べる時、プロの建築屋の存在を無視された、叩き売りの品物の! 惑がするのであります。

建築業者が叩 きあいに端いでいるのと同じく、最近で、は設計事務所が、独自の設計が売りものであるのにもかか

わらず、官庁発注の設計に、入札制度が各所で採用されているようであります。この ような建築屋 ( プロ) が無

視された建築界の現況では将来の発展 に不安を感じるのであります。

施主と設計事務所と建設業者が相互信頼の基量生に立って完遂される特殊性をもっ建築が、不況下の最近では単に

金額の面だけで左右されて、将来とも社会的財産を形成する大切な職能でありながら、その質的低下と不信感が

広がって行くばかりでなく、それが発注者 (民間も含めて ) に設計料を口pき、工事貨を叩かせ合いさせる ことが

当り前のような考え方になりつ‘ あることを大変に残念に思うし、また憂慮に堪えないのであります。 ( K )
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村野階層浄水場 1号 棟
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村 野 階 層 浄 水 場 建 設 に つ い て

1. はじめに

大阪府営水道は、水資源の不足に悩む府下市町 村 に水道用水を供給

するという重要な役割を果たしている 。

府営水道は、 H百手[126年 に給水を 開始したが、その後、府下の人口 の

増加l 、生活水準の 向上などによ って 別大する水需要に対応して大規

模な拡張工事を継続し、 Ujg和 47年 度 には 、第 5 次拡張事業を完了 し

て145万 m' / 日の給水 能 力 を 持 つに至った 。( 庭窪i争水場系20. 3万 ば /

目、村聖子浄水場系 124. 7万ば / 日) しかし 、そ の後も 依然水需安! の仲

びが予測されたため、昭和56年夏の自主i( 給水訟を 200万 m' / 日とする

第 6 次 拡 刷工業を計画し現在期包中であ る。 この事業は昭和]47年度

から 9 か年 、事 業 針1， ＴＴＰｦ Ａ 百円をも って 村野 ｩｾ Ｇ Ｏｊ､ｊＯＱ 系施設 の給 水能力

を55万 m' / 日 I首公して 179. 7万 ば / 日とするもので、 中絞 を な すi争点

市

町

村

既設村野浄水場

図ー 1 村野浄水場全体フロー シート

施 設 としては 、既設村里子浄水場 に隣 接 して 27. 5) j  m'  / Hの給水能力 を

持 つ階層 j争点場を 2 棟建設するこ ととした 。

階 jE; 冷水上Lj とは 、各浄水施設を l つの itJ!;物の内t' f ll に立体的に収存し

たもの で 、Ａ よい ｾｪ ｪＨｬ也に平面的に配置 して いた従来形式 と 比 Ｑ 絞 して 、

敷地面総は およそ 1/ 3以下とな る。また機 出 及 び iili 給 配 管 が す べて凶

1  ＧＪｾより ｉ 也 Ｑ Ｂ 1  ｷｲ および ｉ 也 ｬ 、 Ｒ 附の門出 Ｇ｜ＭＩｲｩｾ をみる

内 に 収 容 で きるため点検、修理が存主主である 。一方、建屋の設計及び

施工 の 菌では、各階に多数 のノ Ｇ ｊ ＼ｦｾｩ を持つ非常に特殊な構造の建物と

なるため、地震H寺におけるぷと建物の振動などを考慮した耐震設計

とi.¥4i/J<防止士，t策など高度な技術が嬰求される 。

附 ｊ ，ｾ 浄水Ｎｴ ｊＴ 計画 Ｒ 棟 のうち 、 ｾｾ 1棟目は、 Ujg和49年 10月に着工し、

52年 11 月 に完成 した。 この r: n、52年 7 月には待望の通7 ) < を果た し、

府 下28市 71"Tに対 しで文字通り7 ) < 滅的役割を担う府営 水道と して 、

府 民 のHJJ 待に応、えた 。 第 2 f来日に つ いては、 Ujg和 55年 度 完 成 を 目 楳

に52年 10月 に着 工 、現在基礎工事を進 めて い る。

キ Ｇ ｴｾｨ 争 Ｏ ｊ ､ ｊｩｬ 全 ｦ 本 のフローシートは 図 一 Ｑ の 通りである 。

2 . 施 設 の 概 要

木 施 設の脱政. は、 72 目 3mX 88. 8 mX 日さ 31. 1  m (地 下 部14.8 m) よ

りなり 、主!!;!ゼ の{iYi 造 は、① 機 能 |て、木村il を数池に区画す るため の 壁

が必 裂である 。 ②抗:f 重が大 きいので地以 11;') には非常に大きなノ'J<平力

が船体 に作! 日 する 。これに耐えるため 卜分な断面を持つ| 耐渓壁が必安

となるが、 このゆti ;;i:壁 に工IL'，:;¥'I I.¥;の{.:f 重を f ，J i J させ ると経済的な設計

ができる 。① ノ'J <W'i 問| 荊の! 末、壁の陸Ir 而が大きくなり、 /J<'i化1' 1，が お く

なる 。 などの ｉｭ 由 により鉄筋コンクリー卜造 、ｾ 式ラーメン 構造 を

と って いる 。 壁 ｊ 与は Ｕ Ｐ ｣ｭ Ｍ Ｑ Ｒ Ｐ ｣ｭ 、 ベースの ｉｾ さは、 Ｔ mよりなる 。

本体のコンクリート i lI は約 9 )j m' 、鉄筋1止は約 1. 177 t 、鉄筋の' ，illJ 合

はがJ l 20kg /  m'  ( ベースは約80kg / ば) である。 l 隙 の建! 五重1lt は約

20)j  t で、 これに 水、配作、 その 他 の 重1止を力11える と約30/; t  にな

る 。 この ｉ ＧＮ ｴＧ ｴｬｬｻＮｩｦ 重は ｉｾＯ さ Ｔ mのベースコンク リート によりベノト 中'/i.

に伝述さ れる 。 べノ ト杭は径2，000mm、長 さ12 m- 16m、422本 より

なり 、 これらを iM M楽町j で'*1守す る。 illi 五本体は、 地震 11;¥の/J<平力

によるねじれを防 止す るため、左前九 ｉ 科 、を［Ａ ， ｾ本 とし 、 全 体的 にみる

と断面図 の Jili り1.'.'央 部 に作 l.ri li を配j;'f{ し、 その両fWJに水仙! 古11を配 惜 し

ている 。'1'* 行11は 地 下 2 附 、 地 1: 7 断、塔出1 I i ' r ' f からなり、おもに

内 ｬｾｾ Ｚｉ ｾ ｉ ｩ 、 機 械 屯気 室 、1¥&ノド )1ー、 汚水 j也、 i治円斤附'1性l

l'両t川可(!側1!川!川リ の Aポく t村州榊f円門1VI 古剖部11 に[はま 、i北でん i也、 急速ろ j品j也、 オゾン 接 触j也、 i，f，ド1:

jぷろ j必j也、 Vf>;] <i 也などを 4 W' iに虫ねて 配 iF{ し、 フロック形成 池 とJ14

手[1池 lま似す卜 に設抗 した 。 なお、ユニッ ト外施設としては、新Jt 水 )1'

地 下 11渚平面図
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浄水池へ

注 異常臭気が発生した場合

は . ) レー トを止め b ) レー

トを温 す。

図 2  階層浄水場の フローシー ト

を設置して既 設浄水場 と共用し 、また薬品注入設備 と集中官: 迎設備

は建物を新築しで設置するが、送7] <ポンプ設備、特高受電設備、排

水処理設備なと" ( ; 1 : 既設浄水場の設備を共用する 。

階層浄水場のフローシートは図- 2 に示す通りである 。原点は淀川

表流ノ' J-， で、 既設浄水場の原水とともに磯島取水場 (枚方市磯島) よ

り約 4 kmの導水管を通 って着水升へ圧送される 。原水に者 /J( 井直前

で前塩素を注入し、混和j也で凝集斉IJ を加えてフロックを形成させた後、

大部分の濁買を沈でん池で除去する 。i尤でん7] <はn，&水井 に集め 、揚

7 ] < ポンプでiJK上階へ揚水し、急速ろ過池でろ過する 。 ろ過水は平常

時には直接浄水池へ流入し、 一時滞流した後、自然流下で、既設村里子

浄水場の浄水池に流入するが、J尤て‘ んとろ過により除去できない異

常臭気が発生した場合は、オゾン接触池 と粒状活性炭ろ過池を通し

て脱臭処埋 を行う 。 この場合、既設浄/J ( 場 のろ 過水 も階層浄水場へ

圧送して )jit 臭処理を行うことにしている 。

3  耐震設計

このような? 争水場の実施例は、囲内において l か所小縦模な例があ

るが、国外 においても l か所小規模な例 を地震の少ない国にみるの

みであり、わが国のような激しい地渓がたびたび起こるところでの

建設にあた っては、椛造物の耐震安全性を十分検討しておく必要が

ある 。 とくに、構造物が動力学的に全く性質の契る多祉の /J ( を含む

ので 、その耐震設計を実施するには高度な理論的解析が必要であ っ

た。 このため、今回 、府水道官11では京都大学工学部建築学科小羽目Jf

断 面図

究室に依頼し、通常の静的な構造解析のほかに、実物の1 /50縮尺の

メタアク リル鮒! 脂製モ デルにより、京都大学防災研究所人為地震発

生装置室にある劉 ｉｲ ｾ 型 加振機 を Ｉ Ｚ ｉ Ｇ ｪ いた振動 実 験 Ｈ 昭和 Ｔ Ｘ 年 Ｖ 月 Ｉに

より、水附壁面 に作用する 動水圧の影響、 水 一 構 造 物 地 盤 連 成系

の動的持性を把握 し、 その結果を構造設計に反 映させ ている 。

また、同研究室の指導 のもとに 、解析用地震波として適 当とおもわ

れる数値 ｬ の 地 震波 形 を入 力 とした 、Ｗ｝＼ー構造物 ｬｪ 一地盤連成系 の 地 ｾ

応答解析、 および建設敷地 の地鍵調査 によるその動特性の把握 など

によって、十分な耐震性をもつことを確認している 。

23. 4  
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図 - 3 最 大層 せ ん 断力応 答長 辺方 向

なお、完成した桝造物T長音11両端の ペン トハウス内に、加振力 3 t の

起振機一台づつを設置して、強制振動実 験 ( 昭和52年 2 月、 9 月)

を行い、水一構 造物一地盤連成系の悶有振動周期、固有 モード、減

衰性状、水のZリj 特性 が織造物系の振動性状に及 lます影響などを 明 ら

かにしており、また、 椛造物内外 に設置した地震観測j装置 により、

強震H寺の構造物 の挙動をおWl リ中 であり 、今後の水槽構造物の設計に

対する it 重な資料を提供するものとおも って いる 。

4  外観および内部仕上について

外壁はレンカ訓色の妬器質特殊ボーダータイル (42X 167) 打込P C a

版とし、標準的な版の大きさは2.  6  m X  3  .  7  m X  80mmである 。東西面



め、施工に先立って材料の選定から施工方法にいたるまであらゆる

角度より、笑験 ・検討を行い安全性を確認して施工計画を作成 する

の管廊昔11分は外壁面の凹凸やサッシュの取り合いが多いため、雨仕

舞についで慎重に考慮し、サ γ シュは打込とした 。 またサ γ シュの

とともに要求されたコンクリー卜の品目を碓{ 呆し、かっ l'ti も経済的

なコンクリートが打設できるようれ同 した。娠{ 本コン クリート 9 ) j

d は以さ 4 mのベースコンクリー卜をはじめ、そのほとんどが J A S S

材質は、浄水場で使用する薬品の影響を考慮して耐候性鋼を採用し

ている 。 ま寺南面外 壁は水源である琵琶湖ならびに 、 その周辺の山

々をタイルの形状と色の濃淡によ って 表現したモザイク紋様とな っ

5 にいうマスコンクリートの純ちゅうに人るため、セメン卜の傾m

についてはノ'J( 手[1熱、乾燥収新i及び'J!1Uズ試験の比較を行い、 11-I}; lf熱セ

メントを採用した 。粗fi ・4イは lailLの}II 砂利の枯渇に よる入手 i1f{i及び

川町の低下を考慮し 、 また工 ｊ ｾ ｊ ￧ ｈｊｊ IIiI が長HJI にわたるため安令f leを考

ている 。

屋上 、管廊の床仕上については、水洗いのできる材料である 180ロク

リンカータイルを採用している 。壁J l 安部はよごれの拭き取れる エポ

キシ樹脂入モルタルライニングとし、壁 (服部以外) 、天井部分は

えて比較的安定している昨石を採 JTJ した 。

鉄筋については、常にノ'J( に接 している 部分は、ひびわれ防止が必m

であるため許容応力度の低減をはかり、鉄筋 ( S 0  - 35) の許容応

力皮 (;1: 800 kg/  cmとした 。 コンクリートの配合はベースでセメント此

310kg/ m' 、組骨材最大寸法40mm、スランフ。10cm、7Jくセメント比51. 3  

物内部に設置する各種機器 (揚水ポンプ、表洗ポンプ、真空 ポンフ 、

変 圧 器 な ど) の運転時における騒音の l吸収、すなわち l汲音効果の日百

p 材料の選定を行い、パーライト吹き付けを主体とした 。

浄水場東西両玄関ホールには 、弥生式Hキ代の銅鍔などに描かれてい

る「流水紋」を 、業 竜山石を素材として型どり 、水とのかかわりを

Ｅとし、上屋はセメント拭 ＳＲ Ｐ Ｍ ＳＴＰｫ ｧ Ｏ 川、 相ｈｬ 材 Ｚｬ Ｈ［ｾＧ 大寸法 Ｒ Ｐｭ ｭ 、

スランフ 12- 15cm、水セメント比51. 6- 51. 9% と した。

コンクリー卜の品質管理については 1'J. 材プラントから現場まで一貫

し た品質符理体制によ って 口市 の 管理を行 っ た 。 本工事の品 ＱＧｴｾｾＺ 辺

コンクリート符 ｴ 盟試 Ｎｾ 貨の Ｓj幻5実は、 材料管 ＺＱ 笠試忠実、計 ｩ ｬｫｾｾｊ ＮＡｮｾＮェ切実、

コンクリートプラント 及 び.fJI . J : めでそつに区分し、材料の製造工場、

その試験結果はいづれも JI S 及び J A S S 5  

の則定内であり、所見JI の円僚を j主fj J i : することができた 。

コンクリートの打設については、打設に先立. ってマスコンクリー卜

などによるひびわれ防止に留立し、 .H設刀法、打設ブロ y ク' ，i ;rJり及

び後生刀法などについて十分検討を行い施工刀法を決定した 。打 投

ブロック ｾｩｬｊ りは 、 水平 ＱＱ 熱の ｰ､Ｚ 拙 と ｊ 令ま ｉｊ に伴うひびわれ防 Ｑ Ｑ Ｚ 、 打 ＪＱ 主の

位置並びにコールドジョイントの防止を考ほして、ベースは平而で

8 区| 菌、正月さ方向に 1. 5 m、 1  m、1.5mの 3 府 の言1- 24区画に分 ;iilJ し、

表現している 。

れぞれ試! 殺を行 ったが、

「流ノjく紋」を型どった凶fi!l J玄 関 ホ ー ル

の ｾｉＧ

144区画に分割l し打設した 。1 " の打 設idはベースで 約 800- 1400 m'  

主l!; Jぜで約 300- 700ばであ った。コ ンクリートの飽工打車l車部分の処

理 は、ー人乃主により依- u 下1: 、ノJ(¥伴;-/' 1:、胞工性に WIして調査し、つぎの

ような 施工方法を採用 した。 /J ( ｉｪｾ打微古 Ｑ Ｑ はコンクリート打設置 Ｑ 後に

約 2併に希釈 した凝結遅延剤を 600g /  ｮｩ 雲散 布 し 、 縦打継 ｾｴ ｬＩ は型 枠 に

原液を 300g /  ｭ Ｇ 塗 布 しておき 、 ｾＩＡ 11 あるいは型枠J l 託型1 I .' r (約 2 -

} : j ! ; 屋は平面 9 区画、断而161豆f[!fl ( 1  1"1の打設おさは 3 m以内)
5  水密性の確保

階層浄水場は、特に厳しい* 密| 生が要求されるが、その対策として、

( 1 ) コンクリートの 材料の選定、品質管理及び純工

(2)プ レスト レスの導入及 び防水工事

の 2 点について特に考底した 。 以下これについて記す。

( 1)コンクリー卜の材料の選定、品質管理及び施工

本工事は、圏内において経験したことのない特殊な工事であ ったた
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以 上 階 急 速 ろ j品池

3 日後) にお圧水で、洗j争し 、 レイタンスを除去するとともに打継 ぎ

コンクリー卜 面の目荒しを行う 。 この方法により多訟の打継ぎ処理

を短期にしかも正確に行うことができ、かなりの成果を 上 け‘ ること

ができた 。

(2)プレストレスの導入及び防水工事

| 階層浄水坊の両側はそのほとんどが水糟であるため、水圧で、壁{ 本が

外側 にたわみ 、 ひびわれが発生することが予想されたので図 4- 7

に示すように 、木村 ｉ ｬｬｾ Ｑ Ｑ の 外部 に面した壁のうち 地上部分を対象 とし 、

/1く圧に抗する外壁の長期曲げモーメン卜による縁応力をすべて圧縮

とするような プ レストレスを導入する計画とした 。 ただし対象とす

る応 力は鉛直方向応 力のみである 。使用 した P C鋼 材はS E E Eケーフ

ル F70、 F 100、 F130 (引張荷重が夫々、 72. 8 t 、98. 7 t 、130. 9t )

の 3 極である 。 P C クラウトは本工事のように垂ー直方 向に注入する

場合、上端音11に空隙が生じやすく、完全な施工は困難に忠われるた

め、工事 に先立 って実大模 型 による注入実験を行い 、ク ラウトの配

合、施工方法を決定した 。

階層j争7 ] < 坊の建物内部の|リ') 71く対策は機能の確保 、4副本の保護などの

ために 非常 に重要である 。 1
1157 ] < 材の選定については実験水柚を使 っ

て約 1 年間検討 を行 った。 つまり 各種防水材 ごとに 、無害性、 ifo't 薬

品性、 l耐7 ] < 性、7 ] < 密性、伸縮性、コンクリートへの密着性、施工性、

作業 ＱＱｾＱＧ の安全性、維持管埋の ＱＱｦｴ 括性などの項目について詳しく実験、

| 1 1  

① 下層 スラプコンアリー ② 盟組立鉄筋建込み ③足場架 け

ト打設後、 打継 ぎ部レ (ラ y プジョイン卜) 大型型 わ く建込み
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PC. 梁 ・スラプ型わく単品図⑦ PCa!i2 h  < 七 γ ト ③梁組立鉄筋七 y ト

カラー圧着、施工

図 - 8 合 理 化 工 法

調 査 した。 その結果、樹脂モルタル防水 を採用している 。通水運転

では、全く漏水箇所ーもなく、所期の目的を達成することができたも

のと 判断 している 。

6  合理化工法

コンク リート打設盆が約 9 万m' 、鉄筋量約 1. 1万 t 、型枠面積が約20

万 ぱ と大規模工事であ るにもかかわらず 、工期的 にか なり厳しか っ

たこ と及 び各水機音11の階高が 9 m - 10mと非常に高く、施工面での

安全上、精度上、なんらかの合理化工法が必要とされた 。 これらの

問題点を解決す る方 法 として 、 プ レキャストコンクリ ー卜製梁スラ

ブ型枠、組み立て鉄筋、カ ラー圧着 (梁 筋) 及び大型型枠を採用し、

実験により 、その安全性、胞工性を.十分確認し 、その成果をもとに

各工法 を組 み合わせ た図 8 のような合理化工法を採用 した。 この

工 法の採用 により工期の面では約 3 か月短縮でき、施工精度の上 で

は目標通りの品質の確保ができた 。 また 3 年にわたる大工事 ( 実延

人 員22万人、延時間203万時間) であっ たにもかかわらず、無事故 で

通せた のは施工業者の安全面での 努力はも ちろんのことでは あるが、

この合理化工法採用により、安全性の向上がはかられた結果だと確

信して いる 。 ( 古本幸也 / 階層浄水場建設室長)

2 附 械 符 理1室

③コンクリー卜 打設 ⑤ ② ~ ④ の作業を繰返し 、 ⑥ 足場、大型型わく解体搬出

(コ ン: ; ' ) ート 打 設 梁下までコノク' ) ー卜

高さは 3 m以内) 打 設 ( 3 層打ち ) 、各層打

継 ぎ部レイタンス除去
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1  . 水 資 源 を み つ め る 立 場

ノ ド 資源とは 、地 球 ｼ ーに 種 々の 形態 で存 在 する 水 の う ち 、ノ ，Ｉ ｾ 利 用に転 換 できる ｦ� ｬ ｬ 分の 総称 で、ある 。 し た がっ

て 日本 では 、木 資 源 の 絶 対 坑 よ りも、社会 的 経 済 的 な観 点 の 方 が 重 要 である 。 平 幼年 間 降 雨 世 l 町 800mmに

対 して 利 用 可 能 iRが2 0 %といわれることも 、 社 会 ・経済 を 総 合 し た 相 対 的帰 結 であると 埋 解 せ ね ば な ら な い 。

ノド資 源 の 備 えるべき条 件 は 、fE と'f t とそれらの H寺間的・ 空 間 的分 布状 態 によ って表現でき 、 これらを 水需

要 の 特性 に合放させる た めの 技術的対応が、ノド資源開発 である 。 ノ ｫ 需・ ｾ・ とは 、人間 およびその集合としでの

社 会 、 さらに 社 会 の 活動 を支える た めの 都 市 が 、 そ れ ぞ れ 、 水 のも っている 種 々の 機 能 を必 要 としている 現

象 である 。 したがって 、不 明 確 で は あ る け れ ど も 、 人 聞 の社 会 的 活動 向的 によ って 水 資 源 の 定 義 も 左 右 され

ることになる 。

と こ ろ が 多 く の ノド 資 源 論 は 、青I1市 ・ 社会 の 中 か ら水需 要 を発生する 要素 を 分離 ・抽 出 してそれに 絶 対 的 価

値 を与え 、 これに 依 拠 した ノド資源開 発 を 再 び絶 対 化 す る す.場をと って い る。 こ れ が 最 近 の 水 資 源 不 足 論 台 頭

の f f fif である 。 必 要な 開発 技 術 あ る い は 節 水技 術 な ど に 閲 す る 人 円 ・職 能 ・組 織 ・空 間 などを 、 何 らの 制 約

なく追 加 して 都 市 ・社 会 を 拡 大 外 的 適 応 す る こ と が 可能 な場 合 に 限 って、 こ の 立場 は是認できる 。

しかし談者 は こ の 立場 をとら ない 。

飲 料 ノドの よ う に か な り 原理 的 な木需 要 であ っても 、 社会 的 に定行した安定な 一 一 内 的 適応を果たした一一一

需 給 シ ス テ ム が 完 備 す る ま で は 、す べ て の 水 需 要 は 本 来 相 対 的 なな日未 しかもたなし、 。 水 資 源 だ け に 限 ら ず 、

経 済 活 動 や 環 境 問 題 についても 、 必 ずしも 解 決 の 零 易 で な い 脊 日 限 界 が 現 れ は じ め て い る の が 現 状 で あ る か

ら、狭 義 の 水 資 源対 策に 岡 執 す れ ば 、か えっで大きな 禍 恨 を将来に残すであろう 。 本 文 で水 資 源社会 - 経 済

の 内的適 応のすべてを尽くすことは 不 可 能 であるけれども 、以 下の展 Ｑｭ は、 過 去のノ Ｉ ，文 化 ・ ｊ Ｉ ｾ 政 治 ・ 水利 用 ・

ノ ｊ ｾ 経済 ・ ｉ Ｉ ｾ 科学の全 面的 な 批判的検 討にもとづくこと 、特 に 、 ノ ド 需要を 満 たすのは、政治や行 政 や技術では

なくてノドを利 用 す る 人 間 個 人である ， と い う 立 場 を 貫 く も の で あ る こ と を 付 記しておく 。

2. 自然 水 循 環 と の ア ナ ロ ジー

現 在 の 都市 ノ ド 需給システムは 、周知 のように 、水 源 一 導水 ー 浄 水 ー送ノ， Ｉ ｾー 配 ノ ｫ 池 一 配 水系統一水 利 用 機 器

一 排 ノド系統 一 ドノド処理一 放 流ノk 域 という一方通 行 流 れ を 、 自然の 水循 環 の 中 に;i; 1J り込ませたものである 。

もし 飲 料 水 だけを 対 象 にすると 、一般 論 として 、 豊富 - 清 浄 - 低 限 の理 惣 を満 たす * ilJ ¥Iは 、 水 利 用地 域 自身

の地 下 ノドに 求 め る こ と が で き 、 公 平 な 汲 み 上 げ の た め の ル ー ル と 地 下 水 汚 染 を 防 ぐ 下 木道 の 穏 備 によ って、

日己の 一 方通行システムも内 的適 応の 一 類型とみることができる 。 つまり、 大 きな 地 下ノ ｊ ｾ ｊｬ ￭ Ｇ 留が自然条 件 の

変 動 に対 す る 完 全 な 緩 衝装 間 と し て 働 い て い る の で あ る 。

と こ ろ が、 飲 料 木需 要 をはる か に越 えた 水 屯 規 模 で近 代 水道 が 導 入 さ れ た こ と も あ って 、ノjく源 は 遠 隔 の 表

j荒木 から j!? 水 ダムに移行した 。 こうして 、ノド 源許11だ け で外 的 適応をはかり、 一 万 流 れ の 残 余 の シ ス テ ム に は

内 的適 応 を 何 ら 加 えることなく 、 都市系を 肥 大させてしま った の が 現 状 で あ る 。 し か し こ の よ う な ぷ 源対 策

は、 ｉ ｾ ｉ 然に対して 適 応するよりもむしろ 硬 直度を 得 したのではないだろうか 。 それは 、計画 渇 水年数 の 増 大

をはかるほど 一 方 通 行 シ ス テ ム の 自 然循 環 へ の 待IJ り込 み が凶 箸となり 、 これは 水源補 償 吹 を増 す よ う な 経 済

』栄作Eによ って向平j犬できることではないからで、ある 。

ノJ，資源需給条件の 内 的 適応 と は 、 現 在の シ ス テ ム を す べ て 循環 型に変更することでは必ずしもなし、 。 しか

し少なくとも 、 ノドi原にのみ 依 存 し て い る 需 給 の 安 定 度確 保の 要 件 を 、 残 余 の シ ス テ ム に も 姉 入 す べ き で な い

か、 という 検討 が必 要である 。 穂 々の 規模 の 循環 は そ の 一 間 として 比 較 されるべきであろう 。

この場合、最も ｬ 東 開的 な 判断 準 拠 になるのも門然ノ ， Ｉ ｾ循環である 。 地 球を 閉 じた系と考えたとき、海流も含

めた 地 球 |てのノJ，循環は 、 お お ま か に い って、 太 陽 エ ネ ル ギ ー の 変動 を均分化 する 一 つ の 谷 町系 と み る こ と が

できる 。地 球 の 年平 均|経 1)' iit 857  mmに対 し、 地球 表 而 柏 1 ｣ ｮｻ ｾたりの海 Ｊ Ｚｉ ｴ が ＲＶＸ Ｎ Ｕ リットル、淡 Ｑ Ｉ Ｇ :1 t  0.1 

リ ｹ ト ル 、 ノ ｊ ，蒸気 Ｐ Ｎ ＰＰＳ リ ッ トル であることから 、ノド の大 Ｑ Ｑ 百環 は 、 海 水 Ｓ Ｗ ＰＰ 午、 淡ノ ｊ ｏＮ Ｗ 午、 ノ ｊ ｾ 蒸気 ＱＳｮ と

いう大小の ｊＡＧ ｊ Ｇｪｪｳｾ 系を 本 礎にし 、 これに付随する局 地的 ・ 同 日 引 い ｊ な循環によ っで 、 全体 としての安定を 保 って

いるといえる 。

このような向然ノ川町環 と木需 給 シ ス テ ム と の 知 比 に よ って、ノド iiJ ;W'j: 1)'  i也のイ¥1. wf: づ け や 円1I市 内!?iJ ノk ま た は 何

環系の手訂正に示唆を与えることもできるけれども、 17
、
l 的適 応 の ; 判所 にと っても っ と重 'Jf なことは 、ノJ，需 要 に



伴 う 水 利 用 価 値 の 授 受 ・伝 達 を い か な る 機 能 システ ムによ って 実 現 す る か 、 つ ま り 広 義 の 水 生 態 シス テ ム 構

造化の思考実験ができることである。

例 題 と し て 、 水 の 価 値 の 授 受 を 通 じ て 人 聞 が 何 ら か の 目 的 を 達 成 し て い る 都 市 活 動 を 、 自 然 水 循 環 を 媒 介

とした熱力学的作用に対比すれば、水需要情報は自然のエネルギー ・フラックスを決定する気象 ・海 象 情 報

に相当するであろう 。 か く し て 、 水 の 利 用 機 能 を 具 体化 する施設費用は太陽エネルギーに類比できるから、

時 間 的 ・場 所 的 な 費 用 集 中 に よ って実現 さ れ る ピ ル の 水 循 環 は 、 自 然 界 で は ま さ に一 過性の台風のようなも

の だ と 評価 されるのである 。

こ の よ う に 抽 象 化 し た ア ナ ロ ジ ー の 特 徴 は 、 水 資 源 の 情 報 管 理 シ ス テ ム の あ り 方 ば か り で な く 、 都 市 活 動

自身の合目的性の評価にも及びうることである。

3  . エネルギー問題との共通項

1 人 1 日 原 単 位 に 人 口 予 測 値 を 掛 け て 水 需 要 を 算 出 す る と い う 、 い わ ゆ る ど ん ぶ り 勘 定 型 の 予 測 は 、 最 近

ようやく影をひそめ、これに代わ って、 用 途 別 に 水 需 要 を 積 算 す る 方 式 が 採 用 さ れ は じ め て い る 。し かし用

途 段 階 で 需 要 の 評価 が な さ れ な い の で 、 結 局 、 総 需 要 が 定 常化 す る か 、 現 状 の 伸 び が 持 続 さ れ る か 、 あ る い

は も っ と 伸 び 率 が 高 ま る か 、 と い っ た 数 種 の 時 系 列 パ タ ー ン に 従 っ て 水 資 源 対 策 を 検 討 し 、 実 行 可 能 な 需 給

のガイドラインを定めて関連部門にあいまいなフィードパックをかける方法がとられることになる 。

水資源計画をこのレ ベ ルにとどめざるをえない最大の理由は、これまで、水資源計画の上位にあ った 社 会 ・

経 済 計 画 こ そ が 、 環 境 ・ 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー と い っ た 外 的 制 約 に 対 し て 内 的 適 応 型 に 向 か わ ね ば な ら ぬ に も か

かわらず、依然として G N P成 長 率 を 指 標 と し た マ ク ロ 計 画 を 固 執 し て い る こ と で あ る 。生活・産業構造を

変 え な い 限 り 、 環 境 破 域 ・ 資 源 浪 費 ・エ ネ ル ギ ー 消 費 を 増 大 し な が ら 内 需 拡 大 と 経 済 成 長 を 持 続 せ ざ る を え

ないことは、最近の国際経済問題の趨勢からも明らかである 。

これら経済の 三制約の うちで、最も重大なのはエネルギーであろう 。主 な 理 由 は 、 エ ネ ル ギ ー の 多 消 費 は

前節にふれたようなメカニズムを通じて自然の水資源条件自身に必ず影響を与えること 、 日本のエネルギ一

政策が水資源以上に内的適応をしにく くなっていること 、 お よ び 、 水 利 用 そ の も の が エ ネ ル ギ ー 需 給 構 造 を

変 え つ つ あ る こ と で あ る 。 こ れ ら 三 点 の す べ て に つ い て 詳 細 な 分析をする能力を筆者はもたないけれども 、

少なくとも第二 点 、 第三 点 に つ い て は 、 水 資 源 問 題 と 共 通 し た 解 決 の 緊 急 性 が 高 い の で あ る 。

現在の石油危機は、石油の絶対的澗渇によるものではなく、 j回渇を背景とした産油国の戦略や需給のボ、ト

ルネックによることは、水資源危機の性格と全く同様である 。 エネルギー需要の相対的評価を欠いたままた

だ ち に 原 子 力 な ど の 代 替 エ ネ ル ギ ー の 開 発 や 省 エ ネ ル ギ 一 策 に 走 る の も 、 海 水 転 換 や 節 水 機 鵠 に 短 絡 す る の

と同様である 。 そして、経済成長の単純持続は必ず、水利用量を増し、環境汚濁の総主規制も加わって、必然

的 に 大 規 模 水 循 環 の 地 大 、 下 水 処 理 公 ・ 処 理 率 の 増 大 を 要 請 し 、 こ れ が 再 度 エ ネ ル ギ ー 消 費 を 加 速 す る 。地

域 の 電 力 消 費 量 中 の 水利 用 関 連 分 の 構 成 割 合 が質 的 に 変 化 し つ つあることは 、すでに 具体 的 検 討 に も と づ い

て瞥告が発せられている。

これらより明らかなように、エネルギー ・水資源とも、社会 ・経済活動の目的を総合した手段的価値系と

して再構成し、需要構造のみなおし、利用可能量の空間的配分( 効用 ・影響の情報管理) 、時間的配分( 将来

へ の 保 全 、 貯 蔵、 時 間 価 値 の導入) 、 他 の 手 段 へ の 転 換 な ど を は か ら ね ば な ら な い 。

4  . 水 利 用 適 性 評 価

社 会 ・経 済 活 動 を 外 的 制 約 に 応 じ て マ ク ロ に 調 整 す る 政 策 に お い て 、 調 整 結 果 が 内 的 適 応 型 に フ ィ ー ド パ

ックさ れ て い く こ と は 、 問 題 が 単ー である限り可能であろう 。し か し 現 実 に は 、 問 題 は 水 資 源 ・土 地 ・エネ

ルギー ・国 際 関 係 ・・・・・・ と き わ め て 多 く 、 し か も そ れ ら に 対 し て し ば し ば個 別 対 策 が 行 わ れ る の で 、 人 間一

人 ひ と り の 生 活 に 波 及 す る 利 害 ・ 得 失 の 相 互 関 係 は 非 常 に 混 乱 す る 。 それは、社会の中での各人の役割自身

が極端に分業化されているから で あ る 。 た と え ば、 水 資 源 の 新 規 開 発 が 不 可 能 に な る と 、 こ れ を専 門にする

集団は生きがいを喪失する 。

したがって 、マ クロレベ ルの政策評価を廃し、地域単位ないし個人単位の評価を積み上げながら 、適 応 技

術 ・il 後略を適用すべき空間・時間を定めていくような方法が必要となる 。 ごれが水利用適性評価で、ある 。 本

文 で は 、 十 分 な 紙 帽 を 割 く こ と は で き な い が 、 要 請 だ け を 述 べ る と 次 の通りである 。

2 7  
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1  ) 開 発 志向でしかもト ップダウン・縦割り型の行政 機 構 を 、 目 的 模 索 志 向 で ボ ト ム アップ型の体系に組み

変えること一一一個 人 を 含 め た 多 数 の 目 的 集 団 が 自 由 に 活 動 し た と き の 相E 作 用 を 予 告 ・調 整 す る の が 行 政 の

役割である 。 この場合、相E 作 用 予 告 の 重 要 な 一 つ が 需 要 予 測 で あ る か ら 、 需 要 が 常 に 増 大 す る 予 告 を 期 待

す る 目 的 集 団 で 社 会 を 構 成 す る こ と は 適 当 で な い 。分 業 は な る べ く 下 位 で 行 う た め 、 当 面 、 徹 底 し た 地 方 自

治をはかるべきである。

2  ) 水 資 源 お よ び 関 連 す る 問 題 を 空 間 的 ・時 間 的 に な る べ く 広 範 に 認 識 し 、 そ の 解 決 策 を 、 徹 底 し た 外 的 適

応 か ら 中 間 策 を へ て 徹 底 し た 内 的 適 応 に 至 る 視 点 で 分 解 す る こ と 一 一 分 解 は 、 構 想 一 計 画 目 標 一 戦 略 一 戦 術

と い う 順 序 に 行 う の が 普 通 で あ る が 、 分 解 の つ ど対象地域をノj、さくしていき、最終的には個人にも及ぶよう

にする 。各 分 解 レ ベ ル で も 常 に 外 的 ・中間 ・内的適応策を用意することによ って、各集団は戦略や戦術の 利

害 ・ 得 失 を 合 理的に評価することができる 。

3  ) 類似の方法によ って 土 地 利 用 適 性 評 価 を 行 い 、 水 利 用 評 価 の 対 照 に す る こ と 一 一 日 本 で は 土 地 は 水 以 上

に 制 約 の 大 き い 要 素 で あ る に も か か わ ら ず 、 現 状 の 土 地 利 用 計 画 は 、 土 地 利 用 の 純 化 ( 効 率 化 ) に よ ってそ

の 上 に の る 経 済 活 動 を 最 大化する方式に偏りすぎている 。土 地 利 用 適 性 評 価 で は 、 そ の 土 地 の 果 た す 機 能 が

自然的 ・生 態 的 特 性 と マ ッ チ し て い る か ど う か 、 か つ 異 種 の 土 地利用 機 能 の 社 会 的 相 互 関 係 が 地 域 福 祉 と 整

合しているかどうかを判定する 。

4) 水 利 用 の 機 能 評 価 に も と づ き ボ ト ム ア ッ プ 型 意 志 決 定 を 行 い 、 地 域 独 自 の 水 資 源 経 営 目 的 を 模 索 す る こ

と 一 一 水 利 用 の 機 能 を 、 生 命 体 の 構 成 、 熱 容 量 、 重 力 ・ 浮 力 、 溶 解 力 、 掃 流 力 、 場 の 構 成 、 景 観 構 成 てい

どに分類し、これら手段による土地利用目的の達成度を評価する。

5  ) 上 記 の 1 ) - 4) を総合するには、多目的 ・多段階計画決定法が応用できるが、数学手法主導型になら

ぬよう留意すること一一手法適用にあた っては、調査・分析・計画試行を繰り返して 1) - 4  ) のプロセス

について十分な合意を得ておかねばならない 。 手法の要求するデータのみを集めることは危険である 。 主な

手 法 は 、 外 的 適 応 の 余 地 の 十 分 あ る ア メ リ カ で 開 発 さ れ た も の が 多 い か ら で あ る 。

5  . 水資源と民主主義

仮 の 目 標 を 「 水 資 源 不 足 時 代 に 備 え る 」 こ と に と り 、 上 記 2 ) の 考 え 方 に よ っ て 二 度 分 解 し た 戦 略 を 列 記

すると、①降雨量の長期予報システムの開発、②渇水年の緊急対策、③市民自衛策( 以上外的適応) 、 ④ 人

口 ・産業配置のみなおし 、⑤ 水 資 源配分方法の変更、 ⑥ 水 資 源 開 発 ( 以上 中 間 策) 、 ⑦ 非 用 水 型 生 活 ・生 産

へ の 転換、 ③ 節水、⑨循環再利用( 以上内的適応) となる 。各 グ ル ー プ ご と の 三戦 略 も 、 外 的 、 中 間 、 内 的

の順序に並べてある。これらと比較すると、 政府が現在重点をおいている戦略には、 ① 、 ③ 、 ⑤、⑦ が欠け

ており、その他についても次段の分解が進んでいない 。

これらをもう一段分解し、 27の戦術に つ い て 筆 者 が 検 討 し た 結 果 で は 、 ⑤ の 内的戦術として の 「 都 市 域 降

雨の水源化一一一雑 用 水 へ の 利 用 」 が 非 常 に 重 要 な こ と が わ か った。 ちょうど太陽が最も民主的なエネルギー

源 と い わ れ る よ う に 、 水 需 要 の 集 中 し た 都 市 域 に 降 る 雨 一 一 天 水一一ーも 、最も 公 平 に 供 給 さ れ 、 こ の 活 用 が

水 資 源 不 足H寺代の適応策としてばかりでなく、環境保全にも大きな役割を果たす。 全 国 平 均 で み て も 水 資 源

利用事 が1 3 %に進んでい る の に 、 国 土面 積 の 3 %強の都市に降る悶はそのまま放流されて、 汚 濁 流出 に 関与

しているからで、ある 。

筆 者 は 現 代 日 本 が 非 民 主的だとい うつもりはない。しかしこれまで、 上 流 水源 対 下 流 都 市 、 無 意 識 充 足 対

節 水 、 の よ う に 、 問 題 の 解 決 は 常 に 支 点 が一つし かない大きな秤りの上で決ま ってきた 。社 会 の 外 的 制 約 の

増 大 し た 現 代 こ そ 、 個 人 か ら 中 央 政 治 に 至 る 全 過 程 で 、 個 人 の 得 失 の 的 確 な 判 定 に も と づ く 計 画一 一民 主 主

義の次段の発展一一ーのため、水資源は絶好の素材で、はなかろうか。

(すえい し とみたろう 大阪大学工学部環境工学科 教 授)
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図水をつくる

飲 料 水 上水道の水づくり

大槻 均

1  . はじめに

上水道における水づ、くりは、わが国では約90年の歴史があり、上

水道は、水道法の目的にも定められでいるように H 清浄にして豊富、

低廉" な水の供給をはかるようにな っていることから、 一般に生水

のまま飲んでも良いほど H 清浄H とな っている 。

上水道のつくられた当初の動機は、伝染病対策としてであり、現

在のような飲料水を中心とした、* を安全かつ便利に使用するため

のものでなく、直接の動機は人間の生命を病気から守るという、何

ものにもかえがたいものとして建設されたものである 。

こうしたことから、上水道の水づくりには相当厳しい条件が課せ

られており 、 とくにわが国においては、生活環境の保全に関する環

境基準ができるまでは、水源の水質に対し、水質基準がなか ったの

にもかかわらず、給水水質には世界てもも厳しい方にぞくする基準値

が法律で定められているという、給水水質規制型の水づくりがなさ

れているのである 。

そして、最近ではわが国の上水道普及率も 8 7 %を上廻り、給水水

質についても安全性が高いことから、ややもすれば、水道の重要性

が認識されないまま、当然のこととして受け入れられているように

思われるが、実は水道をとりまく環境は変化をしており、水づくり

についてもこれに対応すべく、さまざまな方策がこうじられて現在

に至っている 。

しかし 、こうした環境の変化に対応するためには、上水道だけで

はなく、広く一般の水利用全体のサイクルの中で対応、策を考える必

要があるものと考えられるが、ここでは与えられているテーマが水

づくりであるので、* づ‘ くりの立場から、その現況と、環境の変化

に対する方策を挙け¥将来の方向について述べたい 。

2. 上水道の水源

上水道の水源は、地表ノ'J <と地下 IJ<に大別され、地表水については、

水道水源の種別( 昭和50年度)

河川水、湖沼水、貯水池水があり、地下水については取水施設とし

て、浅井戸と深井戸に分けられる 。

わが国における上水道の水源種別としては、 図ー1の r1.1<道水源の

種別」に示すように、昭和50年現在では、河川水が全体の46 .2 %と

最も多く、つぎがダムで22. 2%、深井戸が14 . 4 %、伏流水が 8.5 %、

浅井戸が 5. 5 % 、その他が 2. 2 % 、湖水が 1. 0 %の/ 1頂とな っており、

全体の約% が地表水とな っている 。

以上のような上水道の水源の分類となっているが、これらの水源

についても環境は変化しており、それが上水道の水づくりに大きく

影響していることから、ここでは河川水を例にとり、水づくりのも

ととなる水源の変還について述べたい。

水源の変遷の第一段階としては、上水道の創設時によく見られる

例で、水源で、ある河川の水質もよく、もっぱら水虫の確保を中心と

して考えられていたことから、上水道の需要地 に近い所に水源をも

うけることが考えられたが、所によっては水を自然流下で利用する

ことから 、この溶差が得られる地点を選んで取水口が設けられた 。

第二段階としては、わが国の高度経済成長と都市圏域の急速な発

展により水需要は急増し、 一方水源で、ある河川では、排水規制の立

ち遅れ、下水道の来普及等により、河川水質は悪化 し、上水道水源

の取水地点、は、良質の水が確保できる上流へと変わり、古い施設で

は休止、廃止されるところも出てきた。

第三段階としては、水需要の増加テンポは低下してきたものの、

大都市圏の水需要は増加 が続き、水源である河川については、河川

への排水規制の強化と、下水道の普及等により、河川水質の悪化 も

横パイ状態で、 一部ではわずかに良くなってきている所も出てきて

いる 。 しかし、湖、沼および貯水池においては、水の富栄養化が進

み、このため異臭が発生し、新しくこの除去が必要とな ってきた。

以上のような段附をへて、上水道の水源は変遷してきたのである

が、これに対し水づくりの側の対応としては 、第一段階から第二段

階では緩速ろ過から急速ろ過への変更をし、第二段階から第三段階

では、急速ろ過に加えで、オゾンとか活性炭処理が行われてきてお

り、現在に至っている 。

3. 上水道の水処理

上水道における浄水処理は、水道法で、原水水質がいくら良くても、

最低の条件としで、塩紫滅菌だけはしなければならないようになっ

ており、その方法は一般に浄水ろ過方式によって区分されている 。

浄水処理の方式としでは、①塩素消毒だけの方式、②緩速ろ過方

式、③急速ろ過方式、④特殊処理方式に大別され、そのプロセスは

図-2に示すようにな っている 。

そしてこれらの浄水方法の選定は、原水水質によ って大きく左右

され、ほかに浄水水量、用地、建設費、維持管理、等を考慮して決

定されるもので、それは表ー1に示すような目安で決められている 。
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このほか浄水処理にはっきものの、浄水処理過程で発生する排水

の処理があり、これが最近各浄水場に設置が義務づけられたことか

ら、浄水施設の管理 ・運転等に対し排水処理コストが相当高くっき、

浄水処理全体における大きな比重を占めてきている 。 この処理方式

の決定については、浄水場の立地条件、発生汚泥の処分先等の条件

により決: められている 。

(1 ) 塩素消毒だけ の方式

(A ) 纏素消毒だけの方式

(B) 緩速ろ過方式

(c ) 急速ろ過方式

図-2

表ー1 浄水方法の選定の目安

浄方法水 原 水
(!) 水 質 処 理 法

塩け ① 大腸菌群( l OOml M PN) 50以下 消毒設備のみとすることができる 。

棄消毒だ方式の

② 一般細菌 ( 1 ml ) 500以下

③ 他の項目は水質基準に常に適合す

る

緩逮

① 大腸菌群( l OOml MP N)  1 ，000 電車 速 対: でん池不要

以下 ろ 過 池

ろ

② 生物化学的酸素要求量 ( 8 0 D )  普 通 枕 でん池

過方式
2ppm以下

③ 年平均濁度10度以下
薬品処理可能な沈でん池

上記以外
急、 速 薬品汰でん池

ろ 過 i池 高速凝集沈で ん池

ろ

過

方式

侵食性遊自在炭酸 エ アレーション 、 アルカ リ処理

pH 調軍基 ( pH 低く侵食性) アル カ リ処理

特

鉄
前寝紫処理、 エ アレー ション 、 pH 調

殊

整、 鉄パヲ テ リア法

マンガン ① 〔酸 化) +( 1建築沈でん) + ( 砂ろ過〕

処
I河塩素処理、過マ ンガン 酸カリ ウ

理

ム処理、 ( オゾン 処 理)

② 接触ろ過法

を

マ ンガン砂ろ過、 二段 ろ 過

③ 鉄ノ f クテ リア法

含 生 物
薬品 〔硫般銅、息紫、超正化銅] 処階、 二

段ろi晶、マイ クロスト レーナ

む

臭 昧 発生原因生物除去、エ ア レーション 、

方

活性炭処理、温紫処理、オ ゾン 処 理

式

陰イオ ン活性剤、 7 ェノー Jレ等 活性炭処理、 ( オゾン 処 理)

色 度 凝 集it でん、活性炭処理、オゾ ン処理

7  'J 紫
活性 7 Jレミナ法、骨炭処理、電 解 法

(  ) は 、実際 にはあまり使用されてい ない。

3 0  

この方式は、原水の水質が良く、塩素消毒ーだけで処理する方式で、

図ー2の( 刈に示すようなプロセスとな っている 。

(2)  緩遼ろ過方式

この方式は、比較的良質の原水が年間を通じて安定して得られる

水源の場合に適しているものである 。原水の水質によっては、ろ過

する前に沈でん池を設ける場合もあるが、* をろ過する速度が、標

準で 1 日当たり 4 - 5 メートルとゆ っくりした速度で、比較的細か

な砂層でろ過する方式であり 、図- 2の(8)に示すようなプロセスとな

っている 。

(3)  急速ろ過池

この方式は、凝集沈でん池と急速ろ過池で情成されている処理方

式で、凝集沈でん池では、原水の濁質を凝集剤を使用し、薬品によ

る沈でんを行い、この沈でん水を標準で 1 日当たり 120- 150メート

ルの急速で、ろ過する方式で、ろ材は緩速ろ過j也より組い砂を用いて

ろ過するもので、図ー2の(C) Iこ示すようなプロセスとなっている 。

(4 ) 特殊処理を含む方式

この方式は、原水水質によ って( 1) - ( 3 ) までの処理施設では、水質

基準に適合する処理水が得られないとき行う処理方式で、除去する

物質により、その処理方式は異なり、代表的なものとしては、除鉄、

除マンガン設備、生物除去設備、活性炭処理設備、オゾン処理設備、

フッ素の除去設備、色度の除去設備、等がある 。

(5)  排水処理方式

浄水場において発生する排水の処理方式としては、①自然の力を

利用するものとして、自然乾燥方式。②機械力を利用するものとし

て、真空ろ過、加圧ろ過、遠心分離、造粒脱水、方式。③熱を 利用

するものとして、乾燥焼成方式がある 。

摘 要

年最高濁皮10度以下

年最高濁度10- 30度

年五2783濁 度30度以上

① 濁度最低10度前後、

最高約 1，000度以下、

変動の闘が緩端 に大

きく ない こと。

② 処理水虫の変動 が少

ないこ と。

4. 新しい水づくり

最近の水づ‘ くりにおける、環境の変化とし

て代表的なものは、水源水質の富栄養化等に

原因する異常臭気の発生であり、湖、沼およ

ひ' 貯水池を水源としている所での発生がみら

れている 。

この対策としては、現在では、オ ゾン処理

による方法と、活性炭による方法が多く 利用

されており、その処理方法はつぎのようにな

っている 。

(1) オゾン処理による方法

この方法は、オゾンの強い酸化作用により、

臭気の原因物質の分解を行い、臭気を除去す

る方法で、実験結果によれば、臭気の原因物

質によ っては決定的な除去はむずかしいとさ

れているが、有効な方法で、その処理 システ

ムは 図-3に示すようにな っている 。

(2)  活性炭による方法

この方法は、活性炭の持つ吸着効果を 利用

して、臭気の原因物質を吸着する方法で、臭

気があまり高くなく、発生期間も短い場合は、

粉末活性炭で除去する方法がとられていたが、

臭気が高く発生期間が長びく場合は、粒状活

性炭による急速ろ過方式が適当と考えられる 。

これも実験結果によれば、有効な方法ではあ

るが、臭気の原因物質によ っては、決定的な

除去はむずかしい とされている 。



原料

空買

オゾン接触そう

図-3 オソン発生および注入設備の棟準的構成図

(3)  オゾン・活性炭の併用処理

現在上水道における臭気除去方法としては、臭気の原因物質を、

酸化さすものとして、安全性、プラントとしての運用のしやすさな

どからみて、オゾンによる方法が最も有効と考えられ、吸着さすも

のとして、安全性、プラントとしての経済性、などからみて、活性

炭が最も有効と考えられることから、高い臭気の長期間にわたる発

生に対処するためには、オゾンと活性炭の併用処理が理想的な組み

合わせと考えられ、すでにわが国でも一部で採用されつつある 。

5. おわりに

上水道における将来の問題のうち、水づ くりに関係の深いものは、

やはり「水量」と「水質」の問題であり、これが今後も楽観を許さ

ない状況とな っている 。

まず「水量」の確保については、今後わが国の都市圏域では、ま

すます水資源の確保がむずかしくなる 一方であり、* も有限な資源

であることから、今までのような需要追従型の水道は今後は考えら

れないにしても、必要な水量は確保しなければならないことから、

相当長期的な戦略に よる水資源の確f呆が必要で、ある 。

こうしたこ とか ら、水づくりについても、水づくりの過程におい

て発生する浄水処理の洗 j争水等が無駄な水とならないような配慮が

必要であるとともに、その回収についても積極的に進めるべきである 。

つぎに「水質」については、前述したように河川の水質は 、いわ

ゆる生の汚水の排水が少なくな ったことにより、全体的には横パイ

または良くな って いるものの、昔の消流とまではいかず、将来は、

下水道の普及、排水処理のー普及等により、処理された排水による汚

染が進行することは予惣され、処理のむずかしい物質による汚染や、

富栄養化が進行す ることが考えられる 。

水づくりについても、これらに対する対策が必要となってくるも

のと思われる 。

こうした水質の悪化に対 しでは、生物処理等の前処理や、オゾン

・活性炭等の後処理が必要で‘ あり、それが年中継続するものでなく、

断続的に発生することが考えられることから、水づくりの施設につ

いてもフレキ シピ リティを持たせることが必要と考えられる 。

以上、水づ くりの現状と将来の 問題点について、その概要を述べ

たが、水づくりに代表されるわが国の水道技術は世界的な水準にあ

ることから、今後もこれを維持するだけの水にかかわる関係者のパ

ックアップが必要で、あ り、それがより良い水づ‘く りにつながるもの

と考えられる 。
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図水をつくる

中水道一一 ビルにおける再利用

桶 谷 剛 史

はじめに

近年、大都市圏における水需給が厳しいことから、各地で排水の

再利用が注目をあびており、とくに大都市内では大きなピルの新婚

設に多量の水需要が発生するため、ピルにおける、水洗便所 ・掃除

・洗車 ・噴水等雑用途への再利用が実現すれば、水需給の緩和にな

る。

そこで、大阪府では、ピルにおける排水再利用の可能性を明らか

にするため、 50年度より建設省の委託を受けて調査を進め、府庁舎

での約 1年間の実験的使用の成果を得ることができたので、以下に

おいて主な点を述べることにする 。

1  . ビルにおける再利用パターン

実験に先立ち、府庁舎における夏期 ・冬期の使用水量 ・排水水質

を調査した結果があるので、 表一1に示す。水使用量は夏期2 0 0 m/ 日、

冬期130ば/ 日とな ってお り、とくに厨房での使用量が多いのが特徴

表-1 府庁舎における水量 ・水質調査結果

厨 房 水洗便所 洗面手洗 洗 車 冷暖房

水 量 (rrI / 日) 85. 5 53. 2 22. 8 5. 9 34. 4 

(比 率) 42. 4 26. 4 11. 3  2. 9 17 .0  

夏

COD(Cr )  ( ppm)  732 597 106 496 106 

水

B O D  (  "  )  480 197 49 363 4  

期

質

S S  (  "  )  218 170 41 430 6  

A B S  (  "  )  54. 4 8. 7 2. 8 22. 1  0. 3 

水 量( ば/ 日) 76.8  35. 5 10. 5 3. 7 2. 3 

( 比率) 59. 6 27. 5 8. 2 2. 9 1. 8  

Aι 

COD( Cr )  (pp m)  844 719 155 19 273 

水

B O D  (  "  )  418 328 80 4  3  

期

質

S S  (  "  )  296 444 101 32 3  

A B S  (  "  )  21. 7  0.7 2. 0 0. 2 0. 2 

- 測定期間夏期49年 8 月 5 日- 8 月 9 目、冬期50年 1 月27日- 1 月31日

・水量デ- :Y li 5 日間平均値

・水質データは 5 日IUl、 1 B  4 回の平均値

3 2  建築 と社会 / 19褐年 2 月号

言十

201. 8  

100. 0 

128 .8  

100. 0 

で、水洗便所での使用量は 3 割程度である 。厨房以外の使用量の季

節変動は激しく 、と くに冷暖房用水は夏の 1 7 %が冬では 2 %と激減

する 。 日変動は、各用途とも夏に大きく、冬はそれほどではない。

時間変動については、厨房・便所用水がとくに激しい。水質につい

ては、厨房 ・便所での排水が悪く、 BODで厨房排水が4 0 0 - 5 0Opp m、

便所排水が2 0 0 - 3 0Oppmであり、一般に冬期は水使用量が減るため、

水質は悪化する傾向にある 。

当実験においては、庁舎と同様のピルを想定し、厨房排水、洗面

手洗排水を原水とし、水洗便所・洗車に再利用するパターンを考え、

水量比の違うピルにも対応できるよう、厨房・手洗両排水の混合比

率を変えて、各種の原水をつくり、処理性を確かめた。

個別ピルにおける水量 ・水質の資料は少ないが、再利用のための

原水水量と、用途別必要水量とをバランスさせるため、用途別水量

比、並びに季節変動をとらえることが必要である 。一口に事務用ピ

ルとい っても、用途別水量比はかなり違いがあり、水洗便所につい

ては3 0 - 5 0 %と予想されるが、他の用途については標準的なものは

ない。一般のピルにおける季節変動については、月平均水量の最低

(2、3月) が、ピーク (8、9月) の 6 割前後、極端な場合は半分以

下になり、用途別にみると変動の大きいもの、小さいものがあるの

で、用途別の季節変動をとらえた上での、水量バランスを考えてお

くことが必要である。ピルによっては、総合排水しか得られなかっ

たり、便所用水が多く水量バラ ンス がとれない場合は、便所排水を

利用せざるを得ない場合も考えられる 。水質についても、負荷の大

小並びに時間 ・日 ・季節による変動をとらえることが重要でトある 。

今回の実験でも、 当初の予想、と遠い、手洗排水の取水可能量が少

なか ったり、厨房排水の水質の変動が激しく、平均 B OD が 7 0 0 -

800pp m にな ったりという事態があ った。新規ピルで考える場合、

水量・水質を予想するのは難しいが、各種の資料を充分検討して設

計することが必要である。

2 . 実験設備の概要

今回は、実験的使用のため、 1 階の水洗便所 ・洗車への給水と、

プラント内における障害テスト用としての給水とをあわせて、処理

規模を 2 0 m/ 日とした 。実験設備は図ー1のとおりである 。厨房・手

洗排水を混合し、調整槽にためてから、処理装置をとおし、次亜塩

素酸ソーダによる殺菌をしてから給水する。当装置で処理目標とし

た水質は表-2のとおりである。

主な水処理装置は、循環曝気浸水ろ床処理装置( 以下曝気ろ床と

いう ) と、 移動床式ろ過装置( 以下凝集ろ過という) と、活性炭吸
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図ー1 水処理フロ ーシート

原 水 呆 統 ・ーーーー

空 気 系 統 ・ー_ _ . . -

処理水系統 ・・圃・・

汚 泥 系 統 園園田園圃 次E 温帯酸ソーダ

パキューム単による汚泥慢出

表- 2 処理水質回線値

ｾ＠ 使 所 空調( 冷却水) 洗 車

1  . 濁 度 (度) 20以下 10以下 10以下

2 . 色 度 ( 皮) 30以下 15以下 15以下

3. 臭 気 不快臭を発しない 不快臭を発しな い 不快臭を発しない

4  p H 6.5- 8. 6 6. 5- 8. 6 6. 5- 8. 6 

5. 7 ンモニア性窒紫 (ppm) 20以下 10以下 10以下

6 溶 解 性 物 質 (ppm) 1.000以下 500以下

7.  鉄 (ppm)  l. 0以下 0. 3以下 0. 3以下

8.  ' 7  ン 1i  ン (ppm) 0. 3以下 0. 3以下 0. 3以下

9.  A  B  S  (ppm)  l. 0以下 l. 0以下 l. 0以下

10. 大 腸 菌 群 (個/rne) 1  以下 1  以下

11 . 残 留 塩 素 (ppm) 0.4以上 0. 4以上 l. 0以上

12.  B  
。

o  (ppm)  20以下 10以下 10以下

13. C  
。

o  (ppm)  40以下 20以下 20以下

着装置である 。曝気ろ床は、汚水を曝気し、固定床に付着した汚泥

の聞を循環させながら浄化する装置で、最終tt 澱池がいらずコ ンパ

クトな点が特長である 。今回、 4 槽のろ床をi i 1 i 列につないだが、バ

イパスを設けて、原水によ っては 3 槽、 2 槽と省略できるようにし

である 。凝集ろ過は、凝集とろ過が同時にできる装置で、自動的に

連続ろ過ができる点が特長で、 tt 澱池もいらずコ ンパ ク卜である 。

活性炭吸着装置は、圧力式下向流のもので、水質悪化時の安全弁と

してつけたものである 。

3. 実験結果

(1) 処理能力

汚濁負荷の大きい厨房排水の混合比率を変化 させ、 8 0 0 1 0 0- 400

ppmの原水をつくり、処寝性を確かめた。曝気ろ床処理後20- 5Upp m、

凝集ろ過処理後 4 - 17ppm、活性炭吸着後3 - 6ppmとな った。 曝気

ろ床処理では80- 9 0 %の 8 0 0 除去率が得られたが、夏期( 水温18

- 32"C) においては、 200- 40Opp mに対し、 2 槽( 滞留 8 時間) で80

% 以上の除去率を期待でき、冬期( 水温 8 - 15' C) では、 8 0 %以上

期待するには、 100pp mに対しては 2 槽で充分であるが、 300- 400 

p p mに対 しては、 3 槽 (滞留11時間) が必要である 。

処理水質の変動には、やはり原水水質の変動が大きく左右するが、

厨房の排水の水質は、時間・ 日変動が大きく、 16時間分の調整槽を

設けているにもかかわらず、 5 0 %の変動率( 標準偏差/ 平均値) があ

り、とくに夏に激しいため、処理水質に与える影響を考慮に入れる

必要がある 。凝集ろ過は 、薬注操作の是非が処理水質に影響を与え

るが、 75- 8 5 %の除去率が得られた。

曝気ろ床、凝集ろ過の連動により、 9 5 - 9 8 %の除去率が得られた 。

同時に S S では、 80- 20Qpp mに対し 9 0 - 9 7 %、cooでトは 60- 15Qppm

に対し、 88- 9 0 %の除去率が得られた 。

A 8 S の除去に関しでは、原水が10pJ . l TI以下で、あれば、曝気ろ床で

1  ppm程度に落ちつき、凝集ろ過を経ると、 1 ppm以下の目標水質

を満足する 。実験では、活性炭吸着まで行うと発泡の問題はなか っ

たが、凝集ろ過までだと、完全には発泡は防げないとおもわれる 。

色度については、原水76度に対し、凝集ろ過までで14度、活性炭

吸着で 6 度となり、凝集ろ過まで処理すれば8 0 %の除去率が得られ

た。表-3に 7 - 11月における水質分析結果の平均値を示 しておく 。

褒 -3 水質分析結果 (51年7月8日- 51年 11月6日の平均値)

混合 原水

曝 気 ろ床 曝気ろ床 凝集ろ過 活 性 炭 題素滅 菌

Ｒｾ 自 流 出水 4憎流出水 処 理 水 処 理 水 処 理 水

S S  (ppm)  159 39. 6 28. 9 5. 7 3. 2 

B OD  (ppm)  227 35 .0  24. 7 4.0  3. 3 

C OD  (ppm)  134 5l. 9  34.5  1l. 3  4. 7 5. 2 

A B S  (ppm)  6. 4 0. 5 。目06 0. 17 

色度 (度) 66. 8 35.0 24. 5 13.0  7. 2 6. 6 

(2) 処理システムの提案

以上の実験結果から、今回の目標水質( 洗車用) を達成するた め

に、原水水質の 3 つのレ ベル (表-4) を仮定し、これに対する処理

システムを提案すると、 図ー2のようになる 。シ ステム I 、Hでは曝

気ろ床 2 槽、 システム E が 3 槽である 。いずれの場合も活性炭吸着

は必要ない。

日常の維持管理として、 pH、透視度、水温を主体とし、水量 ・空

気量・汚泥の性状・機器等の点検程度を行えぱ、充分能力を発揮で

きるため、作業工数も 0. 5 工数で充分である 。 目標水質のチ ェッ ク

も月 1 回程度でよいと考えられる 。

(3)  ウィルス除去効果

エ ンテロウイルスのモデルとして、大腸菌フ ァージox 174 を用

いて、モデルプラ ントの各処理段階における除去効果を実験したと

ころ、曝気ろ床処理では、ほとんど除去効果はなく、凝集ろ過処理

後において完全に除去できた。

実験室において 、oX 174 と実際のエコー ウィルスを用い、凝集

3 3  
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図-2 原水水質別処理システム

i : t 稼+ 砂ろ過の除去効果を比較したところ、 φ x 174 は完全に除去

できるものの、エコーウイルスはかなりの残存がみられ、完全に除

去するには、活性炭吸着が必要であ った。つま り、 ox 174 のよう

に、形状 ・大きさが極めて類似したモデルでも、実際のウイルスと

は挙動が異なることが判 った。

現段階では、活性炭吸着を行わない場合、塩素・オゾン等による

殺菌をして、安全を期すべきであろう 。

(4 ) 機器障害

実際に給水される水をタンクにため、各種材質のパイプ内を循環

させ透水し、試験片はタンク内に浸水させ、 242 日関連続で、行 った。

腐食については、 SGP、S GPW、CIP、SS41等の炭素鋼および

亜鉛系材料に認められ、銅、鉛、プラスチ ック系材質には発生しな

かった。スラ イム、スケールについてはとくに障害は発生しなかっ

た。便器、フラ ッシュパル 7"等についても 水道水通水のものととく

に差がなか った。 クーリングタワーも約 3 カ月通水を行ったが、機

能上問題はなかった。

障害テストについては、活性炭吸着後のかなり良い水質における、

通水期間の短い結果であり、今後、通水期間が長くなったとき、水

質低下したときの障害を確かめる必要がある 。

(5)  利用者の意議

府職員 ・外来者に対する アンケート調査の結果、水道水と比較し

て、発泡など多少の差は指摘するものの、 7 - 8 安IJ の人がとくに不

快感なく使用しており、今後も使うとい う人が大半であ った。

洗車用としては、洗車機での使用と、蛇口でのホースによる使用

の両方を行ったが、便所用水と遠い、直接手にふれる機会があるた

め、不快感を示す人がやや多かった。

水不足、再利用に関する理解はかなりあり、再利用用途も 7 - 8

割の人が、水洗 ・洗車 ・散水まで使用できると答えている。

今回の実験では、実際に使用された水が、目標水質よりも良いと

きが多かったため、提案された目標水質での意識とは考えにくいが、

初めての試みに対する意識としては、比較的肯定的であり、今後H 慣

れる H ことにより、抵抗感が少なくなることも考 えられる。

4. 再 利 用 の 経 済 性

3-( 2)で提案されたシステムに対し、処理水量規模別のコストを試

算すると、 表ー5のとおりになる 。

現在の洗車給水用の目標水質であれば、原水水質の途いのコスト

への影響はあまりなく、 2 割程度のひらきで290円- 3 6 0円である 。
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表- 5 水処理コ スト比較表

処理規様i J lJ ( システム n )

システム別

( 水盆規模150m' I 日)

項 目
50( m'  I 日) 1 5 0  3 0 0  システムI システム日

機 械 償 却 ' w 275. 5 178. 6 135. 3 173.2  185. 3 

電 カ 1主 42. 8 27. 7 2l . 0  27. 0 29. 1 

使 用 薬 品 質 15.1  15.1 15.1  15. 1 15. 1 

7自 粍 ロロロ 1主 6.8  4.4 3. 3 4. 4 4.4 

汚 泥 処 分 焚 50.8  50. 8 50. 8 23. 7 77 .9 

人 件 1主 150. 0 50. 0 25. 0 50. 0 50.0 

再生水単価( 円1m' ) 54l . 0  326. 6 250. 5 293 .4 36l. 8  

0 積算範囲は調整憎から処理水槽までの、ポンプ、プロ 7 一、単位装置、書E注設備、憎、

弁、管等の必要織器を含むが、用地質、土木建築費、配管焚等は含まない。

0 償却費は12年償却、金利10%とした。

0 電気料金1111円I K WH、負荷率80%とする。

Ｐ 汚 泥処分ｾは、 ＴＮＰ ∞円 Ｑｭ ・の綴出資とする 。

0 人件貨は 1工数15.0∞円とし、作業工歓0. 51日とする。

水処理規模によるコスト変動は大きく、 50m' / 臼で540円、 300m' / 日

で250円と、 2倍のひらきがある 。 とくに機械償却費、人件費の差が

大きい。

システム E についてみると、機械償却授が51- 5 5 %、人件費10-

2 8 %、汚泥処分費1 0 - 2 0 %と高く、他の維持管理費は 1 2 - 1 6 %、40

- 65円とな っている。

水処理コストだけをみると、 300m' / 日以上の主財莫であれば、現在

の上下水道料金( 大阪市では240円/ ば) に匹敵するが、土木建築費、

配管費、用地費等を含む場合はさらに 3 - 4 害IJ の割高になると考え

られる 。

5. 残された主な課題

( 1)  汚泥処分の問題

今回の積算では、汚泥処分貨は搬出資としてみた。現在、再利用

施設から出る汚泥だからといって規制はとくにないが、何らかの規

制を受けるとなると、再利用導入上の大きな制約条件になることが

考えられる 。下水道への投入がe可能で、あれば、コ スト低減になるが、

単独ピルで脱水や焼却まで処理をするとなると不可能に近いため、

汚泥処分の取り扱いについては、 今後の総合的な検討が必要である。

(2)  制度上の問題

排水の再利用を促進する上で、雑用途への上水の供給を制限でき

るかどうか、水道法との関連を考慮する必要がある 。 また、雑用水

道として位置づけられるときの法制度を整備する必要がある 。

6. まとめ

今回の調査結果では、再利用コストが非常に高くっき、実用化の

ネックになると思われるので、今後の検討によってコストの低減を

はかる必要がある 。 たとえば、目標水質の緩和、低負荷排水の利用

による水処理の簡易化、いくつかのピルでの共同利用による規模の

メリットの追求、などが考えられる 。 さらに、建築費用の噌分に対

する助成、融資函での優遇、あるいは国定資産税の減免などの措置

や、施設設置スペースを容積率の対象外にする、 二重配管を義務付

けるなどの法制度菌での措置を検討すれば、再利用が促進されるこ

とになるであろう 。

現在ピルで実洞化されている再利用としては、水処理メーカーの

P R 的なものが多いが、今後各方面での実用化や実験の積み重ねに

よって、問題点がさらに明確になれば、再利用の促進に役立つこと

になろう 。
( おけたに こうじ 大阪府企画部水資源諜)



中水道 一住宅公団おける中水道方式開発実験

図水をつくる

幹彦大槻

中水道とは、下水と上水の中間的な水質の「水」と

いう意味で生まれた 言葉であり、ほかに汚水の再利

用水とか雑用水などと呼ばれることもある 。 それは

下水の処理水、工場廃水、雨水、および河川水等を

原水として、飲料水ほどの水質を確保しなくても利

用上支障がない用途に対しては、その用途に応じた

水質の水を供給しようとするものである c

近年、わが国は経済の高度成長とともにあらゆる

産業の開発が進み、国民生活は著しく向上したが、

反面その生産の増大や人口が都市およびその周辺に

集中する現象は、各地で環境破壊をもたらし、とり

わけ公共水域の水質汚濁や水質源の不足という深刻

な社会問題をひき起こしている 。

そのため、国や自治体は住み良い環境づくりに努

力し、水質汚濁防止に関しでも、排水基準を定める

条例の改正強化を行い、新しい上乗せ基準を定めて

各事業場の排水の規制をするほか、下水道の整備、

土地利用の適正化、および水質汚濁防止に関する監

視体制の確立等、総合的な施策を講じている 。

一方、水資源については、阪神地区を例にとって

も、その需要は経済活動の停滞も起因して、 一時は

減少の傾向を示したものの、その都市用水の需要は

すでに水利枠を超えており、今後ダムの建設ならび

に琵琶湖開発事業等の開発水量を加えても、昭和55

年には阪神地区全体で約28m';秒の水資源の不足が予想、されると言わ

れており、将来、この給水需要に対応する水資源は河川、湖沼の汚濁

の進行、取水に対する地元民のコンセンサス、およびダムなどの水

資源開発に要する費用の大幅な増加等が重な って、その確保は困難

であり、水利用の合理化、水の再利用等の推進をはかる必要に迫ら

れているのが現状である 。

従来、水質汚濁防止の要求に対して、公共水域への放流水中の汚

濁物質の濃度を規制し、 三次処理を行 って、これに対応しているが、

これをさらに強化して廃水の排出総量を低下させる、いわゆる総量

規制の傾向が強ま っていることを考えるとき、廃水を高度に処理し

て水質を 一層改善するとともに、これを再利用して廃水としての排

出量を減少させ、水質汚濁防止と水資源の確保という諜題を両立さ

せるためには、中水道の開発が不可欠のものであると考えられる 。

とくに住宅団地の下水処理水は工場廃水のように特殊な重金属も含

まず、河川水のように水利権もなく、特別な取水装置も必要とせず、

常に安定した供給量が得られるという利点がある 。

社

会

的

要

求

1  . 中水道の必要性

S. 55年度

( 注) S. D :  Spl ay D，'ye r  ( 熱風乾燥処理装置)

P.C .T 方式 : Physical - Chemi cal  Was l e  Wal er  Tr eal menl  ( 物理化学処理)

な可能性を立証して、現在中水道の試行のために東京支社芝山団地

において施設の建設を完了したところであり、この中水道計画を含

めた水合理化に閲するトータルシステムの開発計画は図 1 に示す

とおりである 。

この中水道開発実験の内容ならびに成果については、当公団「調

査研究期報」に詳細に報告されているが、ここではその概要を紹介

することとしたい。

図- 1

- 中水道の用途範闘と給水量

住宅団地における上水の利用用途には、飲用、炊事、洗濯、清掃、

風呂、水洗便所、洗車、散水等があるが、中水道としての供給範囲

は飲用、炊事を除いたものが考えられる 。 そしてそれぞれについて、

a  ) 用途別にど. の程度の水質が要求されるか

b  ) 要求される水質を得る処理技術は可能か

c  ) 使用者の感覚としてどの程度の用途まで容認されるのか

によ ってその使用用途を、つぎのように分類している。

第 I 類便所、散水、洗車、小111、j也、消火用水等

第 E 類 洗 滋、清掃

第凹類風呂、手洗、プール
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2. 中水道計画と開発実験

以上のような社会的要求にもとづく中水道の必要性に対応するた

め、 日本住宅公団では中水道計画を立案し昭和47年度よりその基礎

調査研究を実施し、昭和48年度には開発実験に着手し、その技術的
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用水量と 、用途別
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表一 1 家庭内使用水量に対する割合 ( 再利用率)
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た結果、 表- 1 の

結果を得ている。

そして今後中水

道を実用化す るに

当たり、その給水

量を将来の水需要

に対する増加を見

込んで、昭和60年

における l 人 l 日

平均使用量および

l 人 1 日最大使用

量についての調査

報告からそれぞれ

の用途別給水量を

表 - 2 のとおり策

定している 。

・中水道の水質基

準

中水道の水質に

ついては法的な基

準はないが、利用

者が感覚的に不快感を受けないこと、現在の浄化技術で容易かっ安

定的に得 られる水質であること、および衛生上安全な水質であるこ

とを基本にして、利用者に容認されやすいと思われる第 I 類の用途

に限定して、 表- 3 の水質基準を定めている。

・鋼藍槽の有効性

表- 3 第 I 類用途における水質基準値

基 準 項 目 単 位 基 準 値

臭 気 不快臭を発しない

色 度 度 10・以下

濁 度 度 5・以下

全 蒸 発 残 留 物 p p m 500以下

ごtチw  
、麹

物 ppm 5 以下

p H  5. 8- 8. 6 

C OD.  KMnO.  p p m 20以下

B.  O.  D5  p p m 10以下

燐 酸 イ オ ン p p m 0. 5以下

陰イオン界面活性淘j ppm 1. 0以下

大 腕 菌 群 1国Iml 検出されないこと

一 般 細 菌 群 f園I ml 100以下

残 留 塩 紫 ppm 0.2以上

汚水を再利用するためには、高度処理である 三次処理装置 が必要

である が、この三次処理を有効に機能させるためには二次処理水の

安定性が要求される 。とくに住宅団地の汚水は 1 日の流入汚水の時

間的変動 が大きく 、午前 9 時- 12時、午後 6 時 - 9 時頃の間にその

他 の時間の流入水量の 2 倍 - 3 倍になる特性があり、二次処理にお

ける浄化機能を不安定にしている 。

そこで中水道実験に先立ち、汚水の流入変動を均一化 する調整槽

の機能実験調査 を行い 、調整槽の有効性を立証している。これを要

約すれば、

a ) 調整槽容量は 、豪雨時に流入水量が異常に増加する場合や、施

設にトラブルが起きたとき流入水を一時的に止める場合等の、特殊

のケース以外には、計画時間平均汚水量の 4 - 5 時間分の容量があ

れば、流入汚水量を平均化できる。

b ) 調整槽を設置したことにより調整槽流出水質は S S ， B O D， 

C O D，とも に平均化され、調整槽容量 5 時間以上でその効果は大

きく、 8 時間では水質濃度の均等化 はきわめて高度に行われ、エア

レー ションタンクへ流入する汚濁負荷をも均等化することができる。

c  ) 調整槽のないエアレーションタンクの活性汚泥の S V  1が 250

- 300me/s ; であるのに対し、調整槽を設置したときのエアレーショ

ンタンクの S V  1  は150me/s ; 前後を示し 、 S V I が顕著 に低下し、

安定した二次処理水が得られる 。

・中水道実験

すでに述べた中水道の用途範囲、使用水量、水質基準にもとづいて
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No.l パイロ ットプラン卜

No.2 パイ ロットプラン 卜

No.3 パイ ロットプラント

てこれを実用化するため、現在研究開発の進んで、いる種々の三次処

理装置から、中水道処理装置として必要な組み合わせを 明 らかにす

ると 同時 に、そのj争化効率、経済性等について調査研究が行われて

いる 。

まず第 l 次調査研究として凝集沈澱、ろ過、オゾン処理、曝気ろ

過、活性炭処理の単位プロセスを組み合わせた 3 系列の三次処理装

置の機能を調査し、つぎのような結果を得た。

a ) 汚水を浄化して再利用する場合、使用者の視覚、臭覚の面で不

安感や嫌悪感をもちやすいため、それらに対する水質指標として色

度、濁度、臭気等に対処できること 。

b ) オゾンによる殺菌効果も十分認められ、塩素消毒との二重の殺

菌工程により衛生的に十分対処できること。

c ) 配管、衛生器具、量水器等への中水の影響は上水と同等の結果

が得られ、腐触、スライム、スケールなとe についても支障となる事

伊lカヨ志められないこと 。

そこで凝集沈澱、ろ過、オゾン処理を基本フローとして第一次調

査研究 における単位プロセスの組み合わせを改良 し、三つのパイ ロ

y トプラントを設定して引き続き第二次調査研究として 、装置の運

転条件、中水の水質の安定性、 S樹寺管理の技術的な問題点 、水質監

視の自動化 を目的とした T O C連続測定の実験および中水の貯溜実

験等を実施している 。それそ、れのパイロットプラン 卜のフローと 水

質検査の結果は表- 4 、5 、6 に示すとおりである。

これら 一連の長期にわたる中水の水質試験の結果、 表 ワに示す

とおり、凝集沈澱工程では濁度、色度、 S S 、 B O D、C O D等は

除去率50%以上の浄化能力があり、適正な薬j主量、 p H調整、枕澱

池の水面積負荷等を設定することにより水質変動を少なくすること

ができる 。 またろ過工程では、中水水質基準値( 第 I 類) の大部分

の項目を満足する浄化能力が得られている 。 しかしあくまでも 二次



表 - 4 No. l パイロ ッ トプラント水質鼠M.

よぞ
p H  

濁 度 色 度 5 5  ∞ID(Mn)  B O D  T O C  T - P  T - N  A B S  大腸菌 一般細菌ー

臭 気

( 度) ( 度) (時 / I} ( mg/ I)  ( mg/ I)  ( mg/ I )  ( mg/ I)  ( 時 / 1) (mg/ I )  ( 個/ ml ) ( 個/m! )

二 次 処 理 水 7. 03 6  32 18  24. 1 29 20. 5 9. 13 25. 2  0. 28 下水臭

凝集i : t 澱水 5. 92 3  18 7. 0 9. 0 6. 0 8. 9  0 .42  19. 2 0. 37 12  205  
。

ろ 過 水 5.88 2  16 2. 3 8. 6 4. 2 7. 8 0. 09 18. 7 0. 44 3  13  
名目，

オゾン処理水 6. 18 0. 5 2  1. 0  6. 3 3. 0  8. 0 0. 13 20. 7 0. 08 
。 。

微カピ臭

塩 素 消 毒 水 6. 50 0. 5 3  1. 3  6. 3  3. 3 7. 9 0. 21  お . 0 0. 11 
。 。

名〉

ヨ隆一 5 No. 2 パイロ ッ トプラント水質鉱験値

よぞ
p H  

濁 度 色 度 5 5  COD( Mn)  B O D  T O C  T - P  T - N  A B 5  大腸菌 一般細菌

臭 気

( 度) ( 度) (mg/ I)  ( mg/ I)  ( mg/ I )  (mg/ I)  (mg/ I)  (mg/ I)  (mg/ I)  (倒/ml } (個/ ml }

二 次 処 理 水 7. 0 20 65 27 21. 8  20 19. 2  13. 4 31. 2  0. 08 下水臭

凝 集 汰 深 水 6. 3 8  32 18 10. 9 6. 5 11. 5  1. 63  26. 7 0. 14 150 
4少

ろ 過 水 6. 29 l  30 3. 3 8.  7  5. 4 11. 3  0. 80 26. 7 0. 12 30 25 
"  

オゾン処理水 6. 6 0. 5 3  1. 2  6. 5 6. 0 8. 7 0. 31 25. 0 O. ∞ 
。 。

カピ臭

活性炭処理水 6. 65 0. 5 3  0. 4 4. 8 7. 8 6. 6  0. 10 26. 7 O.∞ 
。 。

微カピ臭

塩 素 消 毒 水 6. 75 0. 5  3  0. 4 5. 2  5. 1  7. 1 0. 23 24. 8 0. 01 
。 。

"  

」ー

表- 6 No.3 パイロ ッ トプラント水質鉱験値

よぞ
p H  

濁 度 色 度 5 5  COD( Mn}  B O D  T O C  T - P  A B 5  大腸菌 一般細菌

臭 気

( 度) ( 度) ( mg/ I)  ( mg/ I )  (mg/ I )  (mg/ I)  

一 次 処 理 水 7. 0 25 1∞ 11 18. 0 18. 0  22. 3 

ばっ気ろ過水 6. 95 10 60 17 15. 5 5. 4 22. 9  

凝集i : t 澱水 5. 95 5  15 15 6. 6  、4. 5 9. 4 

ろ 過 水 6. 25 5  10 15 6. 3 4. 0 10. 3  

活性炭処理水 6. 印 0. 5 10 1. 0  4. 5 3.  7  7. 4 

オゾン処理水 6. 75 0. 5 $  1. 2  3. 8  3. 0 7. 7 

塩 素 消 謎 水 6 .95 0. 5 3  2. 8 4. 2 2. 9 8. 0 

表- 7 処理工程別水質鼠験値

よ:------ど?

二 次 処 理 水 凝 集 i : t 澱 水

最低I直 最 高 値 平 均 値 最低f直 最 品f庄 平 均 値

水 温( ' t )  13. 7 16. 1 15. 1  13 .0  15. 0 

p H  7. ∞ 7. 07 5 .95 0 .30 

濁 度( 度) 5  20 16. 7 3  8  

色 度( 度)
30 65 48. 3 20 32 

5 5  (mg/ l )  8. 1  27 18  8  18  

C  0  D(  Mn)  ( mg/ ! )  13.3  23. 2 19 .4 8. 3 10. 9 

B  0  D  ( mg/ ! )  13  27 20 3. 6 6 .5  

T O C  ( mg/ ! )  18. 0 21. 1  19 .4 10. 1 11. 5  

T - P  ( mg/ ! )  9. 18 13 .40  11 .19 O.ω 1. 63 

T - N  ( mg/ ! )  
29 .9  

NH. - N ( mg/ ! )  
15. 6 

A  B  S  ( mg/ ! )  0. 08 0. 22 0. 17 0. 14 0. 31 

処理水質の安定が前提であり、この実験でも明らかにその必要性を

裏付けている 。オゾン処理工程では適正なオゾン注入量、接触時間

により脱臭および脱色ならびに滅菌に有効な結果を得ている。活性

炭処理工程はそれ以前の処理工程で、水質が基準値を超えている場

合に処理水質を安定化させるのに有効であることが判明している 。

その他、中水を配水する場合の配管、衛生陶器設備、およひli 立水

器等に与える影響も併せて調査されているが、配管の場合は水道用

亜鉛鍍金鋼管と配管用炭素鋼管については腐触が起こり、亜鉛の溶

出が認められたが、他の両す触鋼管、石綿セメ ン ト管等は中水道用の

配管材料として十分使用が可能で‘ ある。衛生設備についても 中水の

影響は機能上問題となるようなことは見出されず、上水用量水器を

用いた中水の通水試験についても流量器差、材質への影響に閲する

問題点は見出されていない。

14 .2 

5  

2. 5 

13 

9. 8 

5 .4 

11. 0  

1.21 

23. 9 

14 .5  

0. 23 

(mg/ l )  (mg/ I)  (個/mI}  (個I ml }

9 .01 0 .19  下水臭

3. 95 0. 27 2500 
。

1. 00 0. 17 3  幻4
"  

1. 46 0. 16 46 815 
。

0. 10 0. 11 5  134 カピ臭

0. 29 0. 02 
。

l  微カピ臭

0. 28 O. ∞ 
。

l  微塩素臭

オ ゾ ン 処 理 水 活 性 炭 処 理 水

最低f直 最 高 値 平 均 値 最低f直 最 品 値 平 均 値

9. 8 16. 0 13. 1 9. 8 14. 9  12. 9 

6. 15 6 .60 6. 30 6. 65 

0. 5 2  l  
。 0. 5 0 .3  

2  3  2  3  2  

1. 2  6. 2 3  0 .4 1. 0  0. 7 

5. 5 7. 1  6 .3  1 .4 4. 8 3 .2  

2 .0  6. 0.  3. 7 1. 1  7. 8 5. 3 

8. 0 9. 5 8. 7 5. 5 6. 6  6. 2 

0. 31 0. 96 0. 62 0. 02 0. 19 0. 10 

23 .8  23 

15. 9 15. 3 

o∞ 0. 15 0. 05 0. 00 0. 13 0. 04 

3. 中水道の今後の課 題

以上、住宅公団におけ る中水道実験の成果の概略を紹介したが、

住宅公団のみならず、水資源の確保という命題のもとに各地で、廃水

の再利用に|渇する調査研究が進み、すでに公共下水道の処理水を工

業用水に再利用したり、オフィスピルの廃水を循環利用する実施例

が見受けられるが、これを家庭用水にまで再利用するについては幾

多の解決しなければならない問題が謀せられている 。

それは中水道に係る水質基準、構造基準、維持管埋基準等の整備

と統ーであり、また中水道施設の建設費、管理費に対する財政上の

助成措置および上水道に対する経済負担の適正化により中水道との

バランスをはかること等である。

加えて中水道の必要性、安全性等の知識を普及させ社会的に容認

される環境づくりを促進しなければならないと思われる 。

( おおつき みきひこ 日本住宅公団関西支社建築昔s給排水課長)
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造 水 家島の1，000トン/日 海水淡水化装置

国 水 をつくる

であり、水不足は年々深刻な問題とな っていた 。

このような窮状に対し、海水の淡水化が検討され、その結果、昭

和48年、 49年、 50年の 3 カ年継続事業で同町綱手の浜 ( あでのはま)

に長管式多段フラ ッシュ法による 日産 1，000 トンの海水淡水化施設

が建設されることが決定し、 50年に完成をみた 。

完成した海水淡水化装置は、世界で最も効率のよい装置として設

計されたものである 。

幸雄

家島の沿革と概況一 一

家島群島は姫路市の南西、播磨灘の中央に位置する 44の島の総称、

であり、明治 8 年 7 月群島が飾磨郡に編入され、明治22年には町村

制の実施により、部落を総合して行政区を設け、村長を置き、 U15和

3 年11月間T制を布き「家島町」と改称した 。昭和25年瀬戸内海国立

公園に編入、昭和32年には離島振興の指定を 受けて現在に至 ってい

大屋

多段フラ ッシ ュ型海水淡水 化装 置 とは一 一

真空ｾ内に、その真空に相当する飽和温度より高い温度の海水を

注入すると、器内に入る瞬間その海水が自己蒸発を起こす現象が見

られ、この現象を「フラッシュ蒸発」と呼んでいる 。 この原理を海

水の淡水化に応用したのが、フラ ッシュ型海水淡水化装置である 。

その作動は第 1 図に示すように 、海水供給ポ ンプより送ら れた海

海水

( 取水口よ り)

気水分灘器

第 2 図

多段フラ ッシ ュ型

海水淡水化装置の

摘造( 長管式)

ｬｊｌａｨ｣ 己ｾ 巳と ￒＨ タ＿＿へ Ｉ
ドレンタンヲヘ ブラインポンプ，膏木ポンプ

第 1 図 フラ ッシ ュ型海水淡水化装置流体系統図

水は、蒸留器の中を冷却水として通過し、その間に予熱され、ブラ

インヒータで加熱蒸気により所定の温度まで加熱され、蒸発室へ導

入される 。蒸発室は、抽気エゼクタによ って真空に保たれているの

で、導入された高温海水は、フラ ッシュ蒸発を起こし、 一部は水蒸

気となり 、蒸留器に入り、復水され清水となる。フラッシュ型海水

淡水化装置は、他の型式の海水淡水化装置のよ うに加熱管の表面に

おける蒸発ではなく、フラッシュ蒸発の原理を応用しているため、

スケールのイ寸着がほとんどない

ことが大きな特長である 。また

海水淡水化装置によ って製造さ

れる水のコストを低減するため

には、燃料がとくに安価な場合

を除き、できるだけ少ない熱源

( 加熱蒸気) で、多量の造水を

行うことが必要である 。言 い換

えれば、熱経済性( 造水量/ 加

熱蒸気量) を高めることが必要

なのである 。

る。

本地域は家島、坊勢島、男鹿島、西島 よりなる総面積19. 7km' の地

域で、行政区域は飾磨郡家島町に属 している 。人口は、 2，430 世帯

約10，500人で、交通は姫路~家 ・

島問 (約18km所要時間60分) に

定期航路が運航している 。産業

は海運業、水産業、および石材

採掘業が主要産業であり、町の

発展を支え、島のエネルギー源

とな っている 。 また、農業は平

坦地 が少なく、水の{更も惑いた

め専業者は多くはない。

兵庫県

.r 
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ン

ヒ
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タ

家島の水道設備の現況と海水淡水化装 置 建 設 までの あ ゆみ 一一

昭和29年から昭和41年にかけて、 2，400 世帯約10，000人の慢性的

水不足を解消するため、 4 つの簡易水道が布設されたが、気象的、

地形的に水の絶対量が限られるため、簡易水道に 全面的に依存する

ことはとうてい不可能であり、時間給水は一年中続いた 。

そのため昭和41年、水運搬船「水道丸J (180 トン) が進水し、対

岸の赤穂市より日量約 620 トンの浄水が運搬され、島の水不足を補

っていたが、夏の台風、春の滋霧時など、 3 日も 5 日も航海不能と

なり、また町民の生活水準の向上 とともに、水の需一要は増える一方

¥I!築 と社会 / 1978年 2 円円38 



第 1 ;喪 海 水 淡 水 化 装 置 の 仕 織

項 自 内
句ｴ 、ｾ

型 式 長管式多段フラッシュ蒸発法

作 動 方 式 プライン再循環 式

スケール制御方式

p Hコントロー Jレ方式

ポールクリーニング装置併用

進 水 能 力 1，000 トン/ 日

製 造 水 純 度 50ppm 以下( 全図形分)

製 造 水 温 度 34"(;  

造 水 比 12 

段 数 33段

原 水 の 水 質 標準海水( 全図形分35，脚 ppm)

原 水 の 温 度 26"( ; ( 計画温度)

原 水 必 要 量 237t / h 

蒸気圧力・温度 8. 依 g/ a! G 178"(; (飽和)

力日 費生 用 3 .47t / h 

蒸 気 消 費 量 エ ゼ ク タ 用 0.39t /h 

dロh  
言十 3.  86t / h 

電 源

6 ，600V 3 相 60Hz 受電

( 動力 440V 照明1 l 0V)

mカ 消 費 量 約 24依 W h

熱経済性を高めるには、蒸留器における熱回収率を高めればよく、

それには蒸発室の数( 段数) を増加する必要があり、多くの蒸発室

を有するフラッシュ型海水淡水化装置が生まれた。

この装置が「多段フラッシュ型海水淡水化装置」と呼ばれ、最も

効率の高い海水淡水化装置として広〈使用されている 。 ( 第 2 図参

照)

多段フラッシュ型海水淡水化装置の特長一 一

1  . 段数を増加することにより、熱経済性を非常に高いものとする

ことができる。

2. 熱源として、低圧蒸気や排気ガスなどの安価なものを利用する

ことができる。

3. 蒸発方法がフラッシュ蒸発で、あるため、蒸発表面のスケールの

付着がなく、長期間にわたって造水能力を低下させることなく、

連続運転を行うことができる 。

4. 海水から高純度の清水が得られるので、飲料水 ( 20- 50 p.pm.  )  

はもちろんのこと 、ボイラ給水 ( 2 - 10  p.pm.  ) にも、そのまま

使用することができる 。 また構造を一部変更することにより、 l

p. pm. 以下の高純度の清水を得ることも可能で‘ ある 。

5 . 構造が簡単で、コンパクトであるため、建設費が低廉である 。

6  運転操作が簡単で、自動制御も簡単に行うことができる 。

7 . 造水量および熱経済性の選択が自由であるため、使用者側の諸

条件に応じて、最も経済的な装置を設計することができる 。

フローシート( 第 3 図参 照) ー一一

海水ポンプにより送られた海水は、 一部が蒸発器熱放出部 (33→

31段) の蒸留器へ、残りがエゼクタ復水器を経て、コ ンデンセー ト

クーラへ送られる。蒸発器熱放出部の蒸留器を通過した海水の一部

は補給水として、薬品( スケール防止用) を注入された後、脱ガス

器へ送られ、残りは系外へ排出される 。

Jl 見ガス緩から最終段蒸発室( 第33段) に送られた補給海水はプラ

インと混じり、ブラインの濃度を下げる 。この薄められた プラ イン

の大部分は、第30段から第 1 段までの蒸発器熱回収部の蒸留器内を

冷却水として順次通過し、各段で発生した蒸気を凝縮させて、次第

に温度上昇し、第 l 段蒸留器を出た後、プラインヒータで所定の温

ｾ ｲ 白
i  - l 給海水 y :  

第 3 図 海 水淡水化装置フロー シート

度まで加熱されて第 l 段蒸発室へ入る。各段蒸発室は第33段上に抽

気口を持つエゼクタによって予め計画された真空に保たれており、

ブラインは各段蒸発室でその真空に相当する温度でフラッシュ蒸発

を繰り返し、最終段蒸発室に達する。最終段蒸発室に達したプライ

ンは、 前に述べたように補給水により薄められて、プライン循環 ポ

ンプにより、 一部は系外へ排出され、残 りの大部分は循環プラ イン

として再び蒸発器熱回収部の蒸留器へ送られる 。

各段でプライ ンから発生した蒸気は、蒸留器で凝縮されて製造水

となり順次温度の低い段へ流れていき、最終段に集まった後、製造

水ポ ンプにより清水タ ンクに送られる 。清水タ ンクに貯蔵される製

造水は、タ ンクに入る前に水酸化カルシウムを注入して味付 けをさ

れる 。 さらに、消水タ ンク からJ l 'j' 水槽に送られ る製造水には塩素滅

菌が行われる 。

海水を真水に 一 一

完成した蒸発法による海水淡水化装置は地方臼治体の水道施設と

して、国の補助を受けたものとしては第 1 号であり、通産省、工業

技術院の大型プロジェクトの研究テーマである「海水淡水化 と副産

物の利用」の技術も応用し、またこの研究テーマの主研究委託会社

である株式会社笹倉機械製作所に本装置の設計と製作を依頼された

ものである 。

現在わが国での海水淡水化装置は当町 を初め前記の大型プロジェ

クトのテストモジュール (10万トン/ 目 、大分県鶴崎) 松島炭鉱株式

会社池島鉱業所( 長崎県) 、関西電力株式会社、中部電力株式会社、

四国電力株式会社および地方自治体の第 2 号として愛媛県字和島市

等があり、飲料水用およひe工業水用として、生活と産業に必要な水

を供給している 。

一方、海外では香港、中近東、アフリカ、中南米地域等に海水淡

水化装置は数多く建設されており、海水が人類の貯水池となる日は

そう遠くないものと思われる 。

年々水資源の確保が縫しくな っている今日、この装置の完成は地

方自治体や産業界の水不足の解消に大きな意義を持つものとなろう。

( おおや ゆきお KKtt 倉機織製作所)

3 9  
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- 海水淡水化装置

・逆浸透水処理滋置

・勲交換器

・脱気器

・油水分厳器

・油分温度監視装置

・汚水処理装置

・ティオイラ

・エゼクタ

・騒音防止装置

・超低温バタフライ・ハルブ

・イナートガスゼネレータ

・廃棄物焼却装置

一滴から広がる私たちの役割

私たちの 生活には、“ 水" はかけがえのない 葉に、世界の人々の水不足の解消を願う

宝ものです。 この一滴から生命の営みがは スタ ッフが、研究、開発にとり組み、種々

じまり… … すべての生物は、水の恵みを受 の新しい装置をっくり出しております。

けて、 生命の源としてきました。産業の急 世界に広がる く一滴の水造り 〉 守守ヲヲ

激な発展、生活の向上にともない、飛躍的 の今後の役割にご注目ください。

に増大する水不足の問題は深刻になってい 大阪市西淀川区御幣島 6丁目ワ番5号 〒5 5 5

ます。一滴の水も大切にしなくてはなりま d 常 k ー ー ー ー ー ー ー

バる且ｾ .............・・・ a・・・
せん。海水淡水化装置のト ップメーカ- [ 園町， ＮＮ冒町 ｲｾＮＮＮ

..'1ヲでは、 〈一滴の水造り 〉 を合い言 苅苗忍Y 株式会社生倉涜示製長忌



図水をつかう

ビル用水の管理一一大阪大林ビル

高 木 善 三 郎

1  . 水処理について

私たちの身近には、いろいろな水がある 。水は人間生活には欠か

すことのできないものだが、* を使うには、水質、使途によ って適

当な水処理を行わなければならない。一般に水とは、水( 純水) と

不純物が混じりあ ったものである 。不純物の含有量が許容基準以内

であれば、問題なく飲用水、雑用水として使用される 。またこれら

水の水処理を怠れば、使途によ っては、人間の身体に支障を与える

ばかりでなく、ボイラ、冷凍機、空調機器な どにも重大な障害を、

もたらす場合が多い。

近年、大きなピルが多くなり、大型冷凍機もふえつつあり、水に

よる障害も数多く発生しているが、障害の原因として考えられるの

は、水に含まれる不純物によるものである 。 これらは適当な水処浬

を行うことによりボイラ、冷凍機、空調機器等の障害を減少させる

ことができる 。飲用水、雑用水では、水質の維持、異物の混入等に

留意すればよい。ボイラ用水、空調用水については、水処理の良否

が水の上手な使い方のポイントであろう 。

水処理の ポイントとしては、つぎのも のがあげら れる 。

A. 適当なプロー・ダウン

B. 薬剤の使い方

C. 水質の検査

空調用水とくに冷凍機の冷却水 ・ボイラ水では、濃縮によ って単

位量の不純物の量が多 くなる。冷凍機の冷却水 ・ボイラ水について

は、水質基準内に水質を保つためには、水処理のみ行うか、薬剤の

使用を併用して行う方法がある 。ブロー量が適量かどうか、薬剤使

用の場合は水中の薬剤の効果はどうか、水質検査によ って判定でき

る。 しかしながら、いくら水処理が適当であ っても腐蝕、スケール

の付着はある程度は避けられるものではない 。また水処理の不適当

な場合は、前にも述べたようにボイラ 、冷凍機、空調機器等の腐蝕、

スケールの付着等により、伝熱効率の低下( 省エネルギー) や、安

全運転にも支障をきたすことになる 。

水処理がいかに重要であるかという例として、昭和20年以降、小

型炉筒煙管ボイラから大型貫流式ボイラにいたるまで急速な発達を

見たが、それは水処理技術の進歩、処理費の低減等によるものと考

えられる 。ボイラについては、水処理( 純水装置、軟水装置) なく

しでは、考えられないことである 。今では、小型ボイラにも軟水装

置を設けるのが常識とな っている 。近い将来、水資源にも不足を来

たし、ピルにおいても、用水の管理は、水処理はもちろんのこと、

ボイラ、冷凍機の冷却水のプロー水、雑用水等は、処理して再利用

をしなくてはならないだろう 。

2. 水の使い方による分類

2  -1  飲用水 ・雑用水

大阪大林ピルの場合、飲用水は、各階湯沸用、食堂営業用等に 、

雑用水は、各階便所、自動車の洗車、清掃等に使用される 。受水槽

( 300m' ) は B 3 F に、高架水槽( 樹脂製 3 m' X 2 ) は1 6 F と3 2 F に

あり、高架水槽への補給は、 B 3 F にある揚水ポンプにて揚水される 。

揚水ポ ンプは、下記のものを使用している 。

低層用揚水ポンプ ( 30凶 ! Hx 2)  

高層用揚水ポンプ ( 42凶 ! H x  2 )  

予 備 ポ ン プ ( 42m' ! H x  2 )  

飲用水には、発錆のための濁りが出るのを防止するために、防錆

剤( 燐酸系) オルキレート NA G ( オルガノ製品) を補給水に添加し

ている 。受水槽 ・高架水槽については、 1 年に 1 田清掃を行い、法

令による水質検査をしている 。 また薬剤メーカーに、約 1 カ月に 1

回水質検査を依頼している 。飲用水、雑用水の残留塩素測定は、週

1 回行 っている 。配管、蛇口等よりの漏水・節水にはとくに注意し

でいる 。

2  -2 空調用水( 冷却水)

冷凍設備としては、ターボ冷凍機 2 基 ( 420R T! H 1 基、 400RT !

H  x  1 ) が設置しで ある 。冷却水槽の容積は約 100m' で、循環水量

は、 370m'  ! H である 。冷凍機で熱交換した冷却水は、冷却塔上部

より シャワーされて、地下ガレージよりの排気 (192 ，OOOm' ! H  ) に

より冷却される冷却塔において、冷却水の一部は気化蒸発する 。 タ

ーボ冷凍機の場合、 「冷凍空調機器用冷却水水質基準」によれば、

1 冷凍ト ン当たり蒸発損失量は約 611! H ( 飛散水分は含まず) と さ

れている 。400RT ! Hの冷凍機では、 1 時間当たり約 2 ，400 2/ H 蒸発

することになる 。約42時間運転すると、冷却水の滋縮倍数は約 2 倍

となる 。 このために当然水処理を行わなければならない。

水処理の方法として、つぎの方法がある 。

(1)  プロー ・ダウン

(2)  薬剤の使用とブローの併用

当ピルでは、 出来得る限りブロ ー ・ダウンで処理して、なおスケ

ールによる障害が発生すれば薬剤の使用を考えるということで、プ

ロー ・ダウンのみにで処理をしている 。水質管理上、水の漫縮倍数

を経済的に考慮して、何倍かということであるが、 「冷凍空調機器

冷却水水質基準」によると、 3倍以下に保つようになっている。 ま

た地方によ って は水質が異なるので、 一様に定めるのは難しいが、

当ピルでは、 j農縮倍数を3. 5- 4. 0倍に保つようにしている。 j農縮 倍

数の測定方法には、水の成分として比較的安定している塩素イオン

(ppm)  を測定し、原水( 上水道) の塩素イオンとの比較による判

冷却 水の水質纂準 ( 日本冷凍空調工業会基司自)

項 自 補給水基準値 冷 却 水 基 準 値

pH (25' t) 6.0- 8. 0 6.0- 8. 0 

喜左

導 電 率
(μ o/cm)  200以下 500以下

封書

塩 紫 イ オ ン (as cn (ppm)  50以下 200以下

硫 酸 イ オ ン (as ｓｏｾ 一 Ｉ (ppm)  50以下 200以下

項

全 鉄 (as F e) (ppm)  0. 3以下 1. 0以下

目

M アルカ リ度 (as CaCO 3) (ppm)  50以下 100以下

全 硬 度 (as CaC0
3
)  (ppm)  50以下 200以下

参項考目

イオ ウイオン (as S  2- )  (ppm)  検出 しないこと 検出しないこと

アンモニ ウム (as ｎｈ ｾＩ＠ (ppm)  検出 しないこと 検出しないこと
イ オ ン s ｉｾｮ＠ 4  

ソ カ (as Si Oz) (ppm)  30以下 50以下

也築 と社会 / 1978年 2 同月 4 1  



定の方法があるが、試薬 ・器具等があれば簡単に測定できる。

ブロー ・ダウンの方法として、 (1)間欠ブロー・ダウン、 (2)連続ブ

ロー ・ダウンがある。間欠ブロー ・ダウンは、より効果的であり 、

経済的方法と考えられるが、夏のピーク時において、多量の水の入

れ替えが困難な場合は、連続ブロー・ダウ ンを行う 必要がある 。

当ピルでは、夏のピー ク時は、連続ブロ ー ・ダウン( 約O.8m' /H  )  

を行っている 。 また土曜日に塩素イオンの測定を行い、不足分のブ

ロー 量については、 休日 にブロー ・ダウンを行い調整している。水

質検査は、約 1 カ月に 1 回薬剤メーカーに依頼している 。

薬剤メーカーが、水質検査のための採水の日に、自分の手で塩素

イオンを測定して、メーカーの水質検査のデーターと照合して見る

ことは大切である 。

2  -3 空調用水( 蓄熱槽)

空気調和用蓄熱槽として、 B 3 F に冷水槽 ( 1，800 m') 、温水槽

(1，300rriつ が あ る。冬期シーズンには、温水槽、冷水槽 と分離して

使用し、 夏期シーズンでは、混水槽 ・冷水槽とを一つにして使用し

ている 。

温水 ・冷水は長いパイプ・ラインを循環するので、気化蒸発によ

る濃縮はない。温水槽 ・冷水槽には薬剤を使用している 。薬剤には、

スケー ル防止剤 ミラクルD P200 (片 山化学) を使用している 。 l 年

に 2 回 ( 5 月、 10月) 約 1，000 m' の水の入れ替えを行っており、温

水・冷水とも. 約 1 カ月に 1 回薬剤メーカーに水質検査を依頼してい

る。

3. 問題点

3  -1 

温水槽 ・冷水槽で、は、前にも述べたように、気化蒸発による j農縮

がないが、昭和48年完成時頃より、コ ンクリ ートからの「アク J (カ

ルシューム硬度で表される) が溶出 して 、温水・冷水の pH が11. 0

以上になったことがある 。処理として、以後、連続プロー ・ダウン

を行い、 5 月、10月の中間期に、水の入れ替え等を行 った結果、最

近ではコンクリートの表面に薄い皮膜が形成されたのではないかと

思われるが、「アク」の溶出も少なくなり、 pHも10. 0以下となり、

水の性状が安定して きた。 pH、カル シューム硬度には常に注意して

いる 。

3  -2 

冷却塔における冷却水の冷却に使用される排気は、地下ガレージ

の排気である 。建物の屋上に設けられた「クーリング ・タワー」に

比べて、泥、土砂等が冷却水槽に入 ってくるのが多く、対策として、

(1) 冷凍機のコ ンデンサー管の水洗いは、通常運転時間 800 時間で

行うが、 700時間くらいで水洗いを行 っている 。

(2)  連続ブロー量は少し多い自に行 っている 。

(3) 冷却水槽の清掃は、 5 月・ 9 月の 2 回行うようにする( 冬期シ

ーズンは、ヒート・ポンプ方式であるので、冷却水側に温水が通る )。

なお、冷却水のブロー量算出は、下記により行う 。

ｂ ］ ｾ＠= - - -

N- l  

B = ブロー量( m' / H  )  

E = 蒸発水量( m' /H  )  

N =濃縮度

たとえば、 400R T/h のターボ冷凍機で、濃縮倍数 4. 0倍とすれば 、

6X 400 

9 ロ ー 量 =一一一一= 0. 8m' /H となる 。

4- 1  

( たかぎぜんざぶろう 大林 ピル設備管理室)
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アーチ形の水路橋から水流をひいて給水しているア y シリアの公園。中央には水

道が王のあづま屋と祭壇に山腹づたいに続いている 。ニネヴ工の宮殿の浮彫りか

ら( 前 7 世紀) 0  ( 円本水道協会発行 「円本水道史」よ り)

12世紀のカンタ ベリ寺院の給水配管図

図中の黒線が水道管で 、約 1.2km離れた水源から導水され図中の下方の管に倭続

する 。図には含まれてないが 5個の沈殿池を有している 。水は建物中の 8 葉花弁

型の水鍍( 図中に 3 個ある ) や上方の水汲場に給水されている 。中央最下部の建

物は便所でこれにも給水されているし 、左方上部の養魚池にも給水されている 。

( 円本水道協会発行 r 日本水道世 J より)



水はそれ自身が人を本能的 に引き付けるもので

すが、さらにそれをとり囲む緑や建物といっしょ

になることによ って、あるときには「静」の美し

さを、またあるときには「動」の美しさを作り出

し、人の心をなごませ、いつまでも飽きさせるこ

とのない魅力を秘めています。都市化 が進んで、い

る現在、私達の問りから ，ZI 述 に 「水」と「緑」 が

姿を消しつつあります。 このような情勢から、そ

れらの自然を補う物のー っとしての噴水の必要性

が、ますます階大していくものと思われます。 従

来の流れる川、カスケード、吸水などと平行して、

新しい形の水の利用が試みられ、それらをとり囲

む緑や建物とからみ合ぃ、新しいうるおいのある 6. 外 形 寸法 園

都市環境を形造 っていくでしょう 。

レジ ャ ー 施 設用 水 利 用

神戸市新長田駅前

ジ、ヨイフoラザ文字表示噴水

1  . 概要

水の 「制御j 美」、「うるおい」、 「清浄さ」をそのま

ま生かし、文字に変えています。毎分の時刻変化

の前後15秒 間では時間表示を、残りの時間では、

rKOBEJ の文字をいろいろな出し方で表示して

います。文字を浮き出させていた水は、階段をし

だいに下りながら最後に滝となって 池へ落ちてい

ます。 この装置を設置することによって都市に 、

「水」と「緑」を婚やし、うるおいを与える役割

を果たした上で、新しい伝達媒体となっています。

2. 都 市環 境 と噴 水 の計 画

3 . 噴 水 の 形式

従来の噴水と異なり、噴水の持つ美しさに 加 え、

l噴水内 体 に、 rl 時刻」、「文字」等の表示という伝達

媒体としての機能を持たせた、ま ったく新しい形

式の噴水です。縦型( 階段状) にな っております

ので、近くでも遠くでもは っ きりと読み取ること

ができます。

4. 施 工 上 の 留意 事項

標準品の場合、セ ット 化されておりますので、

従来の噴水のように、池、給排水とい った土木建

築工事が一切必要ありません。 ただ、家庭用電源

( 100V) のコンセント 一つ あれば、あとは全自動

運転いたします ので、とくに施工上の留意事項は

ありません。

5. 利 用範 囲

① 文字、時刻、日付、マーク、矢印などの指示

の表示。

② 従来のl噴水と異なり 、セッ ト化されており、

付属のキャスタ ーで!室内、屋外どこへでも移動で

きますので、 ショ ールーム等常設でない場所での

使用ができ ます。

① 流れる川、カスケード等の中に組み込むこと

により変化に富んだ演出を可能にします。

これまでの噴水のイメー ジから大きく離れ、私達

にとってもっとも身近な水が、時刻や文字などの

情報を形作っています。日ごろ見慣れている、こ

れま での看緩やネオンサインの文字と遭っ て、ま

るで文字に命が吹き込ま れたように、生き生きと

水が蹟勤し私達に話しかけ ます。文字を浮き出さ

せていた水は、次っ き' に姿を変え、量後に滝とな

って池へ落ち、その動きを止めます。i也を取り 囲

む四季折々 の草花とともに、市民のいこいの場を

生み出してい ます。

施工 川村噴水株式会社

。

山

口

-

1200 

7. 仕 様 ( 標準品)

1 寸 法

一I隠2，00()nm X 高さ 1，05伽 mX 奥 行1，20伽 m

(1f; I!御装置の種類により多少の変更はあります。)

2 . 使 用 電 力

ー・・・1O100V 1kVA 50Hz  (60Hz) 

3. 重 量

- ー・・水なし約500旬、水を入れた後約700kg

4 . 材 質

ーステンレス製

5 表 示 方 法

一任意なものをご指定下さい。

例 . 表示文字、文字表示変化、文字変化

の時間

6  漏電しゃ断: l *

- ー・・3αnA，O. l sec 

7. 全 自 動 運 t伝

8. 施 工実 績

- 松下電工株式会社・東京 ショールー ム

( 東京都港区芝)

・ トヨタ自動車販売株式会社 ・九段 ショー ルーム

( 東京都千代田区九段)

・日本興業銀行静岡支庖( I符岡市御幸町)

・守口 M I Dピル( 大阪府守口市本町)

・平和嶋プール( 東京都大田区平和島)

・1也
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固水を節約する

給、配水管よりの漏水の現状と対策

藤 原 啓 助

まえがき

水道よりの漏水の防止については、従来、水道事業上の経済的効

果を重視した見地から、財政の許す範囲内で実施されてきた 。 しか

しながら、省資源、省エネル ギーのl時代における水資源の有効利用

と、また新たな 水道水源開発の困難性ということから、水道の漏水

防止対策の強化が一層要請されてきており、厚生省でも 、昭和51年

9 月に、有効率( 後述) の目標値を 90%に設定し、漏水防止対策を

強力 に推進す るよう、 水道事業者に対 して行政指導を行った。

近年、大都市の水道事業は維持管理の時代に入ったといわれる 。

漏水防止対策は維持管理業務の適正な執行の結果として 、そ の効果

を現すものと考えられる 。

以下、水道よりの漏水の原因やその盆、およびその防止対策の現

状と計画について、大阪市の例を用いて述べる 。

I  漏 水 の 現 状

1. 配水量の分析

浄水場で、生産された 水が、 どのように計立され使用されているか

を正確に把握すること、すなわち、水の行方を追求し 、究明するこ

とが漏水防止作業 を考える上での第一歩となる 。

図ー1における用語の定義は、それぞれつぎのようになっている 。

① 配水虫 : 配水管の始点における流虫の合計

② 有効水量 : 使用上有効と見られる水量

ー ( 有収率) l - t の他

有効水量 |  」 0 0 2  

( 有効率) I  ー メ一台不感水量

無収水量 |  局事長dL量

配水量4 し その他。

調定減額水量

I  0. 59 

無効水量 |  漏水量

し その他

図ー1 配水畳分析図

44  旭績 と社会 / 1978年2 円号

③ 無効水量 : 使用上無効と見られる水量

イ. 調定減額水量 : 赤水等のため、料金徴収の際の調定により

減額の対象とな った水量

ロ. 漏水量 : 配水本支管、メータ上流給水管からの漏水量をい

7 。

ハ . その他: 他 に起因する水道施設の損傷等により無効とな っ

た水量およひー不日月水量

④ 有収水量 . 当該水虫について、 料金として、あるいは他会計

等からの収入のあるもの

イ. 料金水量・ 料金徴収の基礎となった水量で、計量桧につい

てはメータにより計量した実使用水量をいい、定額栓につい

ては基礎水量に使用人口および栓数を乗じて得た水量。 また

臨時給水等であ っても料金を徴収するものはここに含める 。

ロ 分水量 : 他の水道事業に対して分水する虫

ハ . その他 公園用水、公衆便所用水、消防用水等であ って、

料金としては徴収しないが、 f也会計から維持管理費等として

の収入がある水虫

⑤ 無収水量: 当該* : 1 . 止について収入がないもの

イ メータ不感水量 : 有効に使用された量のうち、メータに不

感のため、料金徴収の対象とはならない水量

ロー局事業用水量 : 符洗浄用水、漏水防止作業用水等、配水施

設に係る局内事業に使用した水量

ハ . その他: 公園用水、公衆便所用水、消防用水等であ って、

料金その他の収入が全くない水量をいう 。

これら水量のうち、メ ー タ等で計盆できるもの、推定によりある

程度の精度で量がつかめるもの、全然不明のものなどがあり、また

計五tできるものでも、計{ j 1 ; 骨量の精度によ って誤差がでる 。大阪市で、

昭和51年度における配水量を 100 % とした場合のそれぞれの水量の

百分率を図ーl の水量の下に示す。

2. 漏水率の推移

漏水率は、昭和50年度水道統計によると、全国平均で18.9 %とな

っている 。大阪市の給、配水管設備は戦災によ って壊滅的損害を受

け、終戦直後の昭和20年代前半では漏水率も 64%と推定されていた

が、 以後、給、配水管の整備、漏水防止作業の強化によ つで、 51年

表ー1 漏水率の推移



4. 漏水の原因

地上、地下漏水ともに、その原因の大部分は給、配水管の損傷で

ある 。損傷の原因としては、①老朽腐食、②施工不良、①交通盆の

増加、@ 使用材料の材質不良、⑤他工事、@ そ の 他、 があり 、大阪

市での統計によれば、老朽腐食が大きな比率を占めている 。昭 和51

年度末において、大阪市内に布殺されている配水管は約 4 ，600 k m、

給水管は約23 ，900kmもあり、漏水iL t が莫大となる原因がここにある 。

配水管と給水管の相違は、 つぎのとおりである 。

・配水管 : 需要者に水を供給するために水道事業者が設置し、管理

しているもので、通常、口径75nm以上の水道管で ある 。

・給水管 : 配水管か ら分岐して設けられたもので、施設費の大部分

が直接需要者の負担となっており 、 したがって、需要者の所有物で

あって 、維持管理の責任も需要者にある水道管である 。

管の布設延長で、給水管は配水管の約 5倍もあり、維持符取の責

任( 費用負担も含めて) が主として需要者にあることから、老朽化

対策等の適切な維持管理がなされていないのが現実であり、漏水修

繕 処 理件数として表れ ている 。配水管事故などのように、地上に表

れる漏水は、 一時的に多量であるが( 幹線事故の場合、 1 件あたり

2 万m' 程 度 漏 水 したこともある) 、早〈処置ができることから、総

量としては相対的にわずかであり、発見の困維な地下漏水、しかも

給水管部分からの漏水が漏水量の大部分( おおむね9 0 %程 度) を占

めると 推定される 。

度は表ー1にみられるように 1 6 %にまで低下した 。

3. 漏水量の分析

阪市における昭和51年度の漏水率( その他不明分を含んでトいる

が) を 15. 98 % とすると、年間漏水量は約 9 ，700 万川と推定され、

その量は莫大である 。 ここで漏水とは水道施設( 送、配、給水管等)

から漏れるす べての漏水のことであ って 、地上漏水と地下漏水に分

けられる 。

地上漏水 とは 、漏水 が地上に現れるもの( 可視漏水) であって、

水道管事故として発見が容易でF、一般に短期間に修理が可能で、ある

が、地下漏水は地上に出現しないため、発見がおくれ、また特別な

作業によ って探索する必要があるので、漏水の発生より修理までの

期間が長い 。 この地下漏水を防止する作業( 探索と修繕) のことを

漏水防止作業とい っている。

地上漏水と地下漏水の比較

地 |二 漏 水 地 下 漏 水

l カ所当たりの漏水母 大きい 微 { 占

漏水継続時間が短く、令f本

長期r : :1にわたり漏水し、大

全体の漏木: ! ; . t きくなる 傾向があ る。全体

としては少ない。

としては多位となる 。

漏 水 修 埋 件 数 多 い 少ない

家屋の浸水、道路の陥没、 水r E 低下、水没のtn失、汚

被 1 : = の 積 額 路面の凍結、汚水のH及収等、 水の ｮ 及込、施設の ｲ￬ ｾ 粍 Ｑ 卒、

直接的な被宇? を勺える 。 f::lt妾的な被宇? を与え る。

表 -2

漏水修鎗処理件数

ま古一一主主
47 48 49 50 51  

地 上
給 水 管 149. 669 128. 020 105. 387 102. 053 99. 703 

漏 水 配 水 管 3. 042 2. 798 2. 063 1. 87l  1. 658 

地 下
給 水 管 2. 757 3. 828 4. 441 3.616 3. 200 

漏 水 配 水 管 31 5  4  3  6  

潟水防止量 (m' / 日) 24. 384 29. 262 28. 842 24. 673 24. 611 

表 - 3

注漏ホ防止li tは地下漏水修織によるものである。

給水管には給水位部分符の修織を含む。

ｾｾ水符には ｩ ｴｲｊ水弁、消火佼ｾの修絡を含む 。

1. 正 確 な 計 量

水量のうち、計量、推定不可能なものはすべて漏水量その他とし

て計上されるから、計立できる水量については可能なかぎり正確に

その量を把握することが必要である 。

① メータ口径の適正化

使 用 流量 を 再 点検し、実態に適した口径、型式のメータに取り替

える 。

② メータの改良、早期取り替え

小口径メータ ( φ 13mm- φ 40mm) は感度、耐久度の高いプラスチ

ック メータを採用し、好結果を得ている 。大型メータ ( φ5 0mm以上、

大阪市内では約 7 ，400 個設置され、全使用水量の約4 0 %を計盆して

いる) は故障率も高〈、感度の経年劣化が大きいため、その改良が

必要であり、目下研究中であるが、結論は出ていない 。 したがって、

検討有効期間である 8 年を待たずに、 4 年で取り替えて、計量精度

の劣化を防いでいる 。

③ j争、配水場流虫計の整備、補修

*- は j争、配水場から配水幹線によって給水区域全域に送り出され

るが、その量は配水幹線の始点で流f主計( ベンチュリーメー夕、オ

リフィスメー夕、電磁流虫計、超音波流宣言十等) によ っで計測し、

記録される 。 この記録は種々の水量管理の基本となる重要なもので
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漏 水 防 止 対 策E  

① 漏水試験

地下漏水量の推定方法として漏水試験がある 。 これは区械を設定

( 配水管延長で 1 - 2 k m程 度) し、区域の内と外を制水弁で遮断し、

外から内への通過水量と水圧を内記録計を使用して測定し、漏/k:! 止

を推定する方法で、直接測定法と間接測定法がある 。

・直接i UlJ 定 法 : 測定時における区域内すべての止水栓、給ノJ<伶等を

閉止して測定する方法で、精度は高いが手間がかかる 。

.  r : 日接測定法: 各戸の止水栓等を開放したまま、使用水世が l' i } も減

少している H寺間帯に測定する方法で、精度は落ちるが、手 11日が少な

い。大阪市ではこの方法を用いている 。

漏 水fE を測定して得られた結果は、測定時の水圧における漏水量

である 。水A はi時々刻々変化するので、測定区繊の平均点圧を調査

し、それにより平均漏水虫を求めなければならない 。

② 漏水の自然増加( 復元)

漏水はそのまま放置すれば、新規発生と成長が絶えず続き、内然

に噌加 していくものである。こ れを漏水の復元現象という 。( 図一2)

( 参考) 水道事業給水条例 (給水装置の管理遺産務) 給水銭円の使用- r . または所イI 丹

は持良な' i ' i ' J i P. - r. の注立をも って給ポ援はをす' i ' l ' n 、本nまえは総本袋; 丘に児常があると，t 2

めるときは直ちに修繕その他必要な処; 疋を UI 求しなければならない。 修総そ の他に要 した

賀川は、使用- r . または所有者の fl11! とする

復元量

暫 現

罪主主主営

業

終

了

漏水量の復元図図-2
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あるので、流主計の精度、信頼度の向上を図 って、常に整備、補修

を行う必要がある 。 また、より優秀な流虫計の開発が望まれる 。

2 . 漏水の未然防止

漏水の原因となる要素を取り除くことによ って、漏水を発生しな

いようにすることが、漏水防止対策の基本である 。

① 経年劣化した給、配水管の積極的な布設替え

昭和47年度から 10カ年計画で実施している配水管整備事業( 延長

約 2，000 km、事業費 940 億円) で、老朽配水管 379kmの布設替えを

計画し、昭和51年度末で、その約47%が実施済みである 。老朽給水

管については、需要者が改良の処置をしなければならないが、水道

工事費の高騰( とりわけ道路舗装復旧費に費用がかかる) のため、

とくに道路部分については放置される傾向にある 。水道事業者とし

ては、道路部分については、漏水修繕H寺、配水管布設替え時等に積

極的に改良を行うようにしている 。

なお、老朽給水管対策については、需要者が自主的に布設替え等

の改良工事を行うことを期待して、積極的な P R などの働きかけが

必要で、ある 。

② 配水管、配水細管布設による給水管の整理統合

給水管のたこ足配管をなくし、さらに給水管の布設延長を減少さ

せるため、配水管や配水細管布設時に、給水管の整理統合を行う 。

とくに配水細管は主として給水管の務理統合を目的として布設する

もので、小口径配水管である 。前述の配水管整備事業において、配

水管新設 500 km、配水車! 日管布設 325 kmを計画している 。

③ 給水関係材料の改良

腐食しやすいものや、強度の低いものの使用を避けて信頻度の高

い設備とするよう改良を重ねている 。塩化ピニルパイプでの HI 管

の採用など成果はあがっているが、さらに研究をすすめる 。

@  給水工事の胞工精度の向上

信頼性の高い給水工事を施工するため、公認業者の制度を持ち、

業者の施工能力の向上に務めている 。 また給水工事責任技術者や技

能者の養成に努力し、給水工事の技術、技能の向上を図っている 。

⑤ 配水圧の適正化

水圧と潟水虫は、漏水調査などの結果から、 Il ぽ正比例の関係に

あると考えられ、必要最少限度の水圧で、配水することが漏水量を少

なくするうえにも有効である 。

阪市では昭和47年度より、全市を配水系統別にブロ ック分けし、

それぞれのプロ ックに水圧テレメータを設置し( 現在35基設置済み、

あと l 基で計画数は完成) 、その水圧情報をもとに、配水ポンプの

運転をコントロールしている 。 さらに精密なコントロールについて

も検討中であり、漏水防止に相当の効果があがるものと考えている 。

3. 地上漏水の早期加修

地上漏水は発見次第修繕して漏水を止めることが大切である 。給

水管については全市に 8 カ所ある営業所で即日加修( 当日または翌

日) を原則に行 っており、配水管については 3 カ所の工事事務所で

即刻修理を原則に行 っているが、修理に断水を伴う場合は P R 等に

時間を費やしていることが多い。不断水工法( たとえば凍結工法や

制水弁切込工法) などの効率的な運用を図り、早期の加修を心がけ

たい。また工事を実施するための警察署等に対する道路掘削の許可

手続が迅速に行えるよう関係機関に働きかけることが必要である 。

4. 漏水防止作業の促進

潟水防止作業とは 、地下漏水の発見と、それを修理することによ

って、漏水を防止する作業のことである 。

① 計画的作業

地下漏水は同に見えないため、発見が困燥であり、忍耐強く計画
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的に探し続けなければならない。漏水は放置することによ って自然

に憎加する傾向があり、漏水防止作業は持続して行うことが必要で

ある 。

大阪市の漏水防止作業は、終戦直後の戦災焼跡地区の漏水防止作

業から始まり、体制を強化しながら、市内全滅循環作業を実施し、

現在に至 っている 。 さらに昭和52年度から 5 カ年計画( 計画調査延

長 8，770 km、事業費約70億円) で 2 年循環による作業に入 ったとこ

ろである 。

潟水防止作業

i主) 亡コ は大阪市で行って いるJJ 法

計画的作業 ・ 給水区域を計 ｉｔｬ￯ｬＨｉＧｾ に区間Ｇ， ＱＱＱＱ り し て地下潟水の発兄 ・ 修 ｆｍ を ｦｦ う 。

循 環 方 法 : 全 区ii!liを l順次巡1"1胞工し てい く方 法。

例、 2 年 で一巡するものは 2 年侃環 という 。

簡 易 型; 作業前の潟水量を iJ!l I定せずに調査作業を進めて い くも の。

図-3 漏 水 防止作 業の形 態

② 自然噌加漏水試験

漏水発生のメカニズムの総病的な調査研究を行い、漏水の現状を

知るために、昭和52年度に一つのモデル地区を設定して試験を行う

計画である 。 その成果をみて、さらに規模を拡大して実施したいと

考えている 。

③ 漏水調査方法の改良

現在、音聴方式によ って調査しているが、それにと ってかわるべ

き有効な方法がない。 しかも、交通、冷暖房、地下埋設物等による

疑似漏水音の発生、道路舗装のお度化などによ って、作業はますま

す困雌性を増してきている 。大都市において、容易で、しか も効率

的な調査方法や、調査器機の開発が切望 されるわけである 。

あとがき

水道管は、道路下に埋設され、常時日い水圧が加えられた状態で、

路面荷重を受けるばかりでなく、地震力や地盤変動、または道路内

の諸工事の影響を受け、場所に よっ ては腐食の影響を 受けるなど、

t負傷を受ける機会が多 く、したがって常に漏水が発生してい る現状

である 。 これは水道事業の待 って いる宿命ともいえるも のであるが、

水源開発の困難性と、* - は12重な有限資源であるという観点から、

漏水防止対策は、水道事業者が経済性をはなれて、真剣に取り組ま

なければならない課題である 。

漏水防止対策の基本は、漏水を未然に防止することであ って、老

朽装置の布設替えが抜本的対策である 。大阪市においても、その方

向で給、配水管の整備を計画的に推進していくことにしている 。

( ふじはら けいすけ 大阪市ホ道局給ホ部門E水深長)



節水機器実例

伊奈カスカ手ィーナ

一一一一一 節水消音式便器 一一一一

- 製品概要

伊奈カスカディーナ洋風 ・和風は、我が国

で初めての節水消音式{ 更音寺として発売以来、

各方面で支持を受け、現在 7 万台のカスカデ

ィーナが使用されております。

カスカディーナは、節水 ・消音 ・施工性を

持長として随所に斬新な機種が盛り込まれて

おり、従来の便器からは想像もできないよう

な種々の驚異的な機能を{ 耐えており、洗浄能

力では従来の半分の水量でも充分な洗浄能力

を発揮できます。 また洗浄騒音特性の点で、も

従来より 20ホン以上も軽減し、夜間の水洗便

所の騒音問題に一つの解答を出すことができ

ました。

また、施工箇ではセット組立て ，'[j :(，J を採用、

組立てミス、手配ミスをなくし、しかも施工

の簡易化による施工時間短縮を実現していま

す。

- 節水消音式便器カスカテヤーナと従来品との比較

項目

伊奈カスカディーナ 従来品

洗 i'i' 最低水 1，tJ e  4  10- 15  

係員( i 洗浄水 jitJ e  6  13- 20 

洗j !ft背 (1mf立ii'tl / 九 65 70- 75 

洗i抑制問 / 秒 5  10- 15 

給ホ脅 (圧力4kg /cnI ) / ヘ 35 60 

数々の特長 〔洋風〕

- 水のエネルギーを有効に使う独特の洗浄方式

タンク 内上部の有効な水のみの使用を可能

にする水量調整ドラム①により 、②の部分の

水が一回の洗浄に使用されます。洗浄水は ウ

ォーターディス トリビ ューター④によ り圧 力

ロスなく静かにそのノズル⑤から左右均等に

勢いよく射出 され、まず鉢を洗浄、そ の後、

鉢の前中央@ で左右からぶつ かり合い鉢から

ジャンプして溜水面③全体 をおおうように流

れ込み、汚物を押し流します。

③決，争周ノプ

- 静かな洗浄音、給水音

独特の給水機構により、従来のボールタ ッ

プに比べ、約20ホンも低い 35ホン( 水圧 4 kg 

/  cnl ) という 極めて静かな給水音を 実現しま

した。

' 8  

50・日ーー

30 

{ 鎗水圧 ‘ 同1"' )

{曙騒音 却 '8(，¥))

C 44 手 濃 町 L 密絡 サ イ ホ ン 優 僑

師 団 珂 叫 50 剖

騒 音 特性 図 ( 手 洗 な し )

圃ボールタップ構造

消音構造は、入口のスロ ットル管、圧力を

逃す パルフe ハウス、そしてノk を静か に落とす

ウォーターガイドからなっています。

パルプハウス

• 
- 伊奈カスカディーナは、組立てセット出荷

タンクと 使穏 とを密結し、 内部金具 も組立

てずみですから、欄包を解いですぐ設置でき

ます。

- 水量調整、水位調整も可能

・施工が容易な排水ジョイントを採用

・便座は簡単に取りはずせ、しかも防音効果

があります

・密結部は漏水の心配のない方式を採用して

おります 0

・設計・施工上の留意点、その他

技術資料 ・専用カタロク' を用意しておりま

すので、ご請求下さい。

なお、バリエーションとして防採加工品 ・

寒冷地用、手洗有無、壁排水用もございます 0

・納入実績

全国各地で、昭和52年11 月現在、 7 万台の

出荷実紛があ ります。

I nC 1 伊 奈 割 悶 練 武S 社

本 社 安 知 県 常 滑市扇面新固く05693) 5- 2700 干 497
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臨 盤 盤 調 関 鱒 醗 鱗 欄

節 水 機 器 と そ の シ ス テ ム

アクアサンズ装置

一水を使わない水洗式トイレー

堀口 晃

ア ク ア サ ン ズ は 、 ア メ リ カ の ク ラ イ ス ラ 一 社 宇

宙 開 発 事 業 部 に よ っ て 開 発 さ れ た 、 ユ ニ ー ク な 無

)j M : し 尿 処 理 装 置 で あ る 。 * の か わ り に ア ク ア サ

ン ズ 液 が 用 い ら れ る 。 ア ク ア サ ン ズ 液 は 無 色 透 明

無臭で、人体にはま ったく 無 害 で あ る 。

比重が小さ く、 し尿とは 、 本 質 的 に 混 ざ ら な い の

で 、 便 器 か ら 洗 い 流 さ れ た し 尿 を 分 離 タ ン ク 内 で

物理的に分! 維することができる 。 分離されたアク

アサ ン ズ 液 は 再 生 処 理 す る こ と に よ り 循 環 使 用 す

るが、下に沈んだし尿は粉砕してスラリー状にし、

アクアサンズシステム系統図

; 直面

センサー

， ，ーーーーーーーーーーーーーJ

，、

「司ー- J - - - 1 温度上限

;  i  スイグ

L - - - - J  温度調節器

一般浄化情

公共処理場

バキューム車蹴出

など

ml l 罰 ア77' サンス液

圃圃圃圃 混 合 液

E二二コ生し尿

焼却炉で完全焼却する 。 ア ク ア サ ン ズ と 従 来 方 式 と の 比 較 一覧

ア ク ア サ ン ズの 特 長

(  1  ) 無 公害のクロ ー ス ド シ ス テ ム で あ る 。

従来の浄化方式のような B O D を含む排ノk は出ず、

排出されるも の は、 し 尿 を 焼 却 し た あ と の 少 量 の

無 菌 灰 の み で あ る 。

( 2  ) 然水型である 。

水を使用しないので大幅な水の節約が可能である。

水 洗 用 の 多 量 の 水 を 用 意 す る 必 要 が な く 、 ま た 貯

縦 し 、 地 上 処 理 す る 場 合 で も 、 小 型 の ホ ー ル デ ィ

ングタンクが使えるため、船舶にも使用できる 。

( 3  ) 完全 自動逆転である 。

完全に自動化されており、入手を" 2 l .
e

さないので、

ランニングコストも安くつく 。

( 4  ) 従来の トイレ γ トを生かせる。

特 殊 な 便 器 を 必 要 とせず、従来の{ 吏絡をほ ぼその

まま使用できる 。

( 5 )  i，'li紫で主毛布11必がない。

アクアサンズ液は無色透明 、 無 失 で あ る の で 、1)<

で i先iq，するのと I.i) じ! 進党でイ! ・; r ，; ! 感を l味わえる 。

(  6  ) 断続(I" J に使111できる。

ＧＱＺＮ物処 ｦ 盟Ｉ｝式 で、は微生 物の養生 ｭ ｬｬＯｦｊ が 必ｾでゐ る

が、こ の li 式 はEi2iiE後 すぐ 、またそ の 後 も 断 続 他

)TJ が可能である

ア ク ア サ ン ス・の 用 途

(  1  Ｉ 水平 ＱＩ の イ ｾ ｦ ｬｊＮｩなところ

，)ク リエ ー シ ョ ン 地域、百円' 泊胞設、工 'Ji 現場、 ハ

イウェイステーション、 各 極 船 舶 '1Ji

(  2  Ｉ 卜水道 や 処 ｉＧ ｉＡ胞設 に 般絞で きない ｊｾＯｾｻｴ

病院、工 ｊｊＯｾ 、マ ンション 、 ｼ正 ｬ 地な とＧの居 住地峻ヴ ｩ ｩ

(  3  )凶rt. ;U史111 になるところ

ＱＧＦ ， 式会 ｪｊｾｪ 、 ｦｬｬｬ 会比 Ｑ 、キャンフ ｪｾｪ 、スキールムスケ

ー 卜均等

( 11 り ぐ ち あ き ら (附i 比空調，i!'}:' 汁部 )

48 也穫 と社 会 ハ 978年 2 月' ;

1  ""，，件、4' 7 / 丈 水 洗 便 所

無廃水型し尿処理装置 生物処理浄化方式

使用水量 な し 50- 100e/ 日/ 人

無廃水 廃水 5O- 100e/ 日/ 人

燃焼ガスｾ大気汚染防止続準に合格
通常の 2 次処狸にで BOD 30ppm 

排 出 物

お次処型にて BOD(10ppm 
無煙、無臭

汚泥 1 - 2 回/ 年取出し処理必要

微f誌の無菌、無機灰

今後、公害防止の見地より 排水規制は、ます

水不足、溌水規制の厳 しい均所に好適
ます厳しくなり、高次処理が必要となってくる。

雑排水の 雑廃水用処理装訟を fjf 用 (合併処理装世に比

合併処理

ある場合 し、容量は 0，4- 0，6)

7 7 7 サンズのみ 2 次処理( 絢泥水処理含む2- 3，0∞人未満)

l  約 21昔

7 7 7 サンズ+ 雑腐処理 2 次処F.Jl (雑JJl 水処理含む 5.0∞人以上)

イニシャル
約 1. 8倍 約1，5倍

コ ス ト 3 次処理( 維廃水処辺含む2- 3.000人未満)

約 61音

3 次処理( 雑廃水処理含む 5. 0∞人以上)

約 41音

ランニング

17- 26円/11/ 人( 燃料貸含む)

2 次処理 8 - 131' 1 / [ 1 / 人( 上水代含む)

コ ス ト 3 次処理10- 20 ド1/11 / 人( 上水代含む)

設置函積
大

ｾ＠ 街 Peak 450% 

tf s  w. : 使用 可。即日し尿処埋可能 不可。 } - 2 カ月間iの生育期/ i ll を要す

気 1長

無関係 。寒冷地には寒冷地向アクアサンズ液

寒 冷 地 不 向 凍 結

使用

迎 事互 自動運転 自動運転

i呆 守 機械部分の定期保守 汚泥処理 (年 1 - 2 回)

{史 日告 パッキン等若干の似! 日材料変更婆す 水洗{ 史所J l l 様準f吏総

i主) 1  アクアサノズのランニングコストは、灯油I e lニ付39円、電 力 1K WH13PJ、をベースにし、 7 ラ y ンユ波布li 充、

フィ Jレタ - Ui 交換t' tFf l などを合む。

2  生物処哩浄化方式のランニングコストは、 l: l 本住宅公団発表の各万式における昭和日} 年度管理費、試算値によった。

また、上水代 (1 m 1301' 1 ) を合む

。qua- /anl

総 販 売 代 理 庖 住友商事株式会社

製 造 元 町田士 Ｙｾｶ

設 計 施 工 樟式会社三発空調

東京本庖 160 J;! u;r 郎新宿区凶新宿 (新宿住友ピ J レ) 03-344- 1911 

大阪本底 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 - 13- 20 06-363-1371 

支 庖 450 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町11- 2  052-581-8571 

730 広 島 市 紙 屋 町 1 - 2  - 22 0822- 47- 4535 

810 福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 - 22 092-761-3795 

出 張 所 仙 台 償 浜 福 井 京 都 神戸 松 江 沖 純



水 と 設 備 関 連 業 者 特 別 名 簿 ( PR)

名 材、 営業種目・製品名

暁 建 設 工 業

空
d頁li. 調 手口

株 式 会 社

r!tI 生
号日又/l .  

{滞

さ日きJ又L  

言十 施 工

各 種 内 ・外 装 タ イ ル

衛 生 陶 探

.  浴 室 用 設 備 機 禄

I nCl  
ユ ニ

ト ノ 〈 ス
‘y  

洗 商 化 粧
4E3 A  

伊 奈 製 陶 株 式 会 社

ーj.:;l
置 水 他i

7]( 栓 金 7円て

排 水 処 理 施 設

。川轡 SOGABE

f申 樹首 管 継 手

振 動 吸 収 用 可 撲 管

婚 式 調

芸 事i JII "， '!'-. . ，拘べ: 7 レキ シブルチューブ

空 気 調 平日

株 式 会 社 ニ 晃 空 調 | 衛
生

ユ;;.1<:凡

備

SG R  J  L  

言十 施 工

給 排 水 、 衛 生 設 備

ニ 神 工 業 株 式 会 社 | 冷 暖 房 空 調 設 備

株 式 会 社 三 水 社

② 

Ｘｾｂ 降水栓王業抹式曾 ｚ 土

設 計 施 工

噴 水

ス プ リ ン グ ク ー ラ ー

設 計 ・ 施 工

⑪ 長 谷 川 鋳 工 所 製 品

(掬

/'C、

ン 製 '" 日ロ

消 火 4全B OX ホース

S  S  K 給 排 水 金 具

S S K ドレントラ ップ

設 備 機 器 用 品

振 東 式 防 振 ゴ ム 装 置

振 東 株 式 ム 社 I ｾｴ＠ S 式 防 振 装 置

京 防 振 ゴ ム

工 業 用 ゴ ム 一 般

所 在 地 電 話

本社 ・支底 東京都中央区新川1-2-12(金山ピル) <!i!>104 東 京 (03) 553-6 2  6  2  (代)

大 阪 支 庖 大阪市北区芝田2-2-13( 浅野ピル) <!i!>530 大 阪 (06) 372-2  1  4  6  (代)

名古屋支底 名古屋市中区丸の内2- 17-10(丸利 ピJ レ) ⑤ 460 名古屋 (052)211- 3 0 4 6 (代)

九州営業所 福岡市中央区港会7- 9( ハッピーピル) <!i!>810  招 岡 (092) 751- 54 8 2 (代)

営 業 所 水戸 ・鹿児島・桑名 水 戸 (0292) 25-5 6  4  7  (代)

本社・工場 愛知県常滑市府而新! 日

札幌営業所 札幌市中央区北大通りi ! ! ' i 9-3

eラ479 常 滑 (05693) 5-2700 ( 大代)

( t品栄生命 ピJ レ) 唖 060

札 幌 ω器仰伶I6?OUI-1701 〈j(( 代j〉〉〉

仙台営業所 111J 台市医l分町1- 8- 14 (第 21111台t品、工ピル) 唖 980 1111 f， (0222)  61- 3151 代

東 京 支 1苫 東京都中央区八丁胤!2-9-8 吾参104 ょu ，;r  (03)  55ト6371 代

名古屋支1苫 名古屋市東区東似1-4-16 ｾ ＴＶＱ＠ 名古1忌 2) 962-1271 代

金沢営業所 金沢市彦三町2- 5-27 Ｈ名鉄 北陸 ｉｉｾ ｉ 発ピルＩ 唇 920 金 沢 62) 23- 1171 代

大 阪 支 広 大阪市西区新町南通りト62 告 ｾＵＵＰ 大 阪 )  532-6081 代

高松営業所 高般市天神jji f10-5

( 高松セントラルスカイピル) ｾＷＶＰ＠ 市 総 ((0878})34-1313 (代))  

広島営業所 広島市田中町5-9( マルチピル) 愚 730 広 ぬ 0822) 44-1701 代

福岡営業所 初岡市博多区博多駅前1-15-26 ｾＸＱＲ＠ 弘司 !日J (092)471- 1710 ((-1; 

本 社 東大阪市鴻池徳、庵町3 。578 大阪 (06) 745- 5671 ( 大代)

東 京 営 業 所 東京都江東区 白戸町 2- 41- 8 w 136 東 京 ( 03) 685- 0311(代)

九 州 営 業 所 北九州市小倉北区泉台1- 9- 17 ⑤ 803 北九州 ( 093) 652- 1234(代)

本 社 工 場 東大阪市鴻池徳庵町3- 73 <.W578 大阪 (06) 745- 5661  ( 大代)

奈良生駒工場 奈良県生駒市北田原町 ⑤ 630- 01  生 駒 ( 07437) 8- 0581(代)

東 京 工 場 東京都江戸川区松江1- 23- 1 ⑤ 132 東 京 (03) 656- 0161(代)

大阪本庖 大阪市北区西天満3丁目 13- 20 ⑤ 530 大 阪 ( 06) 363- 1371(代)

東京本庖 東京都新宿区西新宿(新宿住友 ピル) w 160 東 京 (03) 344- 1911(代)

支 庖 名古屋市中村区下笹島町 11- 2 ⑤ 450 名古屋 ( 052) 581- 8571(代)

広島市紙屋 町1丁目 2- 22 ⑤ 730 広 島 (0822) 47- 4535(代)

福 岡 市中央区大名2丁目 4- 22 ⑤ 810  福 岡 (092) 761- 3795(の

出 張 所 仙 台・横浜 ・福 井 ・京都 ・神 戸 ・松江 ・沖 純

本 社 神 戸市主主合区磯辺通2- 1- 11 ⑤ 651  神 戸 (078) 231- 1234(の

大 阪 営 業 所 大阪市西淀川区花川2- 18- 8 ⑤ 555 大 阪 ( 06) 473- 9005(代)

加古川営業所 加古川市米田町平津西畑584-2 ⑤ 675- 02 加 古川 (0794) 32- 5986:代)

大阪市都島区東野田町1丁目 21- 14

( ニュー若杉ピ ル) w534 

大 |坂 ( 06) 358- 6124(代)

本 社 大阪市東区博労町2- 35 w541 大 阪 ( 06) 262- 1241(代)

東大阪営業所 東大阪市金物町 6- 10 ⑤ 577 大 阪 ( 06) 723- 0531(代)

東 京 営 業 所 東京都文京区小石川2- 8- 14 w 112  東 京 ( 03) 813- 8881(代)

松 江 営 業 所 松 江市向島町 184- 7 ⑤ 690 松江 ( 0852) 26- 1124 ・3116

四 国 営 業 所 徳島市南末広町 11- 1 w770 徳 島 (0886) 25- 7178- 9  

九 州 営 業 所 大分市下郡字七歩1730 ⑤ 870 大分 (0975) 68- 0672- 4  

福 井 営 業 所 福井市御幸4丁目 111 w910 福 井 ( 0776) 21- 6373:の

本 社 東京都中央区銀座3- 11- 18 ⑤ 104 東 京 ( 03) 543- 4001(代)

大阪出張所 大阪市北区兎我ffit 町56 ⑤ 530 大 阪 (06) 312- 9262 

(新太陽 ピル) 314- 1550 
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名 称
電 話

営業種目・製品名 所 在 地

セーバー化学

株式会社

給 水 ・給 湯 の 赤 水 防 止 剤

冷却水の防スケー Jレ、防食剤

冷 温 ぷ の 処 理 剤

ボ イ ラ ー 缶 水 の 符 理 装 置

薬 液 j主 入 装 置

神戸市東灘区住吉宮町 5- 5- 27 w 658 I 神 戸 ( 078) 811- 3 0 0 6

841- 8  8  0  0  

タイセイ株式会社

冷 暖 空 湖 周 自 動 制 御 機 器

冷凍冷蔵空調用ユニ y トクーラ一

線 形 ゴ ム 防 仮 継 手

ステンレス M' 縮 可 後 継 手

7 レ キ シ プ ル エ ア ダ ク ト

配管、ダクト用吊りバンド

ベ ロ メ タ ル 冷 U l I 燃 按 材

ハ ー ド シ ー j レ テ ー プ

内 外 各 社 エ ア コ ン

本 社

工 吻

京 都 営 業 所

神 戸 営 業 所

堺 営 業 所

和歌山営業所

高 松 営 業 所

広 島 営 業 所

金 沢 営 業 所

東 京 出 張 所

名古屋出張所

大阪市東成区東小 橋]-14-13 ｾＵＳＷ＠

* 大阪市高井田 中3- 19 ｾＵＷＷ＠

京都市布京区西京緩午塚町65- ] ｾＶ Ｑ Ｕ＠

神戸市生田区東川崎町7- 4-] 6 ｾＶＵＰ＠

幌市大町西3丁1- 29( 広栄ピ Jレ) ｾＵＹＰ＠

和歌山市船浄町2- 7 ｾＶＴＰ＠

高級市錦町1- ]] -18 ｾＷＶＰ＠

広 島市南蟹屋 1- 9- 10 ｾＷＳＰ＠

金沢市南新保田Tロの28 ｾＹＲ ＰＭ ＰＲ＠

東京都文京区後楽2-3- 10( 6王 ピ J レ) ｾ Ｑｬ Ｒ＠

名古屋市中区富士見町10- 24( ワシノピJ レ) ｾＴＶＰ＠
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阪

阪

都

戸

山

松

島

沢

京

屋

場

歌

古

大

大

京

神

和

高

広

金

東

名

大和バルブ工業

株式会社

青 銅 ノ f ル ブ

鋳 鉄 ノ 〈 ル ブ

ダ ク タ イ ル ノ { ) レプ

その他

各種パルプ、コ y ク類

大阪営業所

本 社

仙 台 営 業 所

札幌営業所

工 場

大阪市西区西本町1- 15- 8

( 江口 ビル)

東京都品川区西品川1- 2- 8

仙 台市河原町 ト5- 33

札幌市東区北27条 東7- 775

彦根市西高徳町408

iii>550 

iii>141  

⑤ 982 

⑤ 065  

iii>522- 02 

大 阪 (06) 538- 2371(代)

東 京 (03) 492- 6221( 代)

仙 台 ( 0222) 27- 7231((el 

札 幌 (011) 752- 837穴代)

彦 根 ( 07492) 8- 0643: (el 

Ｈｾｅ 安Ｉ
高 砂 趨 工 続 講 倉 社

建 築 設 備 用
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区

央

谷

白
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市

東

中

刈

都

屋

市

市

県

京

古

阪

岡

知

東

名

大

福

愛

所

所

所

所

場

業

業

業

業

営

詰

営

営

京

劃

阪

岡

東

名

大

福

工

鶴亀温水器工業

株式会社

株式会社ツルカメ

浴 松1 用 循 環 I戸過 機

プ ー ル 用 循 環 j戸過機

各 種 水 処 理 用 炉 過 機

給湯設備 自動制御機器

大阪市天王寺区寺田町 214番地 iii>543  

大 阪 (06) 772- 5301聞

大 阪 (06) 771- 530引の

月島機械株式会社

水処理設備および機器

・上水道、工業用水道

各 種 工 場 廃 液 関 係

・下 水、 し 尿 関 係

本 社

東京都中央区佃2丁 目17番15号 w 104 

東京営業所

大阪営業所 大阪市北区梅田2丁目 2番25号

( 新阪神 ピル) w530 

出 張 所 名古屋 ・福 岡 ・広 島 ・札 幌 ・仙台

東 京 (03) 533- 4111(の

大 阪 (06) 345- 5891(の

警-

東洋フイッテンク、

株式会社

22 酉 岳 製 作 間

酉 畠 ケ エ ヌ ヒ 商 事 株 買 盆 社

酉 畠 ザ ー ヒ ヌ 株 安 会 社
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銅 管 継 手

パ イ プ 曲 げ、接合等

プ レ ハ ブ 加工 品各 種

0 各符! ポンプ: 水処理 ・建 築

設備問ポンプ、主l ! 築工 ;]I 用

水中モータポンプ、消火用

ポンプユニ y 卜 、 上 下 水

道・ n' 停滞i銑 ・高潮対策用

ポンプ、食品工業用ポンプ、

石油精製 ・石 油 化 学 ・一般

化学問ポンプ、ポイラ給水

- 原 子 炉 給 水 復 水 ・ブー

スタ ・循環水用ポンプ、鉄

鋼mポンプ、百万庄・熱水用

ポンプ、造水4皇位 III ポンプ、

ドy ク排水用ポンプ

0 メカニカ J レシ- ) レ

0 ラッピングマシン

0 除! 犠機

0 コンデンサチューブデリーニ ング装置

O マルチスタ y ドテンショナ

( 原子炉圧力存続開閉用油

圧装置)

♀盆盆盟邑

本 社

東京事務所

大阪事務所

福 岡 事 務 所

本 社

大 阪 営 業 所

東 京 営 業 所

同 上 分 室

名古屋営業所

九 州 営 業 所

札 幌 営 業 所

仙 台 営 業 所

広 島 営 業 所

高 松 営 業 所

名古屋市港区本宮町 1- 27 w455 I 名古屋 (052) 652- 3221聞

東京 都中央区八重洲1丁 目5- 4 I  

(共同 ピル八重洲口) ③ 103 I 東 京 (03) 271- 2533: 代)

大阪市東区北浜5- 22 I  

( 住友ピル2号館) w541 I 大 阪 (06) 203- 7624( の

福 岡市博多区惇 多駅前3丁 目2- 8

( 住友生命博 多ピル)

住 友 商 事 株 式 会 社 福 岡 支 庖 内 ⑤812 I福 岡 (092) 441- 638S:の

大阪府高槻市宮田町1丁目 1- 8 ⑤569 I 高槻 (0726) 95- 0551 ( 大代)

大阪市北区堂島浜1丁目 2- 6

( 新大ピル) w530 I 大 阪 (06) 344- 6551(代)

東京都千代田区丸ノ内2丁目 4- 1 I  

( 丸ピル) e l OO  I 東 京 (03) 211- 8661  ( 代)

東京都千代田区神田駿河台4丁目 4 I  

( へンミピル) ⑤ 101  I  東 京 (03) 255- 4371 ( 代)

名古屋市中区錦2丁目 20- 20 I  

( 大和生命ピル) w460 I 名古屋 (052) 221- 9521 ( 代)

福岡市中央区渡辺通2丁目 ト82 I  

( 電気ピル) w810  I 九 州I (092) 771-1381  ( 代)

札幌市中央区北一条西3丁目 2 I  

( 札幌大和銀行ピル) e060 I 札 幌 (011) 241- 8911 (代)

仙台市本町2丁目 14- 15 I  

( 小林中央ピル) e980 I 仙 台 (0222) 23- 7292・3971

広島市富士見町16-15 I  

( 信和ピル) w730 I 広 島 (0822) 43-3700( 代)

高松市寿町1丁目 1-12 I  

( 東京生命館) w760 I 高 松 (0878)22- 2001( 代)



名 称

東陶機器(練精約底

株 式 会 社 ナ ニ ワ

画原本庁工業株式包紅

オルガノ(繰')f" t 理庖

日本工業株式会社

B 'i ' NKAN 

日本弁管工業( 掛

プラント事業部

ぬ

ノーセイ化学工業

株式会社

r 町、

I-I l¥T]) 

ｾ＠

22 羽田発g1ε 所 営 業 本 社

株式会社

平田タイル

福井管材株式会社

(緋)日立製作所特約底

吉田機電株式会社

営業種目・製品名

衛 生 陶 器

衛 生 陶 器 附 属 金 具

浴 槽

洗 面 化 粧 台

ネオ j争化そう A R - N

ネ オ j争 化 そ う S R

ネ オ j争 化 そ う S T

丙 原 の 合 併 処 理 施 設

3 次 処 理 ・後処理装置

水 道 水 処 理 剤

冷 温 水 処 理 剤

化 学 洗 浄 剤

機 内 処 理 剤

高 分 子 凝 集 剤

各 種 薬 液 注 入 装 置

ソ ベ ン 卜 継 手

A R F A コーテインクー

鋼管( 排水用プレフ 7 プ

及 び ユ ニ y 卜鋼管)

く防 食 剤 ・装 置 >

ケミクリン ・ストレーナ

冷 却 塔 ・ 配 管

コ ン デ ン サ ー

給 湯 用 水

飲 用 水

食 器 洗 浄 機 ・食然保管局Z

ガス欽飯r . l ・ガ ス レ ン ヂ

赤 外 線 焼 物 総 ・ 厨 房 i器具

厨房総合設(1，1機械器具製作

空調機器 ・設 計 ・施 工 ・監 理

タイ Jレ タイル工事

衛 生 陶 器 水 栓 金 共

厨房シンク ・キッチンルーム

各 符i 浴 柑 ・ユニットパス

風 呂 釜 ボ イ ラ ー 空 調機潟

市架水柑・受水槽 . i争化柑

大阪ドレネージ工業

総発売元

住友金属工業

久 保 田 鉄 工 l 持 約

三 吉 パ ル プ 1 代理庖

伊 奈 製 陶

ウ ォ ー タ ー エ ー ス

消 火 ポ ン プ ユ ニ ッ ト

その他日立製空調衛生

ポンプ一式

所 在 地 電 ｾｩＵ＠

本 社 大阪市天王寺区烏ケ辻町61 ⑤ 543 I 大 阪 (06) ＷＷＱＭＹＱＲ ＳＺ ｦｾＩ＠

生野営業所 大阪市生野区巽西2丁目 7- 24 ⑤ 544 I 大 阪 (06) ＷＵＷＭ ＱＱ Ｐ Ｑ Ｈ Ｈ ｾＩ＠

本 社 東京都港区芝浦3- 6- 18 ｾＱＰＸ＠

大 阪 支 庖 大阪府豊中市本町2- 2-5 w560 

名古屋支庖 名古屋市東区矢田町11- 14 ⑤ 461 

札幌 ・仙台 ・新潟 ・埼玉・千葉・

支底および

高松・多摩 ・横浜 ・甲府 ・金沢・三重

営 業 所

広島 ・山口 ・福岡 ・大分 ・静岡・神戸

東 京 (03) 452- 4441(代)

大 阪 (06) 854- 3691(代)

名古屋 (052) 711- 4521(代)

大阪市北区西天満4丁目 9番20号( 東興ピ ル) ⑤ 530 I 大 阪 (06) 363- 4641(代)

本 社 東京都大田区 山王2丁目 5- 13

( 大森北口ビルデイング) w 143 東京 (03) 777- 1511 ( 大代)

大阪営業所 大阪市北区西天満3丁目か35

( 高橋ピル南 5 号館) w530 大阪 (06) 364- 8748 (代)

本 社 大阪市北区兎我野町56 ｾＵＳＰ＠ I 大 阪 (06) ＳＱＲ Ｍ ＷＵＰ ＱＨＨｾＩ＠

312- 3084 

工 場 名張市蔵持甲662 w518- 04 

東京営業所 東京都中央区日本橋茅場町2-11 ⑤ 102

本 社 大阪市西区西本町3丁目 1- 46

(第 5奥内ピル) ⑤ 550 

岡山営業所 岡山県倉敷市稲荷町7- 8 ⑤ 710 

三重営業所 三重県津市新立町1375 ｾＵ Ｑ Ｔ＠

本 社 工 場 大阪市住之江区粉浜西2- 10- 43 ｾＵＵＹ＠

八 尾 工 場 八尾市太田2541 ｾＵＸ Ｑ＠

本 社 大阪市西区阿波座中通1- 5 ⑤ 550 

支 庖 吹田 ・門真・京都・神戸・広島・岡山・金沢

営 業 所 大津 ・姫路 ・富山 ・岩国

ショーJ lr--ム 芦屋

本 社 大阪市西区靭2- 26 ( 西井ピ Jレ) w550 

本社営業部 東大阪市中石切6丁目 2- 11 ③ 579 

京都営業所 京都市南区東九条下殿田町26- 2 ｾＶＰＱ＠

支 庖 東京 ・札幌

名 張 (05956) 3-130α 代)

東 京 (03) 669- 4624(代)

大 阪 (06) ＵＴ Ｑ ＭＳＲＵ ･Ｚ Ｈ ｾＩ＠

倉 敷 (0864) 22-593α 代)

津 (0592) ＲＸＭＱＶＳｾ 代 Ｉ

大 阪 (06) 678- 5551( 代)

八 尾 (0729) ＴＹＭＰＳＰ ｧＺ Ｈ ｾＩ＠

大 阪 (06) 532- 1234( 代)

大 阪 (06) 441- 4288: 代)

阪 南 (0729) 87- 3131(代)

京 都 (075) 691- 150穴代)

大阪 大阪市東成区東小橋1丁目 15- 19 w537 I 大阪 (06) 972- 6171 (代)

奈良 奈良市紀寺町下五反田388 w630 I 奈良 (0742) 23- 5041- 4  

東京 東京都中央区日本橋本町1 - 5 ( 共同ピル) ｾＱＰＳ＠ I 東京 (03) 279- 6796- 8  
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アンボンドプレストレス卜

コンクリート工法

六 車 照

. 7 ' ンボンド P C工 法 と は

予め防せい材を塗布した P C鋼材をコンクリー

ト中に打設し、コンクリートが所定強度に達して

後にこれを緊張してプレストレスを導入するポス

トテンション工法である 。 グラウ卜作業を全く必

要としない点で、現場での大幅な省力化につながり 、

一 ト プ己乙竺f竺竺E竺2

一ゴf 弾性酬域 ト ←一 ω 州吋発生鵠域一 →4 弾性i減或 全1
一

「〉4ピfγ

ゾ

「-_ -_I- 、 / ム一一|

I  '、 / 鏑〆 P C錨;

アンポン間部材 / ¥ ノ 増加分布

付着のある部材

図2 アンポント: p c 部材の幽げ破壊時

鋼材引張力増分の材輪方向分布

昔日材全長にわた ってP C鋼材引張力は一様となり、

付着のある場合よりも曲げ破壊時の P C鋼材引張

力が小さくなるためである 。米国では曲げ破媛耐

力低下を補うために、引張側に普通鉄筋を配置し

ており、曲げひびわれ分散にも役立っている。

地震時の高応力繰返し作用のもとでおこる P C

従来、コスト面で困難とされていた床板、小ばり 鋼材引張力の変動は、直接アンホ‘ ンド P C鋼材定

などの簿肉または小形部材にも安価に利用できる。 者昔日に伝わる 。 ヨーロッパ各国ではこのようなヲ l

. 77 ン ボ ン ド P C鋼 材 と 防 せ い 材 張力変動による定着部 P C鋼材の疲労破断が懸念

されるとして、アンボンド工法の利用には消極的

図 1 に示すように表面に防せい材を約 1mm厚塗 であ ったが、実際には図 3 に示したようにアンボ

布した塗布形アンボンド P C鋼様、および、ポリ ンド P C部材の疲労耐力および破綾様相は付着の

プロピレンシース

被援の中に防せい

材を充てんしたシ

ース付アンボンド

P C ストランドが、

わが国では供給さ

図 1 アンボンドP C鋼材断面 れている 。

防せい材にはグリース、ワックス煩、アスフ T

ルト、ピッチ鎖、ポリマ一系防せい材などがある。

P C鋼材の腐食破断は場合によ ってはアンポンド

P  Cffll 材のi i J l t . 袋にもつながるので、とくに防せい

材の防せい力については IJ I l 熱鋼板腐食試験、取水

ｈ 民 ｮ 試験などにより ｬ 厳重なｼ切せい力試験に ｍｾ し

たものが用いられており、半永久的な l坊せい耐久

力が期待される 。 ちなみに最近筆者の行った伊勢

湾台風被害復旧に用いられているアンボンド P C

矢板、阪急電鉄' 営業線のアンボンド P C枕木の調

査研究によると、 18年間の実際使用後も完全な防

せい効果と精造体としての健全性が確認されてい

る。

0.9  

. アンボンド P C部 材

の 力 学 的 特 性 と 設 計

基本的には通常の P C

部材と問機な力学的性質

を持つので、その設計も

従来の P C と基本的に同

様でよい。ただし、曲げ

磁波耐カカ官、付者のある P

C 音11材とくらべて 10 - 15

%小 さくなる 。 これは凶

2 の単純ばりの例に示す

ように、曲げを受けた場

合、付着ーがないので各断

面で平面保持は成立せず、

制

11[ 

! ! (0.8 

2吾

g; 

::f 
、、
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ｾ＠
..y 

G  0.7 

刷

jl[ 

J  
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ある場合と何らかわらず、上記懸念は現在では否

定されつつある 。ただし、定着音11の疲労耐力がP

C 鋼材本体告11 とくらべて奨; 況に小さいものは使用

しではならない 。現在わが国で慣用されている各

種 P C 定着装置の大部分はこの心配はない。

・ ァ ン ボ ン ド P Cの 施 工

施工についてもグラウト作業を必要としない点

を除いて基本的には従来の P C と問機と考えてよ

い。プレストレス導入時摩擦係数についても薄鉄

板シースを用いる通常のポストテンション工法の

場合と同じと考えてよい。なお、万一 P C 鋼材が

破断したとしても、破断11寺lこ急激開放されるエネ

ルギーは防せい材の粘 ｾｬｩ Ｎｴ性により吸収され、鋼材

がコンクリート体から飛び出す危険性はないこと

が実験的にも実際商でも確認されている 。 このこ

とは部材が荷重を受けて P C鋼材が破断したとし

ても、これが飛び出す危険性はまずないことにも

つながる 。

図3 アンボンドおよび付着あり P Cはりの曲げ疲労耐ブ震験結果の一例

1  10 

破i裏までの繰返し荷重サイク凡敬
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- ァ ン ボ ン ド 工 法 の ユ ニ ー ク な 利 用 方 法

アンボンド工法を利用して極めて有効な構造物

の一つにフラットスラプ械造( コンクリート設計

基準強度200- 300kg/ cm' 、スラ 7' 厚15cm以上、ス パ

ン9 - 13m、平均有効プレストレス1 O- 35kg/ cm' )

がある 。 P C鋼材は図 4 に示すように設計曲け.モ

ーメント分布と柱l似な形に配誼し、かつ、 M=Pe

( M : 設計i 1J J け‘モーメント、 p : プレストレス力、

･ 偏心 ｾ｛Ａｉ 維Ｉとなるように ｐ 、 ･ を適宜選定す

ればよいから設計も簡単である 。図 5 は施工の一

例で、普通鉄筋を必要としない点で施工上も緩め

正4 乙ヰ一一平

図5 アンポンドP Cフラ ットスラブの施工例
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図6 皿種PRC (平均プレストレス 10kll /c品) 断面と RC

断面の許容幽げモーメント引張鉄筋応カ度の比較

で有利である 。

R C断面に 10- 30kg ! c m' 程度の平均プレストレス

を導入する 凹積 P R C 構造にアンボンド工法を用

いると極めて有利である 。図 6 は平吻プレストレ

ス10kg! c m' を滋入した 聞種P R C 断面の許容曲げモ

ーメント作用時の引張鉄筋応力度と、 R C断面の

それとを比較したもので、わずかな プレストレス導

入により引煩鉄筋応力度が著し く小さ くなり、ひび

われIJII 口幅を敦: しく制御Iできることがわかる 。収

縮ひびわれやクリープによる大たわみの制御もこ

れによって簡単. にできる点で、今後の R C 構造の

一つのあり方として、 田極 P R C を推奨したい。

. ア ン ボ ン ド P C構 造 の 耐 火 性

多くの実験により通常の P C構造と全く同等の

耐火性を持つことが明らかにされている 。

( むぐ るま ひろし J;r t.s大宇数段. 工博)



神鋼のアンボンド工法用シースト PCストランド

弊社は P C鋼材のパイオニアとしての自党から絶えず市場のニーズに応え、

例えば、高強度太径ストランド、低レラクセーション材、シースト P C ス

トランドなどの新製品の供給を行 ってきましたが、ょうやく普及段階を迎

えましたアンボンド工法に関し、これに使用されるシースト P C ストラン

ドにつきご紹介します。

・シースト P Cストランドとは

従来のポストテンション方式で施工上繁雑さのあるグラウトを省略し、積

極的にコンクリー卜と鋼材のポンドをなくした工法にアンボンド工法があ

ります。 シースト P C ストランドはこのアンボンド工法に使用されるシー

ス付 P C鋼材で、 P C鋼より線に 、工場で防錆グリースを塗布し 、 シース

被磁をしたものです。

・シースト P Cス ト ラ ン ド の 仕 様 お よ び 特 性

シースト P C ストランドはどのような P C鋼材についても製造 できますが、

弊社では下表に示すものを標準として製造しています。下表以外の P C鋼

材のご使用につきましでは別途お問合せ下さい。

シースト P C ストランドのl掌機係数、耐食性および耐火性は下記のとおり

です。

(1 ) 摩擦係数

シーストと P C鋼材の聞の摩擦による引張力の減少はシースの材質、配筋

状況により異なりますが、実験結果によれば、直線配筋による摩擦係数 λ

はO.0035/ m、曲線配筋による摩擦係数 μ はO.12/ r ad 程度です。

(2) 耐 食 性

シースト P C ストランドはあらかじめ |坊鋭グリースにより完全に被被され

ており、鋼材の腐食の心配は不婆です。

(3) 耐 火 性

P C 部材は P C鋼材が400- 450" C を越える混度に加熱されると強度が急激

に低下しますが、これはアンポンド工法て、も従来のポストテン ション ) J JI.

でも同じです 。アン ポンド工法による耐火性については外国での耐火テス

トおよび実際の火災例でもボンドがある場合より低下 しないことカ河童認さ

れております。

シースト P Cストランドの標準仕様

I  ｾＭＺｾｈｩ＠ I鋼材 附 | 靴

引 5世 術 援 降伏l 'rij m 

p  c 錫 材

l!lIll I  mm'  I  g  1m kg kg 

7本より 12.7棚 14. 7 98. 71 850 18，7∞以上 15.9∞以上

7 本より 15. 2l11m 18. 2 138.7 1，200 26，6∞以上 22.6∞以上

19本より 17 伽m 21. 2  208. 4 1，750 39，5∞以上 33 ，6∞以上

19本より 19.加嗣 22.7 243. 7 2，050 46，α)() 以上 39. 5∞以上

19本より 21. 晶醐 25. 2 312. 9 2，600 58，4∞以上 50. 5∞以上

シースト P Cストランドの断面と外観

.  アンポンド工法とは

シース卜 P C ストランドを用いたアンボンド工法は従来のグラウトを 行 う

ポストテンション方式と比較して、下記の利点があります。

(1) グラウトが不安のため工期が短縮できる 。

(2)  P  C鋼材はグリースで完全に保護されており、鋼材の腐食に対する施

工管理が不要である 。

(3 )  シース径が小さいため薄いスラプにも使用でき、配筋設計が容易であ

る。

(4 )  ケープルの途中でも緊張でき、コンクリートの打ち継ぎによる段階施

工が可能である 。

(5)  P C鋼材の再緊張が可能である 。

(6)  摩擦係数が小さいので、鋼材使用量を節約できる 。

建物のt wo wa yスラブへの適用例

.  ア ン ポ ン ド 工 法 の 用 途

アンポンド工法はほとんどのプレストレストコンクリートに利用できます

が、特に小型プレテン部材より、ポステン方式が有利であるものの、グラ

中 ぴ I ｾＭＺｾｾ＠ I グ J ース
GL ，- 6∞ 付 帯

%  I  mm I  g/ m 

3.5以上 0. 5 35 

3. 5以上 1. 0  45 

3.5以上 1. 2  45 

3.5以上 1. 2  50 

3.5以上 1. 2  60 

ウ卜が困維といったことの多い建

築では 利点 が大です。

道路、倉庫 の土 問、工場の床およ

び空港の滑走路など、地盤が軟弱

な場合や重量物が・絞 る場合の P C

舗装にも使用され、道路舗装では

P C版 l 枚の長さは l OO- 150m の

ものもあります。

A Y  ￬ ｾ ｟ シース

7 本より か イ トペトデリース
一一一一て. ふ山吉ヨl

その 他、 基礎ぐいを用いない P C

基礎や耐食性の面からノk もれの心

配のあるタ ンクや海洋構造物へも

適用されております。

¥¥. r ' ¥. . っす- PC鋼よ り鎗

19本よ j ⑮ 
一一一一ーささヨ

本 社 尼 崎 市 道 意 町 7 丁 目 2 番 地

。〉 明 材 の 総 合 メ 寸 ー

T E L  大阪 ( 06) 411- 1051 (代) 〒660

大阪営業所 大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 6 番 地

T E L  大阪 ( 06) 201- 3961 (代) 〒541

紳 鋼 銅 線 工 業 株 式 奮 社

東京営業所 東京都中央区日本橋室町 2 丁目 4 番 2 6 号

T E L  東京 ( 03) 279- 0461 ( 代) 〒103
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4 3  

ごみの真空搬送システム

( その 2)

住 J 11 武楕

システム概要 (その 2 )  

- 輸送管路

400- 600φ の鋼管あるいは鈎欽併を rnいる 。

入手の森易さ、性 ｦｩｅ 等を考えて鋼作のＮｲｾｾｾ合は

S T PG42、S TP Y41 が適当であろう 。 耐 服 粍

性の優れた鋼材も開発されているが、 {聞係、

入手性の点で新干首位点があるようである 。

管内面はごみとの殿様により j菅粍するので、

他栂 矧 の 竹 路 以 上に外而の保護を 1- 分に施す

ことが必要で、埋設官/1では 一般 に 塗 板 袋 の ほ

かに電気防蝕を絡す 。内面のI管粍に対しでは、

ごみの通過 l止に応じて行の肉厚を変え、さら

に合流部、曲がり背/1写 は 同 じ ご み の 通 過 IJ ;で

あっても、直守'sffl5よりも肉 j平を大きくするな

どの配政をする 。 実際には、 2 あるいは 3 段

附に肉! 平を変えるので適当であろう 。

曲 がり 、合流古/1は特殊な形状をしているの

で 、 取 り 合 い 、 と く に 建 物 内 部 に 行 路 を 政 設

す る 場 合 に は ス ペ ー ス に 十 分 注 怠 す る こ と が

必要で予ある 。曲 が り の 曲 率 半 筏 は 比 較 的 11 rtl 

に選べるが、最小の 曲率 半 筏 は 作 11' H壬の 3 f汗

程度とする 。 l経よ毛の点から l油がりが緩やかな

方 が 望 ま し い が 、 通 常 直 筏 の 5 併 れ 度 が 良 い 。

水配符のようには卜. 下で、きず、定められた

範囲内でのみ可能である 。 上昇は 15・- 20・、

下 降 は 30・ 以 下 に す る こ と か 望 ま し い /' . H  

の限度はごみの失速による閉塞を防止するた

めである 。 下降は j京程的には" I @ll I の下がりで

もごみは述べるが、ごみの速度が大きくなる

と、ｾ ｾ Ｚの ｬ 菅粍 Ｑ ， Ｑ が指数関数的に Ｑ ｍ 大するので、

過大な j努粍を| 坊ぐために 一応、の限度を，没けて

いるのである 。

管E告の溶接作業に際しでは、とくに内而に

突起中勿がa' J ' !て後にごみによる| 泊塞の原閃とな

らないように施工後内面の検ぢと、場合によ

54 
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施工中の埋設管
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図 5 点検口用入孔内部

図 6 収集センターの立上がり管

つては内面の研磨とが必要でF ある 。 一 般 に 鋼

符 lま外径悲惨で製作されている( 内筏基準の

ものも製作 ｮｦ 能Ｉので、 Ｑ ｾｾ ｦＧＷＮの変化点では内

l自に段援がつかないように、 i創業に先立って

内 l面/lfJ 先をと っておくことが必要である 。

・事 故対 策

本システムがに' 11二すれば、たちまち市民生

活に ［ｩｾｾ 併を勺・えるので、収集センターの機掃

に対する適切な予備機の設内はもちろんのこ

と、地域的な広がりを持 った管路、信号ケー

ブル綱に対しでも対策: を l市じておくことがヲー

ましい。 たとえば竹路の要所に遮断パルプを

設け、 J也区を数ブロ y クに分けることにより 、

メンテナンス作業を簡便にし、全体のシステ

ムダウンを防止することができる 。 また信号

ケーブルのルートをループ化し、さらにルー

トの途 '1' にアイソレータを設けて、ケーブル

のJ也給、 IUi' MNにより令f本の送受 {言システムが

J麻fがすることも /I} i J I: することがでトきる 。 大占見

f見なものについではとくにこのようなl ' i el. i!!.が

必要であろう

均I -vJ 也守: のような所では、不今年沈下に対し

でも、管路、ケーブル双 ) J に卜分な対策を施

さなければならない 。

・管路の空気抵抗

ごみ愉送 ｈ 寺の符ｬｉｩ｜のｾ気低Ｎｊｊ ｴ は、おおむね

-F記のように与えることカずできる 。

6  P t = 6  P α+ 6  P γ  

6  Pt ごみ愉送II!f の作路の圧力扱失

ム Pα : 空 気 の み に よ る 圧 力 損 失

6  P r ごみの愉送による尽力指失

作l I i ¥を空気が流れるに従 って、符 路 の 抵 抗

により圧力が徐々に低 F する 。 す な わ ち 空 気

の比! ] l llt y が変化しながら流れることになる o

ｭ 擦熱と行岱での熱交換により、 一 般にはｾ

rJ.. UI膨張とみなして良く、 6 Pαは 次 式 に て 近 似

Ｈ Ｑ Ｏｾ に求めることカずで‘きる 。

e  P ， Y  1  Wi  

6 Pα = P ，- P ?キ λ 一一一 ・一一一一

・ ー D  P m 2g 

(  1 は入 11 、 2  1;1: ，'/' .1 1を表す。)

P明 = ( P
1
+ P

2
) /2 

6Pr l こついでは、実物大のパイプで実際の

ごみを用いて数多くの実験をしで求めること

になる 。 ごみの助合はとくに、校型によるテ

ストでは制度の高い値は得にくいためである 0

・収集センター

対象地 区の近くに消掃工場があれば、ここ

に収集センターを設けて、収集したごみを焼

却炉のごみピットに投入する方式とすること

ができる 。 しかし、一般にはそうではない場

合 が 多 い の で 、 収 集 し た ご み を コ ン テ ナ に 圧

人して消掃工場まで輸送することとなる 。地

方 ( 1治 体 に よ り 収 集 方 式 ( 分 別 、 混 合 等 ) が

異 な る の で 、 収 集 セ ン タ ー の 方 式 は こ れ に 応

じたものとすることが必要で‘ ある 。

コントロール方式

図 8 分磁器

および集塵器

通常、ニュータウンでは入居が数年にわた

って段附的 に行われるので、末端の機慌の Ilq

設もこれに従うこと、またごみの排出傾 向 が

附目、季節によ って変動することなどを考え

て、収集プロックの組み合わせや収集時間等

のプログラム変更が存易に行えるものが望ま

しい 。

最後に

図 9 コント

ロール用操作卓

現花、このシステムの 1 戸 当 た り の 設 備 的

は30- 50万円にもなる 。 導入当初は安全性を

考えて、どうしてもシステムが按維になり I1券

ちなのは止むを得ないであろうが、広くこの

点空搬送システムが採用されるためには、よ

りシンプルで使いやすいものの Ｏ Ｑ ｦＮ Ｑ ＿ｾ に努めて

いくことが必要であると考えている 。

( すみかわ たけよし 日本エス エ 7 K J ( 大阪支出)
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施工材料の頁

4 3  

高分子( フヲスチック)

材料の耐久性

藤川 慧

1  . はじめに

高分子材料( 以後、プラスチ γ ク材料という) が

環境媒伐の中で、極身の外的作! T I を受けあi けると 、

外観や形態を維持できなくなり、変質や破綾に至

ることがあるが、このことを劣化といい、これに対

する 抵抗性( 安定性) のことを耐久性と呼んでいる 。

プラスチ J 7 材料の定誌は、“ 炭素 ( C) Ｇ ＪｊｾＨ ｈ Ｉ＠

Ｎ 酸素 ＨＰＩ ・ 窒素 ＨｎＩ 容の原子が ｽｪｾ 状や網状に述

給した長大分子であるお分子を t f . 本として 、充て

ん物や補強材' ! f ; から得られる人造の材料" である。

なおその形態は、凶i本状のものが多いが、 J安心剤

や塗料のように液状のものやエアロゾル状のもの

も合まれる 。 またシリコン附1mのように無機物に

近いものもある 。 そこでプラスチック材料の耐久

性とい っても広範になるので、 巨に身近な建築材

料を例にと って『論ずることにする 。

2 . プ ラ ス チ ッ ク材 料 の 劣化 と 耐 久 性

プラスチ γ ク材料は酸素 ・オゾン . SO:， .  H
2
S  

.  NOx等の大気汚染カ、ス等の気体 、/k およびm，分

・閉ま - アルカ' ) .  il 封鎖 ・洗剤・降下じんあい ・海

塩粒チ - 銅て平の活性金属等の環段煤1t に取り固ま

れ、光 - 熱 屯 気 ・力等の外的エネルギーを受け

あtけながら門然界に放 ia される 。耐久性は、光や

熱等の般的なものと 、繰返し仰歪や振動等による

動的なものとに大目IJできるが、本稿では建築材1
I
・}

表ー1 建築用プラスチ ック材料製品の形状別分類

の実用上の観点から、つぎの 6 縁類について取り

上げてみた。

111耐光性 および掛'tR柔性...... '-1光 、 とくに屋外での

使用 における天候劣化 に対する安定性

121耐熱性および耐低温性一・熱劣化、熱変形、 lL5温

熱分解に対する安定性と低温における物性低下

Ｑ Ｓ Ｑ 耐水性および師、 ｴｩｾ 性 ・ .1汲ノk 、吸湿による変形、

物性低 ド、加水分解等の安定性と吸水特性

141耐事El l-h性 ・・・・・・ ・3高液製1や活性ガス等に

よる化乍劣化に対する安定性と材料の変形がう

える影特

151耐I管粍性・・・・… … ・… …ー摩耗による物t型的な作

聞による劣化に対する抵抗性

161耐生物性・田・・………・… u ・・ バクテリアやカピ令官の

微生物と円アリやネズミ等による被害にあIする

低抗性

3 . 建 材 と し て の プ ラ ス チ ッ ク 材 料

プラスチ y クは、オールプラスチ ' / 7 構造と呼

ばれる大規伎な 利用法から、外壁、屋恨のような

外部の仕上材をはじめ、床、内壁、家具、設備機

器材等、 ｉｾｾ 広い利用域をもち、そのすぐれた性能

を発慨 しながら、今や 11進 n歩の勢いを示してい

る反面 、- }J では有機材料の特性として、認識し

なければならない点が少なくない 。 それが耐久性

と重要な 関係にあることは否定できない 事実であ

ろう 。っきーに建築用プラスチック材料製品の形状

別分 ｭ を 表 ー Ｑ にｾし、耐久性試験方法からみた

プラスチ y ク建材を解説することにする 。

4 . 耐 久 性 試 験 方 法

(1) 耐光性および耐候性

一般に、プラスチック材料を劣化させる光の波

長は、 400mμ 以 Fの紫外線であり、日光は290mμ

以上の光を含んでおり、このうち紫外線の占める

;IIIJ 合は 、 5 - 10 %に過ぎないが、これが劣化に ill

ｾｾ役 ［ｉ ｉ ｉｊ をＪたすことが言われている。実際には、

大気中の般紫の影響や、水分の影響等によ って劣

化が促進される 。 その試験方法は、つぎの 2 つに

分類される 。

①! 屋外1爆諒試験 ( J [S  A  1410) 

②人工促進劣化試験

( イ耐光試験機( フェードメーター) ( J I S し 0824)

フィ Jレム レ→f ー カーテン，スクリーン，テープルクロス，防ポフ ィルム

A  1事 板 タ イ ル ・シート 床および盗用タイ Jレならびにシート，採光板，ディスプレイ

厚 板 ドア，テープJレ板

普 通 . ftl 府 板 ! ぷおよび笠タイル，テープルおよびカウンタート y プ化粧板，捌板，配電板

B 級 府 板 合板・積貯金 ｍｾ 反 床および岱 シート ， 屋中艮ぷき

サンドイ ツチ 板 経1盈!!.H反，民，家共

小 型 成 型 品 食器，家具および主l ! 共付属品，パスルーム術品， iU灯術品

C 成 型 品 大 型 l戊 型 A-J1 スカイド一人物 ム パスタブ， (更r. f ，冷蔵庫，笠プロ y ク

1]- ・4亭 状 成 型 品 給排水管，配ＧｾｦＱ Ｑｙ ， ダクト， ｮｊ 也持，カーテンロッド， レイ ) V，雨どい

D 鋳 造 品

普 通 鈎 造 品 採 光 板

多孔1 ' ( 鈎 i主 ATg l呆温および断熱材，スポンジ 7 ''/ ト 1吸音材，パスルーム術品

E  噴霧硬化吊 補強盗板，出桜防水層

F  液 ・糊状品

接 着 剤 工業用， ill 築施工m，家庭用

表 面 塗 袋 内l 各 手重

G 繊 維

繊 剥主 Ij '. 繊維，紐 I kifll 

織 f却 ! 笠布，カーテン，家具，1: 1除け ，i!'l 物，壁掛け， 4l

(ロ緬J 候試験機( ウェザーメーター) ( J I S  A  1411 )  

建材関係で、耐光および而.t 候性が要求されるの

は、主に外装に 使用 されるものについての規 格 が

多く、( イ) を伎閉するものは繊維関係であり、その

f也の湯fTは、大体( ロ) が使用されている 。

(2) 耐熱性および耐低温性

五l! Mの耐熱性および耐低品位は、自然条件によ

って在布されるが、五I*の屋外で段高50.C程度ーに

なり、冬季の寒冷地では、屋外気温で最低一30.C

程度となることが与えられる 。 このような条件下

で耐熱性とは、材料の熱 lこ対する J抵抗性であり、

変質、変色、き裂、収紡等がIlil l l I i であることから

して、耐熱性の評価は、耐j 日時1mが問題になる。

耐低況L性も、低品目立化 で ，'l-NilI i されることが多く 、

硬さ、 i必快，;rti さなどの変化から，J，¥J べられる 。

(3) 耐水性および耐湿性

一般にプラスチック材料は 、水に対して安定性

があると合われているが、建材に使用される材料

は、大出11分無機伐との混合材料であるため、安心

できないのが1凡夫F である 。 さらに常温では安定性

があ っても潟水や熱ノk 、さらに敵性、アルカリ性

の条件下によ って、より - k'1劣化が促進されるの

で、 i. l 芯カf 必要である 。

(4) 耐 薬品性

プラスチ ック材料は、合同材料: 宇の無機1 ' ( 材料

と比較して般やアルカリには、侵されにくいが、

しかしその反 l而イI機溶剤今に士、I して必ずしも安定

でないことが言える 。耐薬品性を試験方法上から

分煩すると、耐ガスセl : 、耐オゾン位、耐酸性、耐

アルカ' ) 1' ' 1: 、 がti 芥剤性、l耐illi i ' l 、耐塩害性、耐銅

答性ｾｾであるが、ここではれ略する 。

(5) 耐摩耗性

耐j翠粍性による評価は、つぎの試験方法による。

(イ阿 t伝円鍛のl菅機および打常による床材料の摩耗

試験方法 ( JI S A  1451)  

ＨロＩ議砂法による ｬ Ｇｲ ｾｦ 毛試験 ｽｊ 法 Ｈ ｊ [ S A  1452)  

ド、Ｉｪ￭ ｽｦ 〆 ｕｌｨ ょによる ｬ 事耗 ρｾ ＮＱ玖 Ｉｊ［ｬ (.J IS  A  1453)  

に)塗車、門ーのウォ y シャピリティー試験機による Iffi.t

洗il ，n，lJ¥:験}J71，( J IS  K  5400' 平)

(6) 耐生物性

昆 !.Uや ネズミによる被' . - i 干に tけーる準試験 lh.去は

ないが、織品 ｈｾ ぽに付して、カピ低抗門 ｴ 試験 Ｉｊ 法 Ｈ ｊ ｉ ｓ

Z  2911 ) がある

その他、繰返し変形や振動による材料の疲労に

対する抵抗性や、成形収納、後収納そして経時的

寸法変化と{ o:fill Fのもとでのクリープ変形などの

傾向性があるが、紙，i日の向11干1-: ，I1I J愛した 。

5. お わ りに

フラスチ y クは、電気絶縁性、耐食性、軽 此 性、

断熱性、緩衝性、透明性、 • . ti -色性 、柔軟性、自己

il 目前性、 J ド草山花f性、 J主将位、 - H'I JxJ 杉性、大沿生産

性等、比世/1なき竹刊a をMii えながら 、金属、セラミ y

夕、木材、セメン卜製品等に見られない| 問題を合

んでいるため、りi I ' リトの人i主に悶惑を招いている。

とりわけフラスチ γ クm途拡大のために水をさし

ているのが“ 燃焼性" と“ 耐久性" であるという

ことを1. J け ))11 えておこう 。

( ふじか わ さとし Ol ，j' ) 11 本ill 築総合試験所研究 U )
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昭和52年 度 ・第 ワ 回 若 い 会員の集 い

北浜・船場界隈の

町屋を見る

一一一ディスカバー大阪・その 3一一一

レ ポ ー ト

ーも っ と大阪を知ろう .1 ...... とい

うことではじま ったデイスカバー大阪 シ リー

ズ。 1 回目は「なにわのかくれた史跡を訪ね

て」と題しで、上町台地の周辺を散策。 2 回

目は「大 川端 散 策 ー・ -一泉布観から大阪城公

園へ」 と題しで水の都大阪の 、 J':[: 中 を流れる

大川沿 い に 洋風建 築 の 泉布 観 を中心 にみて来

た。 そして今回はその 3 回 目、大阪の中 心部

であり、大阪の代 名詞ともされている“ 船場"

を中 心 に訪ねてみることにな った。

その普、大阪が経済の中心として、活気に

満ちていたときの商家は、現代社会の急激な

発展の 中 でほとんどがピルに生まれかわり、

現 在 も 残 っているのはわずかにすぎないが、

今も残る 船場の街並みと 町 家を訪ねて、その

歴史 的背 景 や地 域 的条件 などもさぐろうとい

うことで今回のテーマが決ま った。

11 月1211 、 大 阪 市 立 大 学 教 授 、 白 木 小三 郎

氏 を講師に迎えて、まず日本建築協会の会議

室に集ま って 、 そ こ で 約30分 間 「 北 浜 、 船 場

界 隈 」 と 題 し て 、 お 話 を う か がった。 その内

容は、船場の歴史から始まり、 町 名、町家の

形 式 な ど 興味 ある話が多く 出 された 。

上町 台地 のみが陸で広い砂浜であ った頃に

も船場という名前は古地 図 に あ る が、大阪の

中心 となる船場は、秀吉の大坂築城に伴い 、

東 横 堀川 が惣堀の一 部 と し で 掘 ら れ 、 西 横 堀

川 もl羽かれた頃から町造りがはじま ったとい

う。大坂城を中心に東西に幹線である「巡り」

が4- 5 聞の幅で西へ伸びており 、 それに直行

する「筋」が3- 5聞の 幡 で 南北 に伸び、毒事悠の

自のような衡が造られた 。 当時「通り J ( 主主要

な道路であり、「通り」に面した庖は格式も高

く、また 1 丁目から 5 丁目までとわけられて

いたのであるが、後に 明治 に 入 って 鉄 道 が開

通し、 梅 田 に駅ができると、大川 にはあちこ

ちに橋 がかかり、交通の幹線が「通り」から

「筋」へと移らざるを得なか った。

その「筋」に面した町家では、拡幅のため

に「車千切り」というものが行われたという 。

また町家の格差も間口の広さによ って異な

っていた 。 7 - 8 間以上もあるのは「巨戸」

と呼ばれ、 5 - 6 間のものは「中戸」、 4 間

以下 は 「小 戸」と呼ばれている 。

説 明の あ と 参加者全員、イラストマップを

片 手 に 、 ま ず 現 在 修 復 中 の 適 塾 の iii J を通 り、

大 阪市 立愛珠幼稚園へと 向 か った。銅 座 の 跡

という石標を右手にみながら、門を 一 歩中に

入ると、そこは静かな落ち着いた雰囲気の図

56 也事と社会 / I  978' f- 2  n  ｾＢＮ＠

内 で 、 高 い 天 井 の 講 堂、 その奥には 中庭 が あ 場で見せたという 。小さ な 入 口 を 入 り 石 を 敷

り、たくさんの花か嘆き乱れていた 。 中庭と

建物とはテラスで結ぼれており 、快適な 外 部

空 間 とな っているようだ。

今橋通りをmへ、堺筋まで行き 旧小 西 儀助

商庄の見学へと 向 か った。道官事町 2 丁目の、

「巨戸」の一 つであるが、ここは西側が堺筋に

面していたため 、 明治 か ら 大 正 に か け て の 拡

幅のため「車干切り」により 間 口は狭く な って

いるというが、車干切 りされた、 西側 外 観はそ

れを感じさせないように修復されており、建

物への愛者が感じられた 。 内部は一 見質素な

ように見えるが、よくみると、各部には質の

i S いものがあちこちにみられた 。 た とえば、

欄 聞 の 彫 り も の の 細 か さ 、 床 柱 の 材 料、 襖の

引 手 の デ ザ イ ン に ま で 注 意 が払 われていた 。

そのあと道修町 を西へと歩くコースの途中

でJ 少彦名神 社 (神 袋さん) " へ立ち寄 った。

ここは 間 口がせまく、ややもすると見逃 して

しまいそうな神社で、薬の神 織として 11月22

11 - 231司の 「仲良祭」でこのあた りはに ぎやか

になるところである 。船 場 に は 閉 じ 業 種 の み

で一 つの街区を形成している所があちこちに

あったという 。道 修岡Tは薬の街として典型的

なもので、ある 。

大 小 の 薬 の 庖 が 軒 を 並 べ る 道 修四丁を 西へと

御堂筋を越えて、もう 一 つ の 見 学地 「 旧 小西

平 兵 衛 家 」 へ と 急 い だ。 こちらも通りと筋に

面した角地 に立つ「巨戸」であるが、車干切り

にもあわず、明治19年 に 建 ったその当時のま

ま残 っている数少ない町家の建物である 。 も

とは唐物の器具や道具を扱 った道具商であり、

周囲は壁で囲まれており 、商 品 は 座 敷 の 展 示

き並べた庭から玄関へと 内部へ入っていくこ

とができる 。 また右手から細い通路が勝手口

から台所へ、 そして裏庭へと通じている 。勝

手 口 か ら 台 所 へ 入 っ て み る と 、 広 い 土問 には

焚 き 口 が 3 つも 4 つ も あ る 「 お く ど は ん 」 が

あり 、大きな釜がすわっていた 。 土 間 にある

押 入の戸や柱、 板 の 間 もふき 掃 除で黒光りし

て、歴史の重さを感じさ せ られた。 台 所 の 天

井はなく、 2 階 分吹 抜 け と な っ て 屋 根 裏 に 天

窓があ って採光に、 換 気 に 役 立 つ よ う さ れ て

いた 。

一通り見学のあと座敷に集まり 、 白木先生

からスライドによる、大阪の古地 図 や、町 家

の プ ラ ン な ど数 々の資料による説明をうけた

あと 、予定の時刻 5 時 過 ぎに解散となった 。

古いものから 新 しい ものへと激しくうつ り

変わる 現 代 の社会 にお いて 、そ の進歩も著し

く、そのための破壊工 学 は時代 とともに進ん

できたが、古いものを残すための保全工学は

あまりにも遅れてきているのではないかと思

われる 。船 場 で も 毎 年何軒 か の 町 家 が 姿 を 消

して新しいピルに生まれ変わっている 。 全 国

各地 にも歴史的に重要な建物 があちこちにあ

り、 誰 も が 訪 ね て い く が、 ちょっと 振 り返れ

ば最 も身近な 所 にすばらしいものが沢 山 ある

ことに気がつく 。 それ らがどうすればいつま

でも残しておけるのか。 それはただ保存のみ

というのではなくで、その古いものをどのよ

うに現代の社会の中で役立てていくかが、こ

れからの重要なことではないかと改めで考え

させられる 1 日であ った。

レポ- :$1 ・斎藤実経 (近銀地方建設局)

イラスト 地図制作→コラムデザインセンヲー



大阪の代表的な町家に憶う 北浜・船場界隈の町屋を見学

して

長 山 弘 子 和 田 康 由

低い雲、うすら冷たい風の中を 三 三五 五 集 北 浜・船場界限は 、戦 前 、 戦 後 を通 じて大

まった人達の熱気で、建築協会の会綴室はH愛 阪の経済の 中心であり、今でも歴史ある 町 と

かか った。 紫 煙 の な い 真 剣 な そ れ で い で 和 や して、その面影を止めています。 先の戦争で、

か な 雰 囲 気 り 中 で 、 白 木 年 竿 の 講 義 は 「 ま ず 戦 災 に 免 が れ 、 現 在 で も 明 治 ・大 正 ・昭 和 初

テキス卜の町屋の文字を町家に訂正してくだ 期の近代建築物や町屋が、よく保存されてい

さい」から始まった 。 それはディスカバー大 ます。今回の見学コースに 加 え、この 界隈に

阪その 3 ー 北 浜 ・船場界隈の町屋( 家) を見る は 、 市 内 で 最 も 古 い と さ れ る 、 木 造 建 築 の 北

に当た っての心得として最も適切な言葉であ 浜平和ピル( 明20年代) 、を初め 、三 菱 銀 行 大

った。先生の講義を懐かしく伺おうとしてい 阪支底( 明43年) 、旧三井 2 号館( 大7- 9年) 、

た矢先の私は、そのお話にハ ッとした 。 そし 緒方病院、洪庵記念館( 大12 - 13年) 、 生駒 時

て途方もなく拍手をしたい思いをおさえるの 計庖( 昭 4 - 6 年) ほか、歴史を伝える建築物

に懸命であった 。 大阪の経済活動の心臓部と が、数多く残されています。

は言え北浜 ・船場界限はかつて商いの町であ とくにうれしく感じられるのは 、そ うした

ると同時にその一野一好 ご と に 生 々 し い 家 庭 歴 史 的 建 造 物 が 、 新 し い ピ ル 建 築 と 肩 を 並 べ、

出発前に白木腸師より脱明を聞く 。 ( 於笛会 4 F 会積重)

生活があ った。建 物 そ の も の を 見 る 自 で 、 当 現在でも、充分その役目を果たしていること 宣文、旧緒方洪庵住宅( 遺墨) を外側より見る。

日寺の名残りをとどめている空間・ ｾｊ 物をみ、 です。

感 じてこそ、今日の意味があるのだと私なり 幼 稚 園 と し て 、 す で に 90周 年 を 迎 えた愛珠

に理解した 。 先 生 の お 話 は一人 前 則一町 前 に 幼稚園、未だに商家として、現役でがんばっ

台頭してゆく商人と町並. IsJ 並 の 発 展 が や が ているコニシ株式会社( 旧 小西儀 助 商庖) 、 銭

で道路の拡幅によ って「軒切り」にあい、見 高組高徳寮( 旧小西家) では、 外観 お よ び内部

世の部分と居住吉日分からな つでいた町家が次 も見学させていただき、老いてはいるものの、

第に居住部分を狭ぱめることで事務所化、ピ 生きている頑強な建物をみることができまし

ル化してゆく過程に触れられた 。 た。

好むと好まざるによらず流れてゆく III J 並は、 コニシ株式会社のクドのある庭の太い梁を

今もまた変わらないが、ピル街とは全く別な 安孫幼稚園、授庭

生 活 が 町 家 形 式 に あ る こ と を 互 い の 胸 に 確 認

して、適塾・愛珠幼稚園 ・旧鶴屋・美術倶楽

部 ・コニ シK K ・辰 野 家 ・高徳寮と )1債を追っ

で散策した 。

般 に 京 都 の 町 家 に 較べ て大阪は全く大阪

らしさのない都市、ただバイタリティだけの

ように理解されている大阪のド其中に、土H誌

の午後とは 言 いながら、これほど静かな伶い

があるのかと見返したくなる通りをゆ っ くり

歩いた 。

幼稚園の草分け愛珠幼稚園が代々近隣の人 み て い ま す と 、 最 近 の あ る 新聞 に掲載された、

々の協力によ って百年近くも開園しているこ 法隆寺宮大工西岡市・ーさんの「私は 、千年の

と、戦火をまぬがれ文化財として引き継ずれ、 生命を考えて、薬師寺西塔を再建します」と

今 もって美 しく維持管理されているのをまの いう言葉を、思い出します 。

あたりに見ると、園児遠の駿の良さを見るよ 建 築 物 は 人 々 の 歴 史 を 伝 え 、 人 々 は そ の 建

うで伝統の待つ意味の大きさに今さらだ った。 築 物 を 永 遠 の 愛 情 を こ め て創 造 し 、 守 ってい

つ い先達までタトf主しよう、となさらなか っ かなくてはならない 。

たとい う旧小西儀助商庄の先代(つ) 社長、安打! I J こうして、神淡さんに参り、 町屋 ほ か を 見

から軒切りの状態がよ く分 か る 辰 野 家 を 過 ぎ 学しながら、道修町を歩いでいますと 、戦 災

て、少しずつ暮れなじむ御堂筋を横切 って最 にまぬがれた商家の主人から、「多勢の人身が

終 地 の 旧 小 西 家 ( 銭 高 組 高 徳 寮) に着いた頃 伺 を み で ま ん ね んJ r 日本建築協会主催で、 北

は、ょうやく快い疲れを感じていたところ、 浜 、船 場 界 限 の 町 屋 ほ か を 見 学 し て い る ん で

広い寮を銭高組の方々に案内していただいた す。J r そうで っか、うちにも、屋根や好にめ

後のお茶は、( 一 度 に 接 待 し て 下 さ る 方 に は 大 ず ら し い 瓦 が の ってますさかい 。 ほら、あそ

変だ ったろうに) 格別だ った。 寮 で は 町 並 変 こにおま っ しゃろ 。 そこにも ・・ ・・・ 」 と 、 気 軽

遂のスライドを拝見して古賀会とな ったが、史 に話しかけられました 。 必りの、 時 折 り木 枯

的財産を維持する側の並々ならぬ努力を見る らしの吹く軍事い日でしたが、大阪人の人情に

につけ、市民の大きく 言 えば国民の所産とす 触れ、寒さもどこへやら 。

る心意気 をはぐ くむ手だてはないも の かとし 最後に、この見学会を通じて、常に笑顔を

みじみ思う半日であ った。( 大阪府農林部経営指導課) 絶やさず、気軽に、わかりやすく 町屋 な ど に

11修町の少彦名神社{ 神農さん) へお参り

つ い て 説 明 さ れ た 白 木 教 授 、 多 忙 中 に も か か

わらず気持よく見学させていただいた神農さ

ん 、 愛 珠 幼 稚 園 、 コ ニ シ 株 式 会 社 、 銭 高 組 高

徳 寮 の 方 々 、 並 び に こ う し た 楽 し い 企 画 を 催

された日本建築協会の方々に、深く感謝いた

します。 (大阪市立工芸高校)

日 時 昭 和52年11 月12日比)

集 合 13:30 → 解 散 17 ∞

ゲスト 白木小三郎氏( 大阪市立大学教授 ・工学樽士)

参加者 33名

行 程 13:30 ゲストの紹介及行程の観明阪倉主査

13:  35 lIt轟 「北浜、船場界隈について J

白木鴇師

14: 10 (出発〉愛珠幼稚園→コニ シ株式会社

(旧小西儀助商唐) →道修町、平野町

を歩く ー

16 ∞ 銭高組高徳寮見学 ・スライド ・憲畿

17 ∞ 解散
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日本建築協会

月間の動き

昭 和52年 12月分

出 版 委 員

小委員会

A .  

2玄

5 日 11侍- 2 時 於会館集会室

出席者 小林委員長ほか 2 名、学芸出版社

議事 「技術選書」進行状況の打合せ

住 宅 委 員

委員会

A .  

-z;; 

6 日 5 時50分 - 8 時 於会館集会室

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か 9 名

議事 (1)次年度住宅展に ついて

(2 )その{ 也

建 築 デ ー タ シ ー ト委員会

B グループ打合会

7 日 正午- 2時半 於会館集会室

出 席 者 羽 入 幹 事 ほ か 4 名

議事 (l )H- M工事の目次調整と 頁の決定

(2 )その他

委員会

9  B  5 時半 - 81時半 於北京

出 席 者 板 先 生 井 上 ・ m家正副委員長ほか

13名

議事 (1)こんごの スケジュー ルに つい て

(2 )そのほか

委員会終了後同所におい て忘年懇親会を開催し

た。

企画分科会

19日 6 時- 10時 於会館地下編集室

出 席 者 酒 井 幹 事 ほ か 4 名

殺事 (1 ) 総合目次( 関連日次) の検討

(2)索引の検討

(3)装備について

(4) 広告原稿( 新建築 2 月号掲載) について

編 集 委 員

3 月号編集幹事会 (第 2 回)

A .  

-z;; 

14日 6 時- 91時 於会館集会室

出席者池田有隣、辻野純徳、溝事j I 宏至朗、

末松平IJ 夫、吉田あこ 、木下川武各特別

幹 事 鈴 木 委 員

議事 (1)第 1 回幹事会の中間報告

(2)特集案まとめ

(3 )次団幹事会
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編集委員会・広告企画小委員会合同委員会

20日 4 時- 6 時半 於会館集会室

出席者 中村委員長、尾他副委員長ほか 5 名

議事 (1 ) 正月号= デザインの動向一新! 日のコント

ラスト特集経過報告

(2)  2 月号= 水特集経過報告( 広告企画を含

む)

(3 )  3 月号= 病院特集( 仮称) 企画( 広告企

画を含む) 一幹事会案をもとにー

(4 )正月号までの収支状況と本年度の見込み

(5 )そのほか

建 材 委 員

委員会

A .  

-z;; 

15日 6 時- 8 時 於会館集会室

出席者 山田委員長ほか 9 名

議事 (1)こんごの委員会活動について

(2 )そのほか

委員会終了後同所において忘年懇親会を開催し

た。

事 業 委 員

広報小委員会研修分科会

A .  

2玄

23日 6 1侍- 8  H寺 於会館集会室

出 席 者 佐 藤 幹 事 ほ か 2 名

議事 (1) r建築における省エネルギー化」のセミ

ナーについて

(2)日影規制についての説明会について

(3)A S T M研修会について

(4 )そのほか

若い会員の集い伝統工芸企画分科会

23日 6時- 9時 於会館 3 階会議室

出 席 者 佐 野 主 査 ほ か 2 名

殺事 (1)第10因企画( 伝統工芸を見る) について

(2)見学先の選定その他

若 い 会 員 の 集 い

「原風景への思惟」

一外空間作家・深谷光軌氏に聞く -

3 日 1 時半 - 4 時半 於あまベ( 余部) 邸

聴講者 51名

講 師 深 谷 光 軌 氏 ( 外空間作家)

聞 き: 手 狩野忠正氏( 竹中工務底設計課長)

見
..... ‘  
千

A .  

-z;; 

神戸・三富市街地改造事業プロジェクト

セミナーと A 棟新築工事の見学

9 日 2 時- 4 1侍

出席者 31名

設 計 附 日 建 設 計

施 工 A 棟鹿島建設( 附 ・ーー ー見学

B 棟消水建設( 同

C 練 脚 竹 中 工 務 庖

セミナー講師 西村安進氏

(神戸市都市計画部再開発課長)

建 築 ク ラ ブ

役員会

7 日 正午 - 3 時 於会館 3 階会議室

出席者塚本代表、杉村運営委員長ほか 2 名

議事 (1)忘年懇親会について

(2 )そのほか

忘年懇親会

13 日 611寺- 7 時半 於大阪グランドホテル

出席者 90名

会員有志より多大の賛助を受けまた寄贈最品も

多数に上り盛会を極めた。

12 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 2 社〕

ダイ シン 土地側 7 ドウ建研側

〔個人会員 4 名〕

遠 藤 英 治 小 沼 浩 雄 絃村満喜子

山 口 勝 正

圃日本建築協会の展示窓ご紹介 111111111111111111111111111111111川 川 川11111川11111111111111111111111111111111111111川 1111111111111111111111111

第38回展示写真 「国立循環器病センター」

惨展示期間 昭和52年12月19 日より 2 カ月間( 予定)

静展示場所 京阪電鉄- 地下 通 路 ( 北浜干寄り南側 ショ ーケース )

国民の健康の最大の課題とな っている循環器病一一脳卒中 ・心臓病 ・高血圧などーーを制圧するため、

厚生省がかねてより建設中の「国立循環器病センター」が、昨年夏 、本館( 病院 ・運営部) と付属棟( 宿

舎関係) の完成を兄、緑豊かな吹田市北千里の一角にオー プン いたしました。現在工事中の研究所線が

完成すれば、わが国はもとより、世界でも有数の循環総病専門の総合施設となり、東京の「がんセンタ

ー」に匹敵する医療の拠点として期待されます。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社

支 庖

神戸市生田区北長狭通 4 - 1  (英和 ビル)

電話 神戸 ( 331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  禽 庫

創 業50有余年、当社では製品製造から責任施

工までの一貫した作業システムにより、漏水

原因を克服した理想的な総合防水層を完成き

せました.

・奥山式総合防水層の特長

継目がない/ 温度変化による伸ぴがない/ 腐

らない/ 柔軟性に富んでいる/ 耐候性に優れ

ている/ 製品及ぴ施工技術が優れている/ 完

全絶縁工法で施工出来る

奥山化工業株式舎紅

本 社東京都中央区銀座8-4-9 ・鱈03(571) 2703 

カッパー防水帯

コ- J 〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 図 字 宮 畑 2 5 9 電話ω62( 21) 6092

大阪出張所 大阪市都島区都島中通ｾ 2-3・1 電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3 - 3 電話052(811)36ω

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電 話0952( 47) 2945

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大阪市東区 両替町 1- 12 日生ビル 宮 ( 943) 6571代 表

東京 ・横浜・盛岡・郡山・水戸 ・浜松 ・岡崎 ・名 古 屋 ・山山 ・大 津・京都・堺・神戸 ・広島 ・福 岡他全国主要都 市
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

令 郡 朝 日 三 業 社

本 社東京都港区芝松町 1 -25- 7  電話ー ( 434)6171( 大代〕

大 阪 支 社 大 阪 市淀川区加烏 1 -58-59  電話 ( 302) 227 1( 代)

支 府 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 広 J; ，lj • ｴｬｬｾ 間

営 業 所 釧 路・ 函 館 ・盛 岡 ・横 浜 ・ 静 岡 京 都 ・ 神 戸

g t S: 2  5 設 計総 工

曇 〈 知 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 従 話 大 阪372局7151( 代 )

京都市東 山区大和大路正面上ノレ電話京都5&1局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山手 通 六 / ー 電 話 神戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内. 民江戸沼 l γ 日10番17 月 〒550 ;'{i，!市(441 )8231 

本 社 東京都中央区銀座 2 丁目 2 番17号 干104 'ill:，!首(535) 5251  

支 社 大阪・ 東京・名古屋

支 庖 札似・仙台 ・金沢・広島・稲岡

営業所 fli i島・天理・岡山・ i17i 総 熊本

出張所 秋Hl '  Ｇｉ ，ｾ問・千葉 ・ 償浜静岡・富 ＱＱＱ 稲作， l，!l}. IH 

京 都 神 百 ・鹿児烏 ー部iJl

空 気 鯛 和 股 備

事吉携水衛生段備段計施工 各種送J!1.機 ・製作販売

各種プラント段備

⑪ 附 舎 社 ，，: ' 4J l シ

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281(大 代)

営集所 東京 ・名古屋・京都 ・広島- 福岡 エ湯 和泉 ・名古屋

テレックス : 本社 No. 562- 7688 和泉工場 No 538- 5898 

- 給 排 水 衛 生 ・ 冷 暖 房

・ 空 気 調 和 設 備

. そ の 他 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 絡 エ

⑮ 斎 久 五 業 株 式 会 社 大 阪 支 社

大阪支社 大阪市北区中之島4丁目 2番38号 電話06- 443-504H代)

東京本社 東京都千代田区大手町2- 6- 2(日本ビルデインク )

電話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1間

60 

営業所 札縦・仙台 千葉・名古屋 ・金沢・高松 ・間山・福岡

出 猿 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 広 島 ・ 苫 小 牧

空 気 誹1 和 設 備

給 排 水 ・衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

三 機 工 簸

ム

環 境 衛 生 施 設

荷 役 運 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 番地 電 話 大 阪 ( 202) 代 表 3071

本 庖 東京・日比谷 ー三僧ピル

支 庖 名古屋、 緬問 、札鋭、広島、仙台、北陸

出 張 所 慣浜、 高松、静岡、箆図、岡山 、金沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業ヰ総書社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 田r 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東京都中央区日本橋蝋殻町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 (大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・積浜

。
東京本応

大阪本底

支 庖

出 張 所

空 気 闘 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

掠式会社 -司r T

-・・
晃 空 調

東京都新宿区西新宿 新宿住友ビル 屯話 03- 344- 19日

大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号 電話 06- 363ー1371

名古屋市 中 村区 下笹 島町 11 - 2 屯，活052- 581 - 8571 

広 島 市 紙 屋 町 1 1 目 2 番 22 号 電 ぷ0822- 47- 4535

悩岡 市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761 - 3795 

仙台・繍j兵・福井 ・京都・神戸 ・松江・沖縄

管 工 事 業

@ 協和建設工業株式会社大阪支庖

取 締 役 支 l占長

大阪市北区堂島 2 - 1  - 2 7  (桜橋千代田 ピル)

郵便俳号530 電 話 大 阪 (06) 346- 0721Ui:: 

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号 ( 新大 ピル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  (代)

本社 ・ 東京都中央区日本幡本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・九 州 ・ 広 μ - 札 峡 ・ 東 海 村 ・北 陸 大 分

空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災

。須 賀 工 業

大阪市西区土佐沼 1 - 2  - 3 0  T E L  06- 441- 5171  

支 庖 東京・大阪・績浜・名古屋・京都・神戸・広島・福岡

営業所 札幌・千葉 ・僻岡・金沢・高松

出 張 所 仙 台

空 調 衛 生 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

多 株 式 会 社 精 ｾｈ＠
本 社大阪市街区瓦屋町 3 挙丁68番I也( オート セン7ービル2階)

郵便番号542 電話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 広 東京都千代悶区九段南 2丁目2番 5号( 九段 ビル8階)

郵便番号 102 電話 東京( 03) 262- 3  2  4  1  - 4 番
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志 社 実 家 宝 庫 東 京 都 新 宿区西新 宿2 - 6- 1 ・03- ) 4‘ 一 1851 ( 大代} 大限宜庖・回一448- 盟 51( 代)

名古壇宜庖・田2-211-1535(代 ) 九州主庖・四2-431-21日 営 実 用 札 岨 ・ 仙 台 ・ 柵活 広 島

神 声 出 鋼 所 鏑 瑚 童 iR . 大 宮 ・岬岡・ 盟国 ・ 京鶴 岡山 崎 山 間窓瞳克. ，. 沖縄 ・パン コワ

司.

j星 ・湿度開整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 西 天 満3丁目6 番 14号 電 話 (364) 6666 ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 回 区 丸 ノ 内 3- 3- 1( 新 東 京 ピ ル )

世 話 ( 2 11 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 支 府 仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 支 1苫 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

1It #舌 ( 971) 3  6  2  1  

一 般 空 調 股 備 ・ f亘 温f亘i毘 設 備 ・ 冷 凍 冷 蔵 蚊 備

冷 却 乾 燥 段 備 ・ 環 境 改普 股 備 そ の 他 上 況 に 附

，園、ー有事す るt衛生、電 気 等一 切 の 工 事 の 設 計 ・ 施 工

ｉｾ イヲ写本 ｕ フヲシト繍ｩＮｬ ｧｮ
司ヨ炉 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀[ ，( 中山本; J ! J 1  l '  FI 2 得』也 ホ ー コ ク ピ ル

干 531 ¥1t.1丹 λ ー阪 ( 06) 372- 5171( 代 混 )

支 I苫 東 京 都 中 央 I更 日 本 備 本 図T 3 の 1 共[ ，j J ピ ル

〒 103 屯 訴 来 日( ( 03 )242- 5521( 代 表 }

11' 割陣所 loi I伺 . *" i!i' M ・1ぶ 偽 ・ 札 帆 仙 台

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 西天 満 5 - 11-12 電話 06 - 313 - 1846

JE £tE E fJ 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06 - 313- 1846

Z 完 表 立 法 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 番 3 号 電話0720- 4 9 - 2128

設 備 部 大 阪 市 北区西天満 5 - 11- 12 電話 06- 313- 1846

ff 剛 1E ‘ 怒 枚 方 市 甲 斐 団 東 町 9 番 3 号 電 話0720- 4 9 - 2128

日愛 ・冷房 ・空気温湿度調態装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈

ふ主4

- 否ー

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 回 1丁目 4- 8 ( 北 阪急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁 目 2 番 地

c: : : m哩型里コ 空 気 調 和 設 備

宅 計 施 工

換気 ・除塵設備ロ

東 洋 製 工 綴 織 式 会 経 大 阪 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー } - 2 7 T E L ( 433)  8 0 7 1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

おまを西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津6 丁目 8 番 4 号 電 隠 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 - 福 岡

空 調 ・衛生・防災設備 設計並施工

⑥日本管工業株式会社

本ヰ盛 京都支唐 京 都 市 南 区 西 九 条 愛 国 a l ' r 2  0 番 地 の 1

1[ 話 (681) ＵＱＰ Ｑ Ｍ Ｕ ・ｾｲＮＺ ｬ 専 刷 Ｈ Ｖ Ｙ ＱＩ 1045 

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 天 満 1 丁目 5 - 20 .  ( 天満橋北詰 )

電話 (352 ｾ＠ 3  5  0  1  - 3  

回 目 前 支 l苫 四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 従 話 ⑬7431- 3  

滋賀官官集所 大 海 市 打 出 浜 13- 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

簿 曾 鎌 所 津 市 栄 町 2 - 1  1  1 電話 0592 ⑮ 3 6 1  0  

('''IW. 3名言問叢居号leJ

=-=電・司....

③同議事訴斜

J J I ! J  

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸沼 1 -22 - 7  T  E  L  ( 441  )附 1994 ・( 443)附0331

空気調和・ 恒温恒湿 ・冷凍・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不ニ熱紅葉撤去舎紅

本 庖 大 阪 市 南 区 .A if 町 2 - 5  0 電話 261 - 243説的

東京支底 東京都大図区西馬込 1 - 2 ー 1 電話 773ー 1231fft)

営 難 所 銀座ｾ兵除 ・ 京 都 ・ 神 戸 福 岡

空気調和設備・ 給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設/ 設計・施工

⑫ 山 田 工 諸 積 書8 f t

本社且菅工事事車部大阪市西区京町 堀 1 - 6  - 8 電話06(1l3)8161(大代置)

環壇韮置事草郡大阪市淀川 区三埠屋南 1 - 1  - 35 電話 06(308H491(代置)

車 京 支 眉車草郎江東区亀戸1- 8- 4 (自問ピ " 1電J ! ; 03168318421 1代轟}

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 区 輩 2 - 16 - 13(京極ピル ) 電話 052(202)剖171(代置)

出 強 所 神 戸 ・ 福 岡 . ｾ山

61 



⑤ 
官 自 信署員 .e:: . J . ル ......b. 

i場 竜 丸 株 式

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2 - 4 朝 日 ピ ル

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  (代 )

京 抑 市 布 京 区 術 l l ' : 鰍 喜 草 野 田T 2  1  

T E L  京 f，s 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( イ吃)

制 岡 市 中 央 区 東 院 1 ー 1 4  - 8  

T  E  L  ｾ凶 ｬ 瑚 ＰＹＲ (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社

A

Q

一
品

設 計 施 工電 気 設 備

朝

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 椋 式 会 紅6之

困S次

本

本 社 営 集 所

京書官営割陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L0 6- 313- I I OI

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・九 州

信原栗取締役社長

福 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常務取締役支社長

大阪市東区高随橋五丁目 二八番 地 電話大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ・丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 ・出 張 所 全 国 主 要 都 市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

血
，、

代 表 取 締 役 林 敏夫

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ビ ル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東京行1; 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一
一
一

株 式 会 社

ヰ土

庖

本

支

， 
出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 成 育 三 丁 目 五 酢 十 七 号

i'll ff 重 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市城東区成育三丁目十七 佐一号 電紙大阪 (932)2869

奈良県御所市御国通360 電話御所 (2) 0122  

枚方市山之上凶町 l の l 電話枚方 (43)8659・(44)9232

神戸市野合IR若菜通六丁目 六需五号 電指神戸 (241)5969

電気・暖冷房・空嗣工事般世十施工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ピル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新橋 2 - 1  6  ( ニュー新橋 ピル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 ( 991 ) 5  1  3  1  (代)

堺 ・ 千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

ro ム一

A

中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈良営業所

牧方営難所

神戸営業所

社

H  

1包

*  
支

!苫支

神 戸:，，¥'l!/; .庁

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 説 町 l 丁 目 1 1  0  { 昏地

電 話 大 阪 ( 472 ) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東 京 都 品 川 区西J i 反田 6 T  13 25番 11 号 ( 悩 ぬ ピ ル )

.lf. iI ;舌 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 合 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

T正 昔舌 小 合 ( 5 6 ) 5 6 6 5 ・5 8  1  8  

嶋 ・ 千 業 ・ 和 歌 山 ・ 名 占 屋

総合設備工事 〈設計・施行〉

電 気 ." ] ' ンテナ・送電線 ・プラント ・計装・空調・土木・建築

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

宇土

広

本

支

flB 四林取締役社長

営 業 所

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2ー 8

T E L  (  0 6 ) 4 5 2 - 1151( 大代)

東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・福岡

社本

群出昔長戸斤

事 業 所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

田 中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

取締役社長

社本

高千縫亀縦株式会討

取鱒役社長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 書 官 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - 10 

. 艦 大 飯 ( 06) 3 5 8 - 1  1  7  1 大 代 '

310京 都 港 区 虎 ノ 門 1 丁 目 1 3 番 5 号

‘ 箆 東 京 ( 03) 5 0 3 ー 0 7 1 8 代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10 番 24 号

電 鋸 率 直 岡 ( 092) 7  1  2 ー o 1  2  6 代 表

神戸 078 ( 351)  6441 鹿 児 島 ω92( 24) 0115 

電 気 設 備 設 計 施 工

@  

事土

庖

ヨ転

支

営業所
型t . 所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 西 天 満 6 丁 目 9 番 8 号

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四日 市 ・ 神 戸

松 山

電気・計装・空調工事設計施工

電 気 工 事 ・ 針 畿 工 事 ・ 股 計 施 工

1 7 vト圏雲完工;.J シニアリレヲ跡式8 紅A  社

山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 ( 代)

東京 ・神戸 ・広島・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋賀

京都・高砂・ 三原・徳山 ・松 山・新居浜 ・福岡 ・沖縄

'.!I=. 

I C  
取締役社長

社

支 庖

事業所

本
十土本

支 l苫

営業所
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遺 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑩ 
ト弓 1 ・ヒューム宅

ペン手1.- - 9ー・ミ)it-;.レ

⑪: :  JI) 滞家 s 高 志

司u舌 大 阪 06( 532)代 0461 . .  550 

姫路官官織所 姫 路 市 北 条 ロ 1 2  6 番 地( 住友生命保険 ビル 7 F )  

大阪市北区同心ー ノ九ノ 一 九

電 話 大 阪 ( 358) 4  0  3  1  

建般省飽ｾの防火材料

ソリジットスタイン .材問・ o  0  0  3""" 

ヱ パ ウ オ ー ル 基 材 岡 等 0003" " " 白色干司
エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等

Standard Board &Sl ate 

議費賢

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 ( 06) 702一7814- 7  

東 京 事 象 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 繍 岡 出 . 所

. 複層模様吹付材 プレハタイル #2000 |  

( 吹付タイル) <セメ ン ト系凸状 ・カ ット状仕上げ〉

エマルエボ #3000

(エポキシエマルション系凸状・カ y ト状仕上げ)

⑬明石算化学工業株式会赴

製造発売元 本 社 明石市雌江中谷町888番地 ( 078)928-345鮒官

営 寝 所 大阪・兵庫・東京・名古庖広島高松・福岡・仙台

11川11川11川11川11川1111川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11削11川11川11川11川11川11川11川11川1川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川
11川11川11川11川11川11川11附111川11川11川11川11川11川11川I川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川I川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川111111川11川11川11川11川11 l  

:ヌ7 日間 需阪。摂附

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商J吉

大 阪 支J吉

大阪 市東区高照僑 2 丁目 9 野 村 ビ ル5階 電 話 大 阪 ( 202) 4905

消 火 設 備 の バ イ オ

、固圃晶

、-・・ー ア

ハロン1301消火設備

二酸化炭素消火設備

粉 末 消 火 設 備

嘩主高圧瓦斯工業株式会社

本 社 〒664 伊 丹 市 伊 丹 雲 正 の 下 2 3  7 番 地 雷伊 丹 (0727) 82- 8561  (代)

東 京 支 社 〒102 東京都千代田区九段南4丁目 7番 13号 (大島ピル) 宮東 京 (03) 265- 7651 ( 代)

名 古 屋 事 務 所 〒 462 名 古 屋 市 北 区 御 成 通 り 3 丁 目 l 番 地 告 名古屋 (052)915- 0801- 2  

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

ス タ ン タ ー ド メ タ ル の 大島応用化学東大阪市新庄 ( 745) 5121- 5  
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本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 館 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 ( 471) 0  4  2  6  

r  

:J:J l ・ 左 官 用 外 ・ 内 塗 装 材

目

。特長= 化粧・防水・亀裂防止・

補修工事に最適。

100%アクリル弾性水系塗料材

〈 ロ ー ラ ー ワ ン タ ッ チ 仕 上 げ 〉

I 強力水性シミ止シーラ- 1  

1二2 2スス等ヨ切bw9C

左官コテ塗り仕上塗料

和、洋内・外装材の最高級品

( 緊楽仕上)

-'3-( J  T  ::..lJ B  

。 、

⑧( き曹界115暫

新 興 壁 材 工 業 株 式 会 社

大阪市住之江区粉浜 3 - 5 - 6 ・(06)672ー 1661 ( 代)

練 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福岡市樽多区上牟田 3 - 7 - 3 _ (092)411 ー5225 ( 代)

6 4  



4・

同進式
簡 易 間 仕 切 デ イ オ |  

オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で. オフィスレイ戸ウトも流動的です。取叶，取はず

しが簡単なアィオは時代の要求にマッチしだ新しい簡易間仕切です。軽くて，剛1性のあるアィオ

パネル( イソパンド36) の表面は 0 . 5 %の塩ピ鋼板で僑成され，美しい室内感賞を出しています。

(  P AT. 6i 牛〉

奥村重兵衛株式会社日

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ワ号 〒530 電 話( 06) 31: ? - 4131( 代〉

襲 京 都 透 区 新 僑4 - 2 第 29森ビル 〒 105 ｾ童話 ＨＰＳＩ 437 - 3361 ( 代〉

福岡市 Ｑ 号多区住［Ｕ Ｒ 丁目 ＱＶ 醤 ＲＷｾ 〒812 電 話( 092) 291 - 0459( 代〉

名 古 屋 百屋市西区{ 表町 2 丁 目 1 醤 6 雪 〒 451 母 胎( 052) 522 - 5436( 代〉

年中見ていただける 皆様の見本室 |雲|

タイル

常設展示場

A M. I0.∞- P.M. 5.oo 

日曜・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町1丁目 25番1号

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

月刊建築技術

定 価 ￥ 700 

(  3 月 号 〕

- 新しい外壁 タイル打込み工法 ・・ ・・・ 一・・・和田貞男ほか

. マス コンク リー 卜と遅れ添加 工法ー. . . " . . 大野鎮雄ほか

. わが国における C A  0 の現状(3)・・ ・・ ・ ・・・・須膝福三

. 建築と安全性 ••••.• •••••.•••••••••• •••• ••••• 中野清司 ほか

. わかる溶接(6) 一- 一・・………ー・…. . . . . . ... .. . 井上 1尊

. 構 造 計算 データシ ー卜 (52)" " …・… ・… … 構建設計研究所

〔特集号案内〕

・躯体生産技術の向上をめざして / 51判 月 特価￥ 780

. 建築と接合 / 51 年 7 月・特価￥ 1，300

. 住宅部品システムの普及 / 51年 11 月・特 価 ￥1，400

・失敗の実例に学ぶ II / 52年 " 月 ・特価￥ 1，000

e:.:可〒 160 東 京 都 新 宿 区 北 新 宿 ト ド 中 島 ビル 8F

Fヨ益基2 11被替口官。 7持
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民品ぢZ13 7t l ' I レヲ Jl J 9J l  

錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種・ オリエンタJ レカラースーJ'¥ーメタJ レ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス ー パ ー メ タ ル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L )  

66 

、

本

波 板 規 格 S 小 波 . 5 大波. Vi .皮・ボックス波 . Wジ ャ ン ボ 波 ・V デッキ・其の他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター ・ベンチレーター・ムーパー ・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

議議 市 ｉｊｉ Ａｊ ｾｊ 乱暴 Ｙｊｬ 製造掠式会誼
社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ ル 電 話 大 阪 (412) 5131 ( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 (488) 1081 ( 代)

東 京 本 社 及工 場 〒 335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 曹長 (42) 3115 ( 代)

大 阪 支1苫 及 工 渇 〒 660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 (488) 1081 (代 )

九 州 支 庖 及 工 場 〒 807 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電話 北 九 州 (691) 2831  ( 代)

名 古 屋 支 底 〒450 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 4 丁目 4 番 8 号 包 括 名 古 屋 (581) 2781 ( 代)

現場の信頼に応える

司r l " I A
毎 日 ロ

著書Eロロ

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用

セ メ ン 卜 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー 卜 型 枠 脱 型 周

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" ま ヲ -

Z割、ー墨田ート

7 A- 9..-. 

11守- qL .

セメン卜起泡・軽 量 ・裏込用 ｚＥｾＭ ｉﾭ

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 Z 7" ; I -叫也

ー セメント混和剤・助材綜合メーカー -

V i 窓油脂，( 1 : 工事主
_io1"Y 東 京111品川区ニヨ11- 18- 8 ft.. (787) 1131代 表

東 北 支 庖 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原3- 2 ft0245(91) 1l 31間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 町 14 - 3  ft0298 (23)  1131間

盛 岡 営 業 所 岩 手 県 盛 岡 市 月 ケ 丘3- 39 倒 閣 (45) 1331制

大 阪 大阪市東成区東中 本2-17-26 ft 06 (974) 1131 



、 • 

水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリのスキ問でも 、水 は遠慮しません。

く日アス 〉は、 防 水 工事ひとすじに 50余 年。

この小 さなス キ問と の 長い たたか いを続け

ているのです。 もちろん 、O シグマートによ

-
4・園F

地 区 会 社 名 所在地 電 話

北海道 日本防水総業株式会社 ｾｌ ｩ 見 ｉ 打 T  E  L  ( 231)  7  5  1  1代

日本防水総業( 株) 旭川出張所 旭川 di T  E  L  ( 32 )  0  0  8  4  

日本防水総業( 株)割11路出張所 ｾ ＱＱＱ ｩ｜ ､ ￯＠ T  E  L  ( 23 )  2  0  5  6  

日新建工(株 ) 札幌出張所 十LI 見，Ii T E L (221) 5 0  1  5  

大和工業( 株) 苫小牧出張所 苫小牧 di T E L  ( 34 ) 3 3 5 8  

東 北 日新建工(株 ) 仙台支庖 仙台市 T E L  ( 62 ) 4  1 0 1  代

関 東 伊藤建材株式会社 東京都台京区 T  E  L  (842)  1  4  3  1  代

いわき建材工業株式会社 東京都中野区 T  E  L  (385)8153・(389)4創6

春 日工業株式会社 東京高11荒川 区 T  E  L  (802)  3  8  7  1代

金岡工業株式会社 東京都新街区 T  E  L  (363)  4  3  4  1代

北原建材工業株式会社 ｾｴ 京都 渋谷区 r  E  L  (462)  5  3  4  1代

木下工業練式会社 東京r . J 1笠宮凶区 T  E  L  (634)  0  8  2  1代

協立工業株式会社 * 京都港区 T  E  L  (433)  1961 . 8485 

大東スレー ト株式会社 点京r. J 1足立区 T  E  L  (883)  3  1  3  1代

東京 i/ f 青株式会社 東京都荒川 区 T  E  L  (803)  34 8  1  - 3  

トーフジ工業株式会社 点京都千代m区 T  E  L  (252)  5  9  0  3  

日新建工株式会社 京京都荒川 区 T  E  L  (803)  2  4  1  1代

日本綜合防水株式会社 東i ?: J : II & 谷区 T  E  L  (' 103)  0  1  7  1  代

野 口工材株式会社 東京都渋谷区 T  E  L  (444)  3  5  3  1  代

槙田 工業株式会社 東京間l 千代1I I 1互 T  E  L  ( 263)  4  8  6  1代

富士工材株式会社 東京郎江東区 T  E  L  ( 634)  0  1  6  1  Ｈｾ＠

藤i/ f 育興業株式会社 東京都中野区 T  E  L  (362)5697・(369)5697

フデ パ興業( 株 ) 東京営業所 東京有11新宿区 T  E  L  (208)  0  2  5  6 代

北条 ilf 青工業株式会社 東京有Il i I 京区 T  E  L  (643)  3  9  6  3 代

マサル ilf 青工業株式会社 東)j( r. 11台京区 T  E  L  (842)  6  3  1  1代

大和工業株式会社 東京r . J i荒川 区 T  E  L  (802)  4  7  5  1代

渡青建材株式会社 東京都千代日l 区 T  E  L  (861)  27 06 - 8  

有限会社神守建材社 償須賀 di T E L  ( 22 ) 4 2 8  8  

金港涯膏株式会社 績浜 di T  E  L  ( 421)  6  5  2  1  - 2  

不二防水工業株式会社 償浜市 T  E  L  (231)  4  4  6  1  

石田建材工業株式会社 点的 di T E L  ( 22 ) 3 3 0 1- 3  

石田建材工業( 株) 大宮支庖 与野市 T E L  ( 53 )  12 2 5 - 9  

石田建材工業(株 )! 宇都宮出張所 宇仰' ，';{ di T  E  L  (35)2816 ' (34)8124 

;歴青建材( 株) 宇都宮出張所 ヰー剖n: '; ，1i T  E  L  (22 )  9  7  3  7  

株式会社奈良屋高底 水戸市 T  E  L  (' 11 )  5  1  4  1  Ｈｾ＠

信 越 同和建業株式会社 新潟 di T  E  L  ( 45 )  2  2  5  1代

同和建業( 株) 長野営業所 i主野 di T E L  ( 27 ) 0 2 9 8  

株式会社仙嶺 松本 di T E L  ( 58 ) 3 1 8 7  

北 陸 有限会社折橋政次郎商底 日岡山 T  E  L  ( 22 )  0  9  9  9  

有限会社小島工業所 ｲｾ＠ : ，岡山 r  E  L  ( 23 )  0  3  9  1  

島屋建設株式会社 金i Kdi T  E  L  ( 42 )  5  1  5  1  

石橋建材株式会社 1i1. JI'di T E L  ( 23 ) 0775 ' 0885 

協和建材工業株式会社 i! lf水 di T  E  L  ( 45 )  2  2  2  1  Ｈｾ＠

三井工業稼式会社 静岡ijdi T  E  L  ( 85 )  9  1  5 1 - 2  

るウエルドシステム O 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ス トライプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と、完全責任施工 ・年限保証が私たち

の強 力な武器。 全 国90カ所にも

およ ぶ〈 日ア ス〉ネッ トワークの、水 もモラ

さぬた たかい ぶ りに、ぜひご注目ください。

司- a・・

ー

地 区 会 社 名 所在地 電 話

東 海 三 信 建 材 工 業 株 式 会 社 ｾｾ総 ､ｪ T  E  L  ( 45 )  8  2  1  1代

大池建エ株式会社 名古1-;1市 T E  L  (211 )  1  8  8  5 代

重喜防水工業株式会社 名古l毛市 T E  L  (991)  0  1  1  1代

辰己防水工業有限会社 名古l: t市 T E L ( 501)  1 4  0  1代

中央建材工業株式会社 名古庖市 T E  L  ( 761)  6  1  8  1  代

東京建材工業株式会社 名肯l:il市 T E L (411 ) 6 6 2 1

東海物産株式会社 名古l:il市 T E L ( 721) 22 11 - 5  

日本建材鋼業株式会社 名古屋市 T E  L  ( 571)  554 1 - 4  

宮崎建材株式会社 名古Ijj iIi T  E  L  ( 331)  1  5  3  1代

近 畿 池田渥青工業株式会社 大阪 di T  E  L  ( 699)  5 7 5 7 - 9  

株式会社神原商庖 ヂ:)'1 I  di  T  E  L  (91ω )  1433，(908)1282 

清水興業株式会社 大阪 "i T  E  L  ( 372)  0250 - 3  

日新工材株式会社 大阪 "j T E L  ( 541)  3 7 8 5 - 6  

日新建工(株) 大阪出張所 大阪 di T E L  ( 541)  1607 - 8  

日本綜合防水(株) 大阪支庖 大阪 dj T  E  L  ( 361)  047 1 - 5  

7 9パ興業株式会社 II)i DJ dj  T  E  L  ( 385)  2  7  8  1  代

- : ; ，) レエス工業株式会社 大阪市 T  E  L  ( 458)  484 1 - 3  

有限会社丸藤商庖 大阪 "i
T  E  L  ( 351)  2  J  5  0 代

大島応用化学工業株式会社 点大阪市 T E  L  ( 745)  5  J  2  1代

久下商底 ht 制liIi T E L  ( 311 ) 2 0 4 4 - 5  

東洋建材株式会社 J ;( 制Idj T E L (361) 9 1 7 1  

中村涯青工業株式会社 神戸市 T E L  ( 341) 5884 ・1223

郷田建材有限会社 神戸市 T E L  ( 841) 3 5 5 1代

有限会社 ミサキ商会 手ll :肱山市 T E L ( 22 ) 3  9 2 2  

ヒカリ工業株式会社 大阪 d'i T  E  L  (395)  1  0  5  1  

国際工事株式会社 大阪 "i
T  E  L  (211 )  6  3  8  5  

中 国 束 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社 Ｑｾ ｬ ｬｬｩ＠ ，ti T E L ( 72 ) 1 2 2 1  代

株式会社三洋技建 大竹 市 T E L ( 2 ) 5 1 5 5 代

三和防水工業株式会社 !ムl; ，'， ln T  E  L  ( 83)  3  3  6  6 代

豊永建材株式会社 広仏， ｾ￯＠ T  E  L  ( 61  )  637 1  - 3  

大和工業(株) 広島出張所 lム，(h市 T  E  L  ( 71  )  4  6  8  7  

株式会社巴商会 宇部 "i T  E  L  ( 21  )  0  7  6  0  

和光工業株式会社 松 i [di T E L ( 38 ) 1 3 2 1  

四 国 大 三 工 業 株 式 会 社 ， Ｚ Ｇ ｾｦｾｲ ｬｩ＠ T  E  L  ( 51  )  6  8  1  1代

大三工業(株) 高知支庖 ｲＺＮ ｾ 主 ＱＱ 市 T  E  L  ( 45 )  4  8  0  0 代

徳島大三工業株式会社 徳島市 T  E  L  ( 31 )  4  J  6  1代

株式会社7 ルマス河野商底 今治市 T E L  ( 32 ) 5 0 0 0 代

株式会社山本商会 ｦ￭ｾＱＱＱ＠ di T  E  L  ( 31  )  6  2  6  1  (¥: 

九 州 安 藤 工 業 株 式 会 社 制|国I"i T  E  L  (561)  7  0  1  2  (¥: 

加茂装備株式会社 も干，間市 r  E  L  (561)  6  2  5  0  

日建工材株式会社 福間I"i T  E  L  (7'11 )  6  6  6  5 代

株式会社工材社 北九州 di T E L  (371)  14 6 8 - 9  

安藤工事株式会社 長崎県 r E L ( 2 ) 2 2 0 0  

株式会社大ニ商会 '，' ;.';山市 "i T  E  L  ( 51  )  6  1  5  5 代

日新興業株式会社 延1m) ，ti  T E L ( 3 ) 2 4 5 5 - 9  

株式会社北原建材商会 l血児島 "，T  E  L  ( 23 )  9395 - 6  

上原建設工業社 沖縄目l T  E  L  (09889)( 2  ) 2368 

- 建 設 叫 岡 山40サ認可L、、ぬ_， 日東 京本都 足ア立 区ス 千 佳フ 東 ア2 ル2 1  -ト2防8 水 日 新工エ 象 様業式 会協社 内 同 宮( 8組82) 242合4大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日新工業内 包 ( 882) 2424大 代

中 部 支 部 名 古屋 市 千 種 区 千種 通り 2- 19( 妓 阜正 ビ ル ) 日新 工業 名 古 屋 出 張 所 内 企 ( 741 ) 6257 代

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2 日 新 工 撲 大 阪 支 庖 内 定宝 ( 329) 7737 代

九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2 4 - 1 0 日新 工 撲 九 州 出 張 所 内 公 ( 45 1) 1095 代

• 
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三星アコスデイカルフロアーズと名づけました。

アコステイカルフロアーズ1 . 1 . ， !'1:1壬ある施工システムととも

に，今， ｉ 木材に求められているあらゆる条 ＱＧＱ を完備した ｬｾｨｾ ＱＮポ

材です 。
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ヒューマンスペースを創造する

l-32罰 則 日 開 了 ! J

体 育 館 周

A C"3日P 回
( シゐ》

5.5田 園 x 184cmX 21  m・1(と

9，200川/ m' ( 材r J O

病 院 ・福祉用

ａｃ ＢＳ日 ｾ ｲｮ

3. 5mm x  18，lcm x  25m-7色

4，800I'I / m'  ( 材I : J t)

学 校 - 一 般 用

A C"3日P 回

匡E
2. 8mmX  IS，l cmX  18m .15色

3， 9501"1/  m'  Ｈ材仁 ｊｉｾ )  

福相1:の|五|スウェ ー デンからや ってきたアコスチフロア 。 この

たび， 川 山のすく仰れた技術で ｼ 五 ｉ ，ｾＨＧ 化 仁成功しました 。 これを機

会に ， これまでの 「アコスチ I ジム」を川途 ))IJ に分け，新 L ¥イ111

川 を1111 わえて，アコステイカルフロアーズと名づけました 。 j，lj

q 1 1 ヒュー 7 ン床材 シリーズの誕 '1:. です 。

このj木材 は， これまでの発泡!刊のない liJ. .，刊 のベー シックタ

イプの川、材 ，クッションタイプの!木材 と1.1.， ま っ たく ｪ ・ ｾＱＱ ｬ の 川 、

材で ，術喰 l倣収1"1ーにすぐ‘ れた1' 1ー能をも っています 。 その純情 (i ，

J亨い発泡! 刊をサンドイツチした惚介構造にあります 。つまり，

発泡附が，従* のクツ Y ョンフロアのようなケミカル発泡とち

がt 、，メカニカルにつくられた級術な見li 杭気泡で構成されてい

るからです 。 しかも，表";1に(i ，リッ プル( ささヘ波 )状のすべり

とめ 1111 1 : : もしてあります 。 また ，f1ij 快i "ri¥f，¥1相rt't:， 1以j品1"1'， I耐久

'1'1:， ドVj;j ，1'!: ，I耐師必耐、，t当柴ElJI1h1H山l

ります 。

ｖ ｾ …＠ 回 一 四
白 書 応 用 |世|束 ・丙 床 協 組

γ A. . J I MA 口Y ロK A K O C Cユじrc五

東京営業所 ・東京都千代田区岩本町3- 1卜13干 101 n 03( 866) 610 I( 代) 大阪営業所・大阪市西区京町堀卜 10- 5干 550n 06( 441 ) 5951 ( 代)

札幌 雪山 1( 231 )8261 / 仙台 n 0222( 22)6413/ 宇 都 宮 古 0286( 22) 8264/ 新 渇 宮 0252( 45) 0816/ 績 浜 官 045( 681 )時 35/ 静 岡 宮 0542( 81 )  5849 

名 古 屋 : n 052( 57 1) 6361 / 金沢 n 0762( 31 ) 574 1 / 広島 倉 0822( 46) 9436/ 高 松 宮 0878( 62) 5285/ 福 岡 宮 092( 712) 9141

* 詳しい資料をごl N求( 1:色 l ' .


